
    
      

    

  
    
      これはゾンビですか？13

いいえ、全く記憶にございません

BOOK☆WALKER special edition



木村心一













富士見ファンタジア文庫



    

  
    
      本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



    

  
    
      

口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎



    

  
    
      　ＣＯＮＴＥＮＴＳ



プロローグ「はい、こどもが参観日」

第一話「はい、沈黙の学校です」

第二話「はい、毒舌料理バトルです」

第三話「はい、私の愛馬は凶暴です」

第四話「はい、もうゴールしていいです」

第五話「はい、残ります残ります。」

第六話「はい、仮の話です。」

エピローグ「はい、ごらんのスポンサーの提供でお送りしています」



　あとがき

　特別付録　祝福されるドラマガ




    

  
    
      

    

  
    
      　家族会議という言葉を知っているだろうか。

　例えば、一人息子むすこの部屋からアブノーマルなエロ本が出てきたときや、弟を思いっきりド突ついたときに開かれる。

　小学校の頃ころに『終わりの会』なんてモノがあったが、あれも家族会議と言えるだろう。

　社会の数だけ、会議がある。

　今、今世紀最大の家族会議が開かれようとしている訳だ。

「なんで家族会議を開くってのに、外へいかなきゃならんのか」

　俺はぐだぐだと愚ぐ痴ちを言いながら、女の子の後ろを歩いていた。

　クソ寒い真冬の外を歩くのは、犬でも嫌いやがるってもんだ。

「あなたのせいではありませんか。いちいち気持ち悪い声を出さないで下さい」

　前を歩くのは、ダッフルコートに身を包んだエロいお姉さん。ポニーテールが今日もよくお似合いです。

「俺のせいって言われてもな」

　頭をポリポリと掻かいて、何をしたのかを思い出そうとするが──

　実は、こうやって連れてこられている理由が思い当たらないのだ。

　伝えられたことは「家族会議をします」という言葉だけ。

　家族会議をするってのに、何な故ぜ家を出なければならないのか。

　わからん。何が原因だろう。

　いつも最後に入れと言われている風ふ呂ろに先に入ったせいか？

　それとも洗せん濯たく物ものの出し方が悪かったのか？

　いやいや、織おり戸とが勝手に俺名義で発注したいかがわしい本──あれだろう。

　うむ。

「セラ、あれは俺のせいじゃないんだ」

「は？　……まあ、どういう弁明をするのか些いささか興味がありますが」

「あれは、織戸が悪いんだ」

「あの気持ち悪いツンツン頭が？」

「あのエロ本は俺が発注した訳じゃない」

「気持ち悪い。何か勘かん違ちがいしているとは思ってましたが、そんな低てい俗ぞくなこととは……」

　深い溜ため息いきを吐つきながら首を横に振ふる。

「なんだ。あの件はバレていなかったのか」

「いえ。知ってましたよ。あなたがいかがわしい本をベッドの下に敷しき詰つめているのを」

「なんで知ってんだよ！　あれ全部俺のじゃないから！　クラスメイトが遊びに来たときに置いていっただけだから！」

「狼狽うろたえないで下さい。面めん倒どう臭しゆうがキツいです」

「面倒臭ってなんだよ。体臭みたいに言うなよ。面倒臭くさいって言えよ」

「歩あゆむ、臭いです」

「………………で、本題に戻もどるけど、なんで家族会議を外でやるんだ？」

「これは、家族だけの問題ではなくなってしまったからですよ」

「全然話が見えないんだが」

「いけば分かりますよ。相あい川かわ総理」

「すまん、本当に全くもって意味がわからん」

　謎なぞが謎を呼ぶ展開。

　知らないデカ目の建物。

　そのとある広い一室の扉とびらを開けると、シンフォニーホール的な広い広い会場。

　──そこにいたのは、見知らぬ人間たちだった。

　向かい合うようにずらりと並んだ、ふかふかの一人がけソファとテーブル。テーブルの上には、黒い棒のような物が立っており、様々な名前が書かれている。

　その中央にはスピーチ台が二つ向かい合っていた。

　すごい数だなおい。

　五〇〇人ぐらいか？

　向かい合っているが、五〇〇人程度の人間たちは片方に集まっていた。

　知らない名前の人物ばかりだ。

　とりあえず、セラに促うながされるまま、俺はどっかりとソファに腰こし掛かける。

　俺の周りにはほとんど誰だれもいなかったが、向かい合っているスピーチ台の向こうにはこれでもかと人がソファに座っているのにな。

　圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かん。知らない人間に睨にらまれるだけでも怖こわいのに、それが数百人ともなれば、まるで森に迷い込んだときにオオカミに囲まれたような感覚に陥おちいる。

　これが、四し面めん楚そ歌かってやつだろうか。

　その模様はまるで──

「それでは、質疑の申し入れがございますので、順次これを許します。サラスバティくん」

　そう、ここは、国会だった。国会風家族会議に、俺は呼ばれたのだ。

　人類皆みな家族ってことかよ。

　司会業に定評のあるクラスメイト、アンダーソン君が議長を務めている。

　甘いマスクに金色の髪かみ。偉えらそうな印象はなく、淡たん々たんとした口調だった。

　何をやってんだか。

　スーツ姿の少女が「議長」と手を挙げながら立ち上がる。

　その姿は、まるでぱっと花が咲さいたように艶あでやかでいて、美しい。吸血忍にん者じやの部隊を率いる水の狂きよう鬼きこと、サラス。

　長くきらきらと輝かがやきを見せる黒髪を、今日はアップにまとめている。

　やり手の秘書みたいに見えるな。

「総理に質問いたします」

　その第一声に、俺は思わず前のめりになって目を丸くさせた。

　俺はいつ総理大臣に任命されたんだ。身に覚えがなさ過ぎる。

　嫌だろ。一国の総理がゾンビとかって。

「今回の外交問題について、今一度概がい要ようの説明をお願いします」

「総理役、相川歩くん」

　ふむ。と、ここで全すべてを理解した。総理役──ね。

　つまりは、こういうことだ。

　先日ポロリとこぼした何気ない案。

　それが、波は紋もんを広げているんだ。

　それも当然だろう。

　この世界、いや──

　全ての世界を巻き込んだ戦争になるかもしれないのだから。



    

  
    
      

    

  
    
      　俺は自分の考えを伝えた。

　ヴィリエと呼ばれる魔ま法ほうの世界があるということ。

　冥めい界かいという死者の集まる世界があるということ。

　そして、その二つが戦争状態にあり、この世界がその戦場になりかねないということ。

　それだけではなく、ヴィリエはこの世界をも侵しん略りやくしようと計画している。

　それをどうにかするためには、話し合う必要がある。

　戦うことではなく、話し合うことで解決することが必要だ。

　それをこんこんと説いて、俺は席に戻る。

「サラスバティくん」

　郷ごうに従う気持ちでこの国会に付き合ってやろうじゃないか。

　国会はクエスチョンとアンサーを交こう互ごに行う方式。

　基本的には一方通行で、答える側は質問することは出来ない。

　聞かれたことを、説明するのみさ。

「説明ありがとうございます。今、お話があったように、ヴィリエは戦争行こう為いを行ってきています。彼女たちを止めることが、この世界を守ることに繋つながる。その点は私も総理と意見を共有している」

　小さな声でそこまで言ったあと、サラスは俺ではなく、全員に問いかけるように大きく手を広げる。

「しかしながら、三世界のトップを集めた三世界会議を！　果たして、この件を相あい川かわ内閣に任せて良いものか！　それがこの会議の主な争点であります！　……相川総理、自信はあるのでしょうか？」

　サラスの問いに、俺は自信を持って答える。

「俺はそれぞれのトップと話したことがある。みんな、話が通じないようには見受けられなかった。三世界会議──サミットとも言えるが、成功させてみせます」

　これは、前ぜん哨しよう戦せんだ。

　ここで狼狽うろたえるようでは、本番でヴィリエの女王リリア・リリスや冥界の王デューヴァイスを前に話なんか出来ないだろう。

　どんな質問にも、毅き然ぜんとした態度で返す。

　それが出来なければ、論外だ。

　やったろうじゃねえか。

「ふむ……なるほど。確かに、この外交で呼び寄せようとしている者たちは一国の王たちですから、話が通じるのも当然でしょう。頭が固い人間が人の上には立っていられない。──ですが私が聞きたいのは、あなた方のことです」

　サラスはそこまで言うと、にやりと不敵な笑えみを浮うかべる。

　トントン。肩かたを二回叩たたかれて振ふり向くと、そこには鎧よろい姿すがたの少女がいた。

　ユー。いつの間にそこに。

　お前もセラに呼ばれてきたのか？

　すっとメモを渡わたされ、そこにはこう書かれていた。

『この質問には　肯こう定ていも否定もしない方がいい』

　どういうことだ？

「誰かが誰かの機き嫌げんを損そこねれば、それこそ戦争になりかねない事態を招こうとしているのです。私は、今回の三世界会議、反対です。──相川総理、ホスト側であるあなた方閣かく僚りようは、本当に安全なのでしょうか？　」

　サラスのきりっとした切れ長の目は、美しくも鋭するどい。

「サラス。お前の懸け念ねんも分かる。だが、問題ない。ハルナもセラもユーも、そして俺も──上う手まく立ち回ってみせる」

　俺は、ユーのメモ通りに返答しなかった。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　俺たちなら上手くやっていけるはずだ。

　俺の真しん剣けんな表情を、眼まな差ざしを受けたサラスは、少し恍こう惚こつとした表情を浮かべ、そして楽しそうに笑う。

「ならば、あなた方四人がいかな人物であるかを明らかにするため、質問させて頂きます」

　なるほど、そういうことか。

　ユーが肯定も否定もするなというのは、この先に用意されている質問攻ぜめを避さけるためだった。

　サラスは、いや、ここにいる連中は、俺たちの素行の悪さを指し摘てきすることで、俺の三世界会議を白紙に、あるいは延期させたいのだろう。

　ハルナの普ふ段だんやってる波は瀾らん万ばん丈じようで我わが儘ままな行動を問題に上げられれば、安全だと明言した俺の言葉も信しん憑ぴよう性せいがなくなる。

　サラスはセラの上司だ。もしかしたら、セラの弱みを握にぎっているかも知れないし──

「まず、ユークリウッド・ヘルサイズ殿どの。我々吸血忍者の始祖たる絶大な力をお持ちのあなた」

　ユー……だと？

　俺は驚きよう愕がくした。

　ユーには、正になんの問題もない。

　まず攻めてくるなら、俺かハルナだと思っていたが……

　さすがサラスだな。

　ユーの牙が城じようを崩くずすことが出来れば、その時点でこっちはボロボロになってしまうだろう。

「彼女の深層心理がいかなるモノか。その資料を手に入れておりますので紹しよう介かいさせていただきます」

　サラスはそう言いながら、スピーチ台にフリップを出した。



　　　　＊



　この物語は夢オチです。

　実在する団体はおろか、『これはゾンビですか？』に登場する人物とも異なりますのでご了りよう承しよう下さい。





　うー、遅ち刻こく遅刻～。

　今、朝食の麻婆マーボー丼どん（麻婆茄な子す）が入ったどんぶりを片手に、全力疾しつ走そうする俺の名前は『相川・Ｓ』（元特とく殊しゆ部隊所属）。

　つい寝ね坊ぼうをしてしまった俺は、大急ぎで学校へと向かっているところさ！

　学校まであと少し。この丁てい字じ路ろを右折すれば──

　どーん。右手側から飛び込んできた少女とごっつんこ。

「いったたたた」

　尻しり餅もちをついて頭を押さえながら痛がる彼女の名前は、ユークリウッド・ヘルサイズ（幼なじみ）。

　輝かがやくような銀色の髪かみ、青い瞳ひとみが特とく徴ちよう的で学校の制服でも上からガントレットを着けている可愛かわいらしい少女だ。

　セーラー服の上からでもわかるバインバインなバスト。Ｆカップは優に超こえている。

　たっぷんボディの幼なじみ（妹系）。どこからどこまでも可愛い奴やつだぜ！

　パンツは、純白シルク。ぶつかった衝しよう撃げきで、俺はその魅み力りよく的な細い太ももの間──つまるところ、パンツに鼻っ面つらから突つっ込んでいた。

　俺は相川（元特殊部隊所属・元体操選手）だったため、この難解な体勢でも関節の一つもダメージはなかった。

「きゃっ！」

　パンツに顔を突っ込まれているという状じよう況きようを把は握あくしたユーは、雪のように白い肌はだをリンゴのように真っ赤っかにさせて、足を閉じながらスカートを両手で押さえた。

　ふう。危あやうく純白のパンティ～に麻婆をぶちまけるところだったぜ。

　間かん一いつ髪ぱつでぶつかる瞬しゆん間かんに麻婆丼（麻婆茄子）を口の中へ掻かき込むことが出来たのは、ひとえに俺が（元特殊部隊所属・元体操選手）だからであろうことは──そんなことより、だ。

「大丈夫かい？」

　麻婆丼をリスの如ごとく一いつ杯ぱいに頬ほお張ばりながら、爽さわやかスマイルで手を差し伸のべる。

　ほんのりと鼻び腔こうをくすぐる何とも言えない香かぐわしい匂においは、例えるならば草原に吹ふき付ける春のピーチカルピス。

「お、お兄ちゃん。──もう、お兄ちゃんのエッチ」

　ぶつかったのが俺だと分かったユーは、どこか安心したような表情でそう言いながら立ち上がる。

　ぺろっと小さな舌を出してエッチなんて言われたら──可愛い。可愛いオブ可愛い。

「早く学校へ行かないと遅刻しちまうぞ」

　ぽいっと麻婆丼のどんぶりを放ほうり投げて走り出す。そう、俺は（元特殊部隊所属・元体操選手・元ＮＢＡプレイヤー）だ。ぽいっと投げるだけで、数百メートル離はなれた自宅のゴミ箱へ入れるなんて簡単さ。

「あーん。待ってよぉ～お兄ちゃん」

　ユーはガシャガシャと鎧を揺ゆらして俺のあとに続くのだった。ごっつ可愛い。可愛いインザ可愛い。

　そうして学校へ着いた俺は、上うわ履ばきに履き替かえるところで声を掛かけられた。

「おはようございます、兄様。今日も素す敵てきですね」

「おー、セラじゃないか。お前も遅刻なんて珍めずらしいな」

　そこにいたのは綺き麗れいな顔をしたポニーテールの少女だった。ヒスイ色の瞳。モデルのような長身でボンキュッボンの魅力的な女性だ。

　セーラー服のスカートから伸びる長い足はなんとも美しいものだった。

　そんな彼女は悠ゆう々ゆうと、白馬に乗って登校したのだ。

　パカラ、ふぁさ、パカラ、ふぁさ。

　馬が一歩進むごとに、長いポニーテールが揺れる。

「お兄ちゃん、先にいくねー」

　さっきのお返しだとばかりに駆かけだしたユー。

「走ると危ないぞー」なんてユーに声を掛けながら、白馬を駆るセラへ手を伸ばす。

　そう、なぜなら俺は（元特殊部隊所属・元体操選手・元ＮＢＡプレイヤー・元紳しん士し）だからだ。

「兄様はいつも素敵ですね。脱だつ皮ぴしたての天使のように素敵です」

　天使は脱皮しないぞ──っと。

　いつも俺にだけニコニコと笑顔を見せるセラは、俺の手を取って白馬から下りる。可愛い巨きよ乳にゆうめ。可愛いオンおっぱい。

　ひひーん。ぶるるるる……

　おっと、白馬が俺に嫉しつ妬としたみたいだな。大きく嘶いなないた白馬に、バランスを崩したセラは俺にのしかかるように倒たおれ込んでしまった。

　ぎゅっと押しつけられる豊満なおっぱい。

　乳ち首くびと乳首がＥＴ状態。

　服の上からだろうが、びびっとＥＴ状態を感じることが出来るのだ。なぜなら俺は（元特殊部隊所属・元体操選手・元ＮＢＡプレイヤー・元紳士・元宇宙人）だからだ。

「すみません、兄様」

　怖こわかったのだろう。肩をきゅっと竦すくめている。その有り余るおっぱいがぎゅっと濃のう縮しゆくされていた。麺めんつゆの濃こい口タイプよりも凝ぎよう縮しゆくされているだろう。

「なあに、問題はないさ」

　セラは離れるどころか、さらに体を密着させる。艶なまめかしく俺の胸に手を添そえて、頬ほおを寄せた。めちゃめちゃ良い匂い。

「逞たくましい胸むな板いたですね。ヒゲとタバコが似合いそうなぐらい素敵です。全く、ハガー市長ですかあなたは」

「今日は特別なんだ。そろそろ教室へいかないと」

「ええ。ずっとこうしていたいですが──」

「やれやれ。セラは甘えん坊ぼうさんだな」

　なんつって。

　キーンコーンカーンコーンと、オリジナリティの欠片かけらも感じさせないチャイムを聞きながら、俺とセラは教室へと向かった。

　教室には、もう生徒が全員着席しており、静かにホームルームを迎むかえていた。

　遅刻寸前だったユーもしれっとした顔で座っている。

「こーらー。ちーこーくー。早く席に着きなさーい」

　この教室にいる生徒は、俺以外全員女の子だ。しかもバストカップは最低でもＥという巨乳クラス。

　担任教師であるクリスも、白ゴスロリの衣い装しようにパイプと酒さか瓶びんを持っている可愛らしい女の子。見た目は小学生のようにも見えるが、れっきとした教師だ。彼女は明らかな貧ひん乳にゆうだが、まあそれはそれとして、ぷんすか怒おこっているので席に着こう。

　窓まど際ぎわの後ろから二番目。日差しが気持ちいいベストポジションが俺の席だ。ああ、今日も太陽が気持ちいい。なんて清すが々すがしい朝なんだ。なん、って清々しい朝なんだ。

「おはよう……お兄ちゃん」

　前の席にはお下げ髪の少女、平ひら松まつ妙たえ子こ。

　将しよう棋ぎや百人一首が得意で、いつも一歩引いた位置にいて男を立てる大和やまと撫子なでしこ的な女の子だ。成績も優ゆう秀しゆうで、他の追つい随ずいを許さない。

　平松は毎日こうして優やさしく微笑ほほえみかけてくれる。──うーん。太陽よりも輝いているな。

　「今日も遅刻しちゃいましたね。先せん輩ぱい」

　隣となりの席には京きよう子こちゃん。肩かたを過ぎたぐらいの髪に、ロリロリな顔をしているが、胸だけはとんでもないボインボインの、ロリ巨乳後こう輩はい病弱キャラだ。

　明るく笑う度たびに揺れるおっぱいは、とっても柔やわらかいのだろうと推測される。

　セラのようなモデル体型も素晴らしいが、アンバランスなほどにロリ巨乳なのもまた──イイっ！

　これほどのおっぱいはそうそうないだろうが、その後ろの席でずっと眠ねむっている女性が一人。

　セーラー服が似合わないほどの大人びた体つきをしている。

　彼女はネネさん。いつもこうしてぐっすりと眠っている。普ふ通つう寝ねるときは机に手を置くが、まるで麻ま酔すい銃じゆうにでも撃うたれたかのように、手はぶらんと垂れていた。

「はっ！　寝てないよ？　えーっとさっき話してたのは……ぐ～」

　起きたと思いきや寝たーっ！　机にべったりと頬を付けて、幸せそうな寝顔を見せているネネさん。

　そのおっぱいたるや、爆ばく乳にゆうと呼ぶに相応ふさわしい。Ｈカップかそれ以上か。夢とか希望とかがいっぱい詰つまっているのだ。

　今だったら触さわっても起きないだろうなんて、不純なことを考えてしまう。

「じゃあくりすは職員室帰るねー。お兄ちゃん授業終わったらお酒買ってきて」

「買えませんよ！」

　担任幼女教師クリスは、出席簿ぼと酒瓶を抱かかえて教室を出て行った。

　一時間目は、体育だ。早さつ速そくジャージを取り出して、着き替がえを始める。

　そう、みんなここで着替えるのさ。仕方がない。これは、仕方が、ない。

　なあに。男は俺だけだし、みんな気にもしないさ。

「もう！　お兄ちゃん、見ちゃダメだよぉ」

　ユーが脱ぬいだセーラー服で胸を隠かくしながら、べーっと舌を出した。

　下が白なら、上も白か。似合ってる似合ってる。

　セラは──ほほう、チェック柄がらの下着か。意外な方向性で来たもんだな。

　京子ちゃんはピンクの紐ひもパンっ！　どこまでもあざとい！　悔くやしいけど可愛いっ！

　平松は水玉。清せい楚そな水色と白の水玉だ。

「相川ー。一いつ緒しよに着替えようぜ！」

「おー、トモノリ。一緒にってのもおかしいけどな」

　俺が可愛い女子の着替えを堪たん能のうしていたら、ショートカットの女子がやってきた。

「いいじゃねえか。オレはお前の──友達だし」

　少年のような笑み。こいつは吉よし田だ友ゆ紀きだが、そのあまりにガキくさいアホさ加減から友紀をユキではなくトモノリと呼ばれてしまう不運な少女なんだ。

　早速とばかりにセーラー服を脱ぎだす友紀。そこには恥はじらいも何もなく、まるで男友達のようだ。

　下着はグレーのスポブラだな。体育があるから動きやすいものを選んだのだろう。せっかくの巨乳が隠れてしまっている。隠し巨乳である。

「おはよう、マイブラザー。私も共に着替えさせていただこう」

　さらにさらに、矢や継つぎ早に今度は黒くろ髪かみの女性がやってきた。まったく、ハーレムも大変だぜ！　著者的な意味で！

　彼女はサラス。とっても頼たよりになるツンデレ学級委員長だ。パンツは黒地にピンクの縦ストライプ。

「って、お前はブラをしろよ」

「好きではないのだよ。乳バンドは」

　乳バンド言うな。死語だよそれは！　パラオではまだ使ってるらしいけども！

「オレもあんまり好きくねーなー。でも着けてないと走るときめっちゃ揺れるし」

　そりゃあ友紀さんは立派なものをお持ちですからね。しかもよく走るし。

　着替え姿を堪能したかったが、一時間目が始まってしまうので、俺も鷹たかをあしらった『ホークブリーフ（ラメ入り）』をご披ひ露ろうしてやろうとした、正にそのときだった。

　バキューン。誰だれが言い出したか知らないオリジナリティ溢あふれる銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。破は裂れつ音とかではなく、「ばきゅーん」で間ま違ちがいはない。

「ぐっ……がっ……」

　俺はよろよろとよろめいて、床ゆかに倒れ込んだ。苦しくて、強く目を閉じる。

「お、お兄ちゃん！」「お兄ちゃーんっ！」「兄様！」「先輩！」「相川！」「マイブラザー」「はっ！　寝てないよ！」などといった黄色い声が呼ぶ。

　頭を抱えるようにして、平松が膝ひざ枕まくらをしてくれた。

　うっすら目を開けると、心配そうにのぞき込む女の子たちの姿。

「先輩、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　京子ちゃんの今にも泣き出しそうな潤うるんだ瞳ひとみ。むにっと手に押しつけられた巨乳が素晴らしい。

「ああ、こんなこともあろうかと、服の下に富ふ士じ見み書しよ房ぼうから絶賛好評発売中の『ドラゴンマガジン』を入れておいたから助かったぜ」

　みんなを安心させるために、俺は服の下から銃じゆう弾だんによって穴の空いた雑誌を取り出した。

　もし、富士見書房から絶賛好評発売中の『ドラゴンマガジン』がなかったら、俺は死んでいただろう。そう、俺は（元特とく殊しゆ部隊所属・元体操選手・元ＮＢＡプレイヤー・元紳士・元宇宙人・元富士見）さ。

「胸板が厚い訳ですね。印税を全すべて義ぎ援えん金きんにするぐらい素す敵てきです。恐おそれ入りました」

　感心したようにセラが言う。といっても、下から見たセラの顔はおっぱいでよく見えなかったが。

　体を起こすと、窓の外に、ぷらんぷらんとロープが垂れ下がるのが見えた。

　パリーン。迷めい彩さい服を着た男たちが、窓ガラスを蹴け破やぶって中へと侵しん入にゆうしてくる。

「手を挙げろ！」

　三人の男がサブマシンガンの銃口を向けた。それらは全て同じようにツンツン頭をしていて、眼鏡を掛かけていた。どよめく教室内の妹──じゃないクラスメイトたち。

「セラフィムっ！」

　黒髪をふわりとなびかせて、果か敢かんにもサラスが飛びかかる。

「ふん」セラの跳とび蹴げり。

「おうりゃ！」友紀のタックル。

　二人のツンツン頭に眼鏡の男──略して『織おり戸と』はぽーんと窓から放ほうり出されていく。

　最後の一人はサラスに腕うでをねじ上げられ、床に拘こう束そくされていた。

　さすが、頼りになる。まるで忍にん者じやのような身のこなしだ。

「何者なんだ、お前たちは」

　と俺が問いかけるが、男はうすら笑いをするだけだった。

　なんてウザい顔なんだ！　まるで我が校の女子全員のデータを保管していそうなぐらいウザい！

　尋じん問もんしてやろうとしたそのとき、校内放送が流れた。

「この学校は我々オリトーズが占せん拠きよした！」

　耳に障さわる、ウザい声。

「へえ、テロリストなんだ。大変だねぇ」

　全然大変そうに思えない笑顔で、ネネさんが呟つぶやく。それはまるで、夕方のニュース番組を見ている主婦のように他ひ人と事ごとだった。

　……いつの間に起きたんだろう。ぽーっとあらぬところを寝ぼけ眼まなこで見つめている。

「ふっふっふ。もう終わりだ」

　床に押しつけられながらも、不敵な笑みを浮うかべるツンツン頭の男。ウザいったらウザいったら。

「貴様らの目的は？」

　腕を捻ひねりあげているサラスは、低い声でそう言った。

「我々オリトーズはここにいる全ての女子高生をさらい、南の島で豪ごう遊ゆうするのだ」

　なんて欲よく望ぼうに忠実な連中なんだ！　そして、なんて簡単に説明してくれる連中なんだ！

「オレたちが阻そ止ししてやるぜ！」

　テロリストに襲おそわれているというのに、楽しそうな顔をする友紀。きっと、サバイバルゲームでもしているような気分だろうな。

「一万人の不死身軍団であるオリトーズを甘く見るなよ」

「富士見──ファンタジア文庫……だと？　あの絶賛好評発売中の『ドラゴンマガジン』を発刊している──」

「ああ、そうさ」

　嘘うそ吐つけ。なんてボケの通用しない奴やつなんだ！　ＲＰＧの村人みたいに決められた台詞せりふしか言えないのだろうか？

「たとえ火の中水の中銃弾の中──あらゆる環かん境きよう下において無傷であるのがオリトーズ。そう、萌もえとエロによって興奮のあまり脳のう溢いつ血けつになる以外、我々を倒たおす手段はないっ！　どうだ！　貴様らには──うぼぅ」

　台詞の途と中ちゆうで、織戸は息絶えた。

　見れば、サラスが捻りあげた腕に体を押しつけていた。

「言葉は本当のようだな」

　力ちから尽つきた織戸から離はなれ、パンパンと服の汚よごれを払はらい落とすサラス。

「だったら、一万人ぐらい余よ裕ゆうだな。ここには、その道のスペシャリストが揃そろっているんだから」

「お兄ちゃん。こんなこともあるかなと思って、ノートパソコンとハッキングツールがカバンに入ってるよ」

　さすがユーだ。用よう意い周しゆう到とうだな。ガントレットを着けた少女の手にノートパソコンという画えはそうそう見られないだろう。

「よし、俺たちでこの学校を取り戻もどそう。作戦を伝える」

「おう！　燃えてきたぜっ！」やっぱりゲーム感覚の友紀。

「あなたのためならば、私は剣けんとなろう。マイブラザー」どこまでも凜り々りしいサラス。

「ぐー」ネネさんはもう少し緊きん張ちよう感かんを持って起きてーっ！





　さて、廊ろう下かへ出た俺たちは、辺りを見回しながら階段へと向かっていった。

　目指す場所は──二階にある視し聴ちよう覚かく室と一階奥にある放送室。

　視聴覚室には女子たちが監かん禁きんされていて、放送室には親玉がいる。

　ユーがノートパソコンを使って学校のシステムをハッキングし、掌しよう握あくしたからこそ、分かった情報だった。最近のノートパソコンは優ゆう秀しゆうだな。

　そんなノートパソコンを見ながら、ユーが階段の方を指さした。

「敵多数、この先の階段を上ってくるよ。お兄ちゃん」

「ならば、ここは私がやろう」

　ずいっと前に出るサラス。長い黒髪はキラキラと輝かがやいて、見み惚とれてしまう。

　階段を駆かけ上がる足音が近づいてくる。

　銃じゆうを構えた眼鏡にツンツン頭の男たち──その数一〇〇人程度が階段の踊おどり場に現れた頃ころ──悠ゆう然ぜんとサラスは階段を降りていく。

「手を挙げろっ！」

　そんな言葉には応こたえず、サラスは階段に腰こし掛かける。

　するするするする……まるまるまるまる……

　脱ぐにつれて、黒ストッキングが丸まっていく。

　こっちからではよく見えないが、恐らく黒のストッキングに包まれていた下着がその全ぜん貌ぼうを露あらわにしていることだろう。

　見ているこっちも涎よだれが出そうだ。

「萌えぶっ！」「エロってぃ！」「サラっサラーっとサラスバティっ！」

　悲鳴と共にばったばったと倒れていく織戸たち。

　エロいよ！　あえて全部脱ぬがずにふくらはぎの途中でとめているところが特にエロい！

　これが、俺の伝えた『作戦』だった。サラスのストッキングは兵器に近い。

　的確な指示を出すなんて造作もないことだ。俺は（元特殊部隊所属・元体操選手・元ＮＢＡプレイヤー・元紳しん士し・元宇宙人・元富士見・元提てい督とく）だからな。

「なあに、簡単なこと──うっ！」

「どうしました？　サラス」

　突とつ然ぜん胸を押さえたサラスに、駆け寄ろうとするセラだが──

「心配ない。マイブラザー以外の男に色目を使ったのが裏目に出たわ」

　苦しい顔を隠かくし、サラスは手を伸のばしてセラを制止する。

「確かに──私ならばこのインテル入ってる素敵な兄様以外を誘ゆう惑わくしろと言われれば、ショックで卒そつ倒とうしてしまうでしょう」

　セラの言葉に、うんうんと頷うなずく一同。お前ら──素敵やん。

「次々とテロリストが来てるよ。お兄ちゃん」

　ユーがノートパソコンを片手に言う。くそ。この階段からは危険か。

「ここは私に任せて、先へゆくがいい」

　サラス、お前……

　もう、手すりに寄りかからないと立つことも出来ない状態だった。

「行こうぜ相川っ！　サラスの命を無む駄だにしてはいけねえ！」

　そう……だな。みんなを助けないと！　サラスはまだ死んでないけど！

「いくぞみんな！」

　声を掛ければ、満まん場じよう一いつ致ちで頷く。

　一体感が、生まれていた。





　廊下を走り、別の階段へ。

　二階廊下にも山ほどオリトーズがいる。その数はおよそ──三五〇〇人といったところか。

　どうする？

「凄すごい人の数だねぇ。あっははは！」

　ネネさんは他ひ人と事ごとのように軽快に笑っていた。最もデカいバストなだけに、笑ったときの揺ゆれも半はん端ぱない。

　縄なわ跳とびを今ここですれば、それで三五〇〇人全てを仕留められるだろうが……

　いや、ヒゲダンスで十分だ。ネネさんクラスになれば、ヒゲダンスでゆっさゆっさすることは簡単。

　爆ばく乳にゆうが正に爆発的な威い力りよくを発揮するだろう。

「……迂う回かい、したほうが……良いんじゃ」

　お下さげ髪がみの少女、平松が友紀の体に隠れながらの提案。織戸を怖こわがっているのは彼女だけのようだな。

　どうすればいいんだろうと、誰だれもが思っていたそのとき──

「私の出番ですね」

　髪型をツインテールに結ゆいながら、ロリ巨きよ乳にゆうこと京子ちゃんが一歩前に出る。

「京子ちゃん……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。先せん輩ぱい。私──こういうの、得意なんです」

　にっこりと微笑ほほえむロリ巨乳。その童顔はどんな表情を作っても可愛かわいい。「うそ！　私の年収低すぎ……」みたいなポーズを取っていても超ちよう絶ぜつに可愛いのだから凄いモノだ。

　そう、京子ちゃんはそれを計算してすることが出来る魔ま性しようの女。

　任せてみるか──

　すたすたと歩いて行く京子ちゃん。肩かたまでのツインテールと巨乳が揺れる歩き方を熟知しているのだろう。

　そのあまりにも可愛らしい顔と、ロリ巨乳体型に、オリトーズはごくりと喉のどを鳴らし、構えたサブマシンガンの銃じゆう口こうも鼻の下も、下がってしまった。

　京子ちゃんは笑顔を見せて、小首を傾かしげ──

「センパイっ☆」

　なんという、なんという攻こう撃げきだっっ！

　俺は戦せん慄りつした。

　その「センパイっ☆」は、元気で可愛らしさを持ちながらも、どこかエロさを感じさせる──そう、健康的なエロだったのだ。小首を傾げると同時に傾かたむいたツインテールの髪すらも、計算の内だというのか。

　このあざとい攻撃は、京子ちゃんにしか扱あつかえないだろう。

　完全なる計算によって作られた、男を誘惑する後こう輩はいスマイル。

　倒れていくオリトーズの数も、五〇〇人を超こえているだろう。サラスの比ではない。

　まだ足りないが──京子ちゃんの方も、まだ終わってはいない。

　スカートを摘つまんで、上うわ目め遣づかいに言葉を続けたのだ。

「……しよ？」

「「何をですかああああああああああああああああああああああああっ！」」

　その絶ぜつ叫きようは、まるで少年合唱団のように綺き麗れいな声だった。見事なまでに揃った声。

　摘んだスカートも、パンツがぎりぎり見えない位置まで摘み上げている絶ぜつ妙みようさ。

　圧あつ倒とう的てき──圧倒的だった。今でも頭の中に「……しよ？」が焼き付いている。

　俺が死にそうだった。

「さあ、先輩。早く中へ」

　笑顔のまま、視聴覚室を指さす。が──くらっとよろけてしまった。

「大丈夫か！　京子ちゃん！」

「やっぱり……私も……先輩じゃないと……駄だ目めみたいです。でも──私、ここで奴らを食い止めます」

「京子……」

　ふらふらと左右に揺れながら階段へと向かう京子ちゃん。俺以外の男に色目を使ったばっかりに！　うっ。涙なみだが……

　最後に振ふり返った京子ちゃんは──

「先輩、大好きです」

　満面の笑みだった。俺が死にそうだよ！　萌もえ死にそうだよ！　うっ。ヨダレが……

「あいつの死を無駄にしちゃいけねえぜ相川」

「ああ、そうだなトモノリ。まだ死んでないけど」

　振り返ることもなく、俺たちは視聴覚室へ。

　学園祭のときには映画を流すこともある広い空間に、閉じ込められた女子生徒とオリトーズ。その数は──二〇〇〇人ほどか。

　しまったな。二〇〇〇人ものオリトーズを倒たおせるのは、京子ちゃんぐらいなものだろう。

　そのオリトーズたちはなんと、女子と枕まくら投げをして遊んでいた！

　机や備品などはどこへ行ったのか。広い空間に敷しき詰つめられた布ふ団とんたち。

　修学旅行では恒こう例れい行事である枕投げ。それを女子と楽しみたいと思うのは仕方がないことと言えよう。

　なんて楽しそうなんだ！　もう誰もサブマシンガンなんか持たず、迷めい彩さい服も浴衣ゆかたになっている。ツンツン頭の男たち二〇〇〇人の相手をさせるなんて、なんて外げ道どうなっ！

　一刻も早く救出しないと！

「ねえねえ、お兄さんお兄さん。私は何をするんだっけ？」

　ネネさんが俺の肩をぽんぽんと叩たたいた。

　そうだ。ネネさんの爆乳ならば、二〇〇〇人を倒せるほどのエロを出せるかもしれない。たとえ縄跳びをしなくても。

「じゃあネネさんは露ろ骨こつに服を──」

　俺の言葉を聞いているのかわからないが、すたすたと布団を踏ふみつけて視聴覚室の真ん中へ。

　──ぼふ。枕が、ネネさんの顔面に投げつけられ、その場で倒れ込むネネさん。

「ネネさん！　ネネさ──────ん！」

「ぐ～」安あん眠みんしてるーっ！

　枕はネネさんをこれほどまでに安眠させるのかっ！　どうする？　友紀か平松で──

　いや、ここは──

「ユー、スプリンクラーを作動させるんだ！」

　こくりと頷いたユーは、なにやらキーボードをカタカタ言わせる。ハッカーはなぜマウスを使わないのだろうか？　謎なぞである。

「……ど、どうするの？　……お兄ちゃん」

　怯おびえている平松はごっつ可愛い。

　プシャアアアア……スプリンクラーが作動して、水が降り注いでくる。

「うわあああ！　濡ぬれちまうっ！」

　慌あわてて友紀が視し聴ちよう覚かく室から飛び出した。

　てんやわんやで濡れまいと隅すみっこへ整列する女子やオリトーズ。

　ただ一人、ネネさんだけは視聴覚室の真ん中で、ただ眠ねむっていた。

　スプリンクラーの水でセーラー服が濡れる。

　これが狙ねらいだ。

「えろばっ！」「ごべぇ」

　Ｈカップを超える巨乳は、その場にあるだけでもエロい。と、どっかのツンツン頭が言っていた。それは、ただ水に濡れるだけで爆発的にエロさを増すのだ。

　そう、そこにいるオリトーズを全ぜん滅めつさせるには十分すぎるほどのエロさ。

「ありがとうございます！　お兄ちゃん！」

　助けた一いつ般ぱん女子たち（巨乳）が俺に抱だきついてきた。

　はっはっは。そんなに寄って集たかって抱きつかれたら動けなくなるだろう。はっはっは。

「もう！　お兄ちゃんから離はなれてよっ！」

　頬ほおを膨ふくらませるユーに手を引かれ、視聴覚室を後にする。

　京子ちゃんの姿はすでになかった。オリトーズに捕つかまってしまったのか、別の場所へと向かったのか。

　とりあえず、俺たちは階段を降りて放送室を目指そう。

　残る人員は友紀、セラ、平松、ユー。

　十分すぎる戦力を残して、最後の廊ろう下か。

　そこには三〇〇〇人を超えるオリトーズがひしめきあっていた。

　京子ちゃんレベルの攻撃力が必要になるが──

「よーし！　相川っ！　オレに任せろっ！」

　その隠かくれた巨乳をぷるんと揺らし、友紀が前に出る。

「てめえらの悪事もこれまでだぜ！　神しん妙みようにお縄を」ぐー。

　格好良く決めようとしたが、お腹なかがなってしまったーっ！

　みるみる顔が赤くなる。これはどうだ？

「……」微び動どうだにしないーっ！　十分過ぎる萌えだったはずなのに！

「せめて笑ってくれよーっ！」

　恥はずかしさのあまり、両手を天に突つき上げて目を瞑つぶった友紀は、そのまま廊下を走り出す。

　そして、ものの見事にこけてしまった。

　ぺろーんとスカートがめくれて、パンツが見えてしまった。

　よし、ナイス。ドジっ娘こ属性とすぐに顔が赤くなる恥じらいへの耐たい性せいの無さ。

　これはいい記録が──

「……ふっ」微動だにしない上に、うっすら笑みを浮うかべたーっ！

　まさかのノーコンテストっ！　良い記録が出そうだと思ったのだが──

　はっ！　そうか、友紀の下着はスポーツタイプで色も地味なグレー。ピンクの縁ふち取どりが可愛いが、オリトーズには通用しない様子。

　彼らは友紀を「トモノリ」としてしか見ていないのか！

「こうなったらもう脱ぬいでやぎゃあああああーっ！」

　撃うたれたーっ！　ついに発はつ砲ぽうされたーっ！　ここまで容よう赦しやのないオリトーズは初めてだよ！　男扱いかよっ！

「ユキちゃんっ！」慌てて平松が駆かけ寄る。

　ここまで来て、撤てつ退たいするしかないのか？　とそのとき──

「仕方がありませんね。グラタンに伊い勢せエビを入れるぐらい素す敵てきな兄様以外と、あまり話をしたくないのですが──」

　セラはずいっと前に出た。その手には、弁当箱。

　そして、仏ぶつ頂ちよう面づらでそれを前に出す。

「別に、あなたのために作ってきた訳ではありませんが──食べたければどうぞ？」

「ぐはあっ！」「ぐっどっ！」

　ドミノ倒しが如ごとく、バタバタと倒れていくオリトーズ。

　すさまじい威い力りよくだ。全然嘘うそは言ってないのに！

「なんでそれだけでっ！　──ぐふ」

　トモノリーっ！　凶きよう弾だんに倒れた友紀が最後に残した言葉がそれだった。あれだけ人を勝手に殺してきた友紀、ここに殉じゆん職しよく。──きっと死んでないだろうけど。

　人には誰だれしも、得手不得手というものがある。

　オリトーズには、セラのエロボディが何よりも効く。対して、『男友達』扱いである友紀では興奮しないのだ。

「うっ！」セラが口を押さえて膝ひざからくずおれた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　……セラ」

「ええ。一〇〇万ドルの夜景が如く素敵な兄様以外の男に話しかけたので──うっ」

　かくん。と首が落ちる。その白く美しい喉のど元もとに、俺は嘆なげきの声をぶつけた。

「セラああああああっ！」

　お前の死は決して無む駄だにはしない！　多分死んでないだろうけど。

　放送室の扉とびらを開ける。

　そこには、まだまだたくさんのオリトーズが残っていた。

「ほう、ここまで来る奴やつがいようとはな」

　その中心でふんぞり返る一人の男。ツンツン頭のツンツン度合いは一ひと際きわウザい。

　恐おそらく、彼がオリトーズのリーダーだろう。

　椅い子すにゆったりと腰こし掛かけ、足を組んで偉えらそうにしている。

「お前らの悪事もここまでだ。潔いさぎよく諦あきらめろ」

「どうかな？　ここにいるオリトーズはプロフェッショナルだ。外の奴らとはひと味違ちがうぜ？」

「よし、平松、やってやれ」

「う、うん……お兄ちゃん」

　手を前で組んだまま、モジモジと下を向く平松。

「……あ……えと、その……やっぱりダメ……は、恥ずかしい」

　顔を手で覆おおってしまった。

　俺はこの今から自分がやろうとしたあざとい台詞せりふや行動を想像した結果、やっぱり出来ないという平松が堪たまらないほど良かったんだが──

「ぐはっ！」「あめまっ！」

　オリトーズがばったばったと倒れていく中、平然と椅子に座ったままの男が一人。

　バカな！

　これほどの威力を持つ平松の攻こう撃げきに耐たえうるだと!?

「なぜ死なないのかと疑問に思っているようだな。俺は並の萌えでは死なない。ていうか、他ほかの奴が弱すぎるだけだ」

　なんだと……くそ、こいつ、言っちまいやがった。俺が萌えで脳のう溢いつ血けつって！　弱すぎるだろ！　とツッコミを入れたかったのを必死に我が慢まんしたというのに！　──許せん。

「私が──」

　ノートパソコンを畳たたんで、前に出ようとしたユーを手で制する。

「お前だけは、織戸から守ってみせるさ」

「お兄ちゃん」

　萌えで脳溢血を起こさせることが出来ない最強の織戸。そのうすら笑いを浮かべる顔面に、掌しよう底ていをぶちこむ。

　ぺたぺたと体を撫なでるように殴なぐったのだ。決して拳こぶしは握にぎらない。「それって本当に効いてるの？」と思えるような拳けん法ぽう。通つう称しよう『セガール拳』だ。

　そう、俺は相川・セガール。

　元特とく殊しゆ部隊所属・元体操選手・元ＮＢＡプレイヤー・元紳しん士し・元宇宙人・元富士見・元提てい督とく──現在『髪かみ型がたはいつもオールバック』の男。

　そこからの俺は、最強の男だった。

　並みいる織戸をちぎっては投げちぎっては投げ──





『という　夢だった』

　部屋にいるよりもくつろげる我が家の居間には、三人の少女がいた。

　左手側に、鎧よろいをまとった銀ぎん髪ぱつの少女、ユー。なんの感情も感じさせない無表情で、スケッチブックを広げていた。

　そこには、オールバックの男がツンツン頭の眼鏡を叩き割るという絵が描えがかれている。

　ずっと黙だまって話を聞いていたが、これだけは言わざるを得ないだろう。

「俺の学校はどんだけ広いねん！」

　テーブルを囲って、俺の正面にはポニーテールのナイスバディ、セラ。真しん剣けんな表情で頷うなずきながら、じっと銀髪の少女を見ていた。

「それはそれは、さぞ気持ち悪い悪夢で大変だったでしょう。人の夢に出るなと、何度言えばわかるのですかね？　あなたが夢に現れた日は、体調が芳かんばしくありません」

　俺をナイフのような目で見ながら、ユーに心配の言葉を掛けていた。人の夢に出ない方法なんか知らねえよ。

「で、この天才美少女悪あく魔ま男だん爵しやく魔ま装そう少女であるところのハルナちゃんは、いつ颯さつ爽そうと登場するわけ？」

　右手側には、アホ毛がトレードマークの貧ひん乳にゆう娘むすめ、ハルナ。身長一四五センチメートルの幼児体型な少女は、アホ毛をピコピコさせながら、ユーが描いた紙かみ芝しば居いの続きを楽しみにしていた。

『ここで　目が覚めた』

　ある事情から声を出せないユーは、テーブルに置いたメモに文字を書く。

「はあっ？　あたしの超ちよう絶ぜつ格好いいアクションがないなんてどういうことだ！　もっかい夢を見直せよな！」

　納なつ得とくできないと暴れるハルナだったが、その小さなおっぱいは、揺ゆれることはなかった。

『巨きよ乳にゆう学園　だから』

「なあアユム、ちょっとこいつをぶっ飛ばす用に新幹線買ってきて。あんたより胸あるもん！　ハルナちゃんマジ巨乳だから！　インビシブル巨乳だから！」

「諦めろハルナ」

『歩あゆむのための　夢だから』

「そうか。だったら、一つだけ間ま違ちがってるかな」

　どういうこと？　と言いたげな瞳ひとみ。

　無表情のまま、ほんの少しだけ首を横に倒たおした。

「ユーの胸は、今ぐらいでちょうどいい」

「んなっ！　この変態！　トヨタ・エローラフィールダーがっ！」

　ハルナは顔を真っ赤に染めて俺の脳天にチョップをかます。

「気持ち悪い。脱だつ皮ぴしたての天使ぐらい気持ち悪いですね」

　セラはその日、俺の顔を見なくなった。

　ユーは……

『そう』

　少し、笑った気がした。

　エロくて騒さわがしい夢よりも、こういう、のんびりと罵ば倒とうされる今の方が楽しいね。



    

  
    
      

    

  
    
      　フリップで見せられたのは、ユーが以前スケッチブックに書いて紙芝居のように見せてくれた夢の内容だった。

「……このように、ユークリウッド・ヘルサイズ殿どのは危険な思想をお持ちであると言わざるを得ません。総理、そう思いませんか？」

　サラスは楽しそうな声でそう言った。

「夢の内容でしかないじゃないか。ユーのことはここにいるみんなが知ってるだろ？　危険はない。むしろ、微笑ほほえましい限りじゃないか」

　俺はすかさず反論する。

「ならば、ユークリウッド・ヘルサイズ殿にお聞きします。この夢のように、世界を改変することはありますか？　そして、それは可能ですか？」

「根暗マンサーくん」

　ハルナに呼ばれ、ユーはスピーチ台に上がり、すっとメモを見せる。

『可能　あり得なくは　ない』

　嘘うそのない、誠実な答えだった。

「そうなのです。彼女ほどの力があれば、可能なのです。──そして、その力は各方面から狙ねらわれている。それは総理、ご存じですね？」

　俺は奥歯を噛かみしめながら返す。

「……ああ、知ってる」

「それぞれのトップに世界の中心ユークリウッド。これらが一堂に会することで、本当に危険はないのでしょうか？　総理、お答え下さい」

　サラスの指し摘てきしたいこと、その意味がようやく分かった。

　三世界のトップを呼んで会議する。

　だが、これは三人だけの問題ではない。

　ユーはそれぞれの世界に匹ひつ敵てきするパワーを持ってるんだ。

　パワーバランスが均等であれば、交こう渉しようは上う手まくいくだろう。

　だが、誰だれかがユーを手に入れようとすれば？

　もし、パワーバランスが均等でなくなれば……

　即そく、戦争。

　そんな事態になりかねない。

　答えられない。

　俺は、本当に上手くまとめられるのか。

「総理っ！」「答えろーっ！」「さっきの言葉は嘘なのかーっ？」

　立ち上がらない俺に、ヤジが飛んでくる。

　そんな中、すっと立ち上がったのは、セラだった。

「議長」

　助け船が出た。

　俺の後ろに控ひかえていたポニーテールの少女が手を挙げてくれたのだ。

「セラフィムくん」

　議長の許しを得て、セラは発言権を得る。

「ヘルサイズ殿に何かあればどうする？　という質問ですね？　問題ありません。私が守ります」

　絶対的自信に満ちた表情だった。

　それは、バルチック艦かん隊たいよりも役に立つ。ネルソンとか東とう郷ごう平へい八はち郎ろうが指揮する戦せん艦かんレベルの助け船。

「なるほど。残念ながら、私の質疑時間はもう終わりですので──あなたについての質問は次の質疑者に任せたいと思います」

　次の……だと？

「それでは続きまして、ネグレリアくんより質疑の申し入れがあります。サラスバティくんの質疑時間内でこれを許します。ネグレリアくん」

　アンダーソン君に呼ばれて、ゆっくりと女性がスピーチ台のところへやってくる。

「ぎちょー。ふわぁ～」

　びしっとしたスーツに身を包んだ爆ばく乳にゆうのお姉さんがそこにいた。

　ネネさんまでかり出されたのか。

　最強の冥めい界かい人で、ユーの友人。

　彼女には、何をしても勝てる気がしない。

　もちろん、言い合いでも。

「冥界を代表して質疑させて貰もらうよ～。私は気が進まなかったんだけど、他ほかにいないらしくてくかー」

　寝ねたーっ！　居い眠ねむり議員じゃねえか！

「ネグレリアくん、質疑を始めて下さい」

　呆あきれた声でアンダーソン君が言う。まあ、アンダーソン君かネネさんのどっちが議長をやるかと言われれば、確かにアンダーソン君の方が適任だろうね。

「はっ！　寝てない寝てない。えーっと。あ、まず私は相あい沢ざわくんだっけ？　のサミットに賛成ね」

　良かった。全員が全員、反対って訳じゃないんだ。

「でも、さっきの誰だっけ？　サラがボディさんの懸け念ねんも分かる。そこで聞きたいのは、料理はどうすんの？　ってこと──どうぞ」

　料理……？　俺は突とつ然ぜんの話にぽかんと口を開けていた。

　ネネさんは右手をすっと前に出して、回答を求めたまま眠ってしまっている。

　料理……料理ね。

　確かに、会食するだろうけど、そんなこと考えてもなかったな。

　俺が困っていると、また助け船が出る。

「セラフィムくん」

「料理は、私が責任を持って担当させて頂きます。変なモノはお出しいたしません」

　さきほどまでの戦艦はどこへやら。

　今、助け船は、どこからどうみても泥どろ舟ぶねだった。

「んー、それが問題なんだよねー」

「話が分かりません。もう少し明確にお願いします」

「ネグレリアくん、質疑は簡潔にわかりやすくお願いします」

「彼女の料理って──不ま味ずいよね」

　ずがーん。

　その言葉は、稲いな妻ずまのように速く、そして、強かった。

　誰もが思っていながら、声に出さなかった一言。

　そこに踏ふみ込んだことに、吸血忍にん者じやたちはざわめいた。

　もし俺がそれを口にすれば、ハバネロを塗ぬりたくった手しゆ裏り剣けんで目をぶっすりと突つき刺さしてくるだろう。

　ネネさんほどの『最強』だからこそ出来る、質疑。

　しかし、セラは毅き然ぜんとした態度で返した。

「全く問題ありません」

　冷静。クールであることが、セラの最も強い部分だ。

「すごい自信だねー。何か、根こん拠きよがあるのかい？」



「私は、料理大会で優勝したことがありますので」



　その言葉に、半分近くの人間からざわめきが起こった。

　そのざわめきで、分かる。

　吸血忍者たちは、知っているのだ。

　セラの料理が殺人的であるということを。

　マズい料理は数あれど、この世界で最もマズい料理は彼女しか作れないだろう。

　だが、逆に俺は不思議だった。

　半分近くの人間しか、ざわめかなかったためだ。

　吸血忍者が半分しかいない。

　となると、ここには吸血忍者以外──ネネさんを始めとする冥界人も多数いることになるな。

「え？　ごめん聞いてなかった。なんて回答したの？」

　ネネさんは寝ていてセラのどや顔を見てなかったので、アンダーソン君に聞く。

「料理大会で優勝したことがあるので、問題ないと」

「あーはいはい。やっぱりそう来たかー。ほんじゃ議長、ここにその大会の資料があるんだけど。知らない人もいるみたいだし、ご紹しよう介かいさせて頂きますよー？」

　マズいな。

　用意されていたなんて。

　さっきのざわめきを見るに、吸血忍者たちはセラが優勝したことを知らなかった。

　つまり、吸血忍者が集めた資料じゃないな？

　確かに、サラスに指摘されるより、セラには効果的だろう。

　俺は説明を聞きながら、どう言い返そうか悩なやんでいた。



　　　　＊



　それは、一通のハガキで明らかになった。

　学校から帰ってきて、ポストをさりげなく調べた俺は、そのハガキを逸いち早はやく発見した。

「えー、なになに？」

　ハガキを見つけたときは、ついついこう言ってしまうのは何な故ぜだろう。

　この文明が発達した時代。見知った仲ならば、メールという方法を取るのが常じよう套とう手しゆ段だんだ。いや、ハガキもメールの一種なんだけどさ。

　そして、まだ年賀状には早い。

　突然のハガキともなれば、それが自分宛あてのモノじゃなくても、内容が気になっても仕方が無いだろう？

　読みながら、玄げん関かんの戸を開いて廊ろう下かを進む。

「えー、この度たび、クソ皆みな様さまの暑苦しいご愛あい顧この賜たまもので、第三二回、毒舌料理大会を開くことになりました。どうせゴミほどの生活に飽あき飽きしている頃ころでしょうから、来たければ来ればいいんじゃね？　……キリトリ線……　参加する。参加しない。死ぬ。のいずれかに○を付けてさっさと返して下さい。何なに卒とぞよろしくお願い致いたします」

　なんだこのハガキ。丁てい寧ねいなのか乱暴なのか。意味の分からない感じが今は流りゆう行こうなのだろうか。

　居間に怪け訝げんな顔を出しながら、今読んでいたハガキをヒラヒラと見せる。

「ってハガキが来てるぞ？　セラ」

　居間には居い候そうろう少女が三人。その中でも一番大人びたポニーテールの美女『セラ』宛に、このハガキは来ていたのだ。

「そうですか。あの料理大会の──」

　背筋をピンと伸のばして正座しているその姿はとても美しく、すらっとした長身に出るところは出ているモデル体型だ。ジーンズにカットソーがよく似合っていた。

　その正体は、吸血忍者という吸きゆう血けつ鬼きみたいな忍者みたいな──まあ、容姿が良い種族だ。

「料理大会？　何そのハルナちゃんに優勝賞品を軒のき並なみかっさらって欲しそうなの」

　居候の三人の中でも、一番鬱うつ陶とうしいアホ毛をピコピコさせた少女が楽しげに言う。

　彼女はハルナ。ヴィリエという魔ま法ほうの世界からやってきた天才だ。

　身長一四五センチメートルのちっこい体とガキ発想で埋うめ尽つくされた頭脳のどこに、どんな天才要素が含ふくまれているのだろうか。

　不明である。

　まあでも、こと料理に関して言えば、彼女は天才と言ってもいいだろう。

　卵焼き一つで戦争を根絶させることすら可能な気がする。

　トントン。机を二回叩たたく音。

『出るの？』

　居間にいるのはもう一人。鎧よろい姿すがたにガントレット。和室には最も似合わない格好の一つであろう服装をした、無口無表情の少女だった。

　彼女が俺をゾンビに変えたネクロマンサー様で、無口無表情には深い理由がある。

　深すぎるのでここでは触ふれないでおこうと思う。

　決して説明が面めん倒どうくさいとか、もう何度も聞いてるだろうなとかいう気持ちはないので悪あしからず。

　メモにボールペンで文字を書いて、机を二回トントンと鳴らすのが、彼女の発言方法さ。

「出ない訳にも、いかないでしょうね」

　やれやれ。とでも言わんばかりに目を瞑つぶって溜ため息いきを吐つく。セラさん、あなたそう言いながら、ごっつ出たいんでしょう？

　セラは料理をすることが唯ゆい一いつと言って良い趣しゆ味みなのだ。本人は「趣味は秘ひ剣けん、燕つばめ返がえしです」って言ってたが──

　はっ！

　セラがやっていたのは料理じゃなくて、秘剣、燕返しだったのか！

　すごく納なつ得とくの事実っ！　と思ってしまっても仕方が無いほど、彼女の料理は料理とは言えない。

　なんど殺されたことやら。すでに死んでゾンビだけど。

「なんであんたが出なきゃなんないの？　ゴミしか作れないのに」

　なんて考えていたところ、俺と同じように怪訝な表情を浮うかべていたハルナの、至し極ごく当然なこの質問に──



「前回優勝した手前、致し方ないでしょう」



　まるでバールのようなもので後頭部を強打されたような気分だった。

　ハルナも「なん……だと……？」と言いたげな表情のまま固まっている。

　優勝？

　セラが？

　料理で？

「んなアホな」

　と呟つぶやくのも、当然と言えよう。

　だが──

『セラは　嘘うそを吐かない』

　俺とハルナが「嘘だろ？」と口に出しそうだったところで、ユーが否定した。

　そうだ。セラは嘘を吐かない。

　でもどうやって？

　彼女が優勝できる料理大会なんか、あるはずがないのに……

　こりゃあ、面おも白しろくなって来やがったぜ！





　さて、参加を表明したハガキを送ったセラと、ついでに俺とハルナはキッチンに来ていた。

　大会に備えて、セラは何か創作料理でも作ろうという腹づもりなのだろう。

　ハルナはそれを監かん視しするために。

　俺はただ、爆ばく発はつしないように祈いのるため、ここにいるのだ。

　何が爆発するのか？　と問われれば……答えきれないね。

　世の中、どこの国とは言わないが、小川やおっぱいですら爆発することがあるんだ。

　セラがキッチンに足を踏み入れた時点で、ありとあらゆるものが兵器になると言っても過言ではない。

　ユーは興味が無いのか見たい番組があるのか、居間から出ようとはしなかった。

　さて、水み戸と黄こう門もんのテーマを鼻歌交じりに、カットソーにジーンズ姿の上からエプロンを着用した涎よだれモノの美女がフライパンを用意している。

　冷蔵庫から木工用ボンドを取り出したところで──

「で、何作んの？」

　それを白い目で見ていたアホ毛の少女ハルナが、椅い子すを傾かたむけながら話しかけていた。

「私は和食以外に作ったことがありません。そこで、幅はばを広げるため、イタリアンに挑ちよう戦せんしてみようと思うのです」

　お前の料理が和食だったことがびっくりだよ。と心の中で思っていたら、雑ざつ伎ぎ団だんのように傾けた椅子の上に立ったハルナが、かかしのように両手を広げてバランスをとりつつ、面倒くさそうな顔でアドバイス。

「ニンニクと鷹たかの爪つめをオリーブオイルで炒いためればー？」

　どうでも良さそうに投げやりな言い方で、適当なことを言うハルナ。

「それで、イタリア料理になるのですか？」

　セラには目から鱗うろこのアドバイスだったようだ。

　きょとんとした表情で、ボンドのキャップを開けている。

「極論を言えばそだなー。醤しよう油ゆとみりん使ってれば和風ってのと同じ感覚だな」

「なるほど」感心したのか、深く頷うなずくセラ。

　という会話に、ちょっと入ってみよう。……ボンドをセラからさりげなく取り上げて。

「じゃあ、パスタにしたらどうだ？　ナポリタンとか食べたいなー」

　笑え顔がおのまま発言すると、セラもハルナも凄すごく睨にらみ付けやがった。

「ふざけんなっ！　ナポリタンはイタリアンじゃないんだからなっ！」

　ナポリって言ってるのにーっ？

「そうですよ歩あゆむ。ナポリタンは和食です。イタリアから見れば、寿す司しをマヨネーズで食べるようなものです。これだから無知な男は嫌きらいです」

　そういうの知ってるくせに、なんでいつもドＳ料理が出来るんだろう。

「寿司にマヨネーズは美お味いしそうな気がするけどな。で、何を作るんだ？」

「んー、葉っぱの人でも出来そうなイタリア料理といえば──生ハムサラダぐらい？」

「どんだけ見くびってんだよ！」

　盛るだけじゃん！　切ったモノを載のせるだけじゃん！

「それは練習の必要も無さそうですね。サラダ対決が出れば、やってみましょう」

「じゃあ、パスタでいんじゃない」

　ハルナはどうでも良さそうな顔で呟いた。

「パスタと言われても、インパクトに欠けますね」

　まあ、セラでも出来そうな料理として提案したけど、たしかにありがちで誰だれでも作れるモノだからな。

「あ、じゃあさ。トンノパスタでどうよ？」

　俺の提案に、二人はきょとんとした目で俺を見ていた。

　あれ？　ハルナも知らない？　ちょっと優ゆう越えつ感に浸ひたっていると、ハルナがアホ毛をピコピコさせながら──

「トンノ？　マグロのパスタなの？」

　さすがは一応天才。トンノがマグロを意味していることは知っていたようだ。簡単に優越感に浸っていた自分が恥はずかしい。

「マグロっていうかシーチキンな」

「はん。なんだ、ただのシーチキンパスタか」

　一気にバカにしたように溜息混じりにハルナが言う。

「お前だったら何を作るんだよ？」

　少しむっとしながら投げかけると、ハルナは椅子をぶらぶらと危なっかしい角度で揺ゆらし、天てん井じようを見上げる。

「麺めん料理だったらそだなー。『山や羊ぎ怒いかりのパスタ、ジャッカルは死んだ風、お前も地じ獄ごくで和あえ』──がいいかな」

　確実にアクション超ちよう大作じゃねえか！　麺に何を施ほどこしたらそういうネーミング付けられるんだよ！　アサルトライフルなしでは語れねえよ！

「とにかく、トンノパスタとやらを教えて貰もらえますか？」

「えー？　そんな微び妙みような料理をー？　怒りのパスタじゃなくてー？」

　はい、かっちーん。かっちーん来ましたよ。かっちーん。

「よーし、ハルナにトンノパスタの美う味まさを教えてやろう」

　俺は材料を集めて野菜を切り、パスタを茹ゆで始めると同時にコンロの前へ立つ。

　オリーブオイルをちょろっと垂らし、火を点つける。

　ちっちっちっちっち……しゅぼ。

「まずオリーブオイルでニンニクと鷹の爪を炒めて」

「こら！　オリーブオイル温めてからニンニク入れんなよな！　これだから素人しろうとは」

　思わず顔を背そむけてしまうほどの怒ど号ごう。鬱陶しいわー。

「美味ければいいだろ」

「はあ？　そんな少ないオリーブオイルで、しかも強火スタートした時点でもう不ま味ずい料理をしてるって言ってんの！　そんなことくらい分かれよな！」

「ふむふむ。ニンニクは弱火で炒める──」

　セラさんがきっちりメモを取ってるー。もうハルナが教えればいいんじゃないかなと思いつつ、後には引けない俺はみじん切りにしたタマネギと乱切りにしたナスを投入。

「ほほう。ここでタマネギですか。てっきり、芳ほう香こう剤ざいを入れるタイミングかと思いましたが」

「そんな工程ないし材料も置いてねえよ。お前の香かおり付けはおかしい。……はい、ここでトマトを入れまーす。そして味の決め手である出だ汁しの素もとを入れて、塩とこしょうで味を調ととのえ──」

「はあ？　何入れてんのっ？　出汁の素はトマトに失礼だろ！　塩こしょうだけでも十分美味しいのに！」

　料理が出来る奴やつって、どうしてこう細かく指し摘てきするんだろう。ぎゃーぎゃーうるさいのが当社比二〇％増量中だ。

「お前は黙だまって見てろよ。──これで、トマトソースのできあがりだ。で、ここにシーチキンを」

「え？　ここで入れるのはプラスチックではないのですか？」

「トンノパスタだっていったじゃん！　何プラスチックパスタに変えてんだよ！　プラスチックと芳香剤で何を作るつもりだったんだよ！　その組み合わせが相あい見まみえた前例を知らねえよ！　しかもあと木工用ボンドが残ってただろ！　後ご詰づめも強力な布ふ陣じんだよっ！」

　なんて言いながら、水分を全部飛ばす勢いで炒め続ける。

　すると、ハルナがパンパン手を叩たたきだした。

「はいはい、今アルデンテ。てっきり堅かためのパスタにすると思ったけど、もう無理。今上げないと不味くなるかんな」

　え？　ハルナに言われてパスタを救出する。危ない危ない。すっかりパスタ茹でてるのを忘れてた。

　トマトソースにパスタを投入し、フライパンをあおる。

「地中海の香りがしてくるまで炒めて……」

　とか小ボケを挟はさみつつ──

「魚ぎよ介かいが一いつ切さい入ってないのに、なんで海の香りがすんの？　アユムはバカなの？　ていうか、なんで炒めてんの？　こんな簡単な麺料理も出来ないんだな。そんなんだからキモキモアユムって言われるんだ」

　シーチキンは魚介だと言いたい気持ちを抑おさえ、ハルナの流れるような小言をスルーしてる間に──

「はい、できあがり」

　皿にパスタをくるって捻ひねりつつ盛りつける。

「焼きそばが？」

「トンノパスタがだよ！　そこまで炒めてねえよ！　トマトの水気なめんな！」

　できあがったパスタを三人で試食。

「ふむ。ハルナが言うほど、不ま味ずくはありませんね」

　あれ？　セラが褒ほめてくれてる？　ちょっと、普ふ通つうに嬉うれしいんだけど。

　口を窄すぼめてパスタをすする美女。なんとエロいお姿であろうか。

「じゃあ、ちゃんとしたトンノパスタって奴をあたしが作ってやる！」

　たった一口だけ食べたハルナが、ぐるんぐるんと右みぎ腕うでを回す。

「えー、お前作れるのかよ」

　なおのこと、俺が作った意味がないじゃないかと思ったが──

「見てればだいたいわかるだろ！　あたしをなめんな！」

　なるほど、今見ていたから理解したんだな。

　まあ、ハルナの唯ゆい一いつ誇ほこれるものが料理だからな。

　天才ってのは、すぐに見たモノを分解し、それをより昇しよう華かさせて再構築できる。

　そういう意味では、俺が作った意味があるかと、少しほっとした。

　ほっとしたが……ここは、最初っから俺じゃなくハルナが教えるべきだったろうな。

　メモに細かく書き込んでいるセラに、小さく声を掛かける。

「あとはハルナに教わってくれ」

「あなたは、ハルナから教わらないのですか？」

「料理に正解なんかないからな」

　ちょっと斜はすに構えた返答に、トマトソースを作りながらハルナが蹴けりを繰くり出してきた。

「あるわボケぇ！　より美味いものが正解だ！　そんくらい分かれよな！」

　うぐぐ……言い返せない。

　美味ければ良いと思っていたが、より美味い方が良いのも当然だ。

「ハルナの言うとおりだな。すまんなセラ。無む駄だな時間を取らせてさ」

　セラは「いえ、参考になりました」と小さく笑った。

　料理が絡からんだ時のセラは、とても可愛かわいらしい女の子なのだ。

　俺はその美しい笑顔よりも、エプロンを押し上げるボインに目を奪うばわれていた。





　さて、そんなこんなで料理大会当日。

　まるでコロシアムのような円形の会場は、何百人という観客で埋うめ尽つくされていた。

「今年も開かい催さいされました！　『毒舌！　料理大会！』さあ、果たして今回はどんな料理が繰り出されるのでしょうか！」

　蝶ちようネクタイをつけた、まるでプロレスのレフェリーのような司会者は金きん髪ぱつの青年。俺と同じ学校に通っている『アンダーソン君』だった。

　司会者が居る場所には、山のように積まれた食材があった。野菜や肉、魚介などなど、ありとあらゆる食材がそこにあるだろうことは誰の目にも明らかだった的な。

　審しん査さ員席には、三人の男。

「審査員長はもちろんこの方。ドＳの道はＳ。日本が誇ほこる『三大ツンデレ』の一人、海うな原ばら先生」

　アンダーソン君に名前を呼ばれ、白髪しらが交まじりのオールバックをした強こわ面もてのおっさんが「うむ」と軽く会え釈しやくする。

「続いて、フランス界期待のドＭ、ピエール織おり戸と」

「ユーロシクネー」

　…………誰やねん。ツンツン頭にメガネと高い鼻が特とく徴ちようの、陽気なフランス人だった。

　えーっと、誰やねん。で合ってるはず。

　高い鼻は明らかに作り物で、フランス人風を装よそおっていることは確実だろうが、俺はこいつと知り合いでいたくない。

　なぜならば──

「最後に、ドＭ故ゆえに人間をやめたと言われている相あい川かわ歩」

　そう、俺は審査員席にいたのだ。ここに座っている今でも、どうして大だい抜ばつ擢てきされたのかわからない。

　海原先生とピエールさんは、恐おそらく前々から大会に出ている審査員だろう。

　しかし、司会者や出場者は、俺の知る顔ばかりだった。

「今回、チャンピオンに挑ちよう戦せんするのは二人の凄すご腕うで料理人！　さあて、チャンピオンは見事退けることが出来るのでしょうか！　優勝賞品は、伝説の厨ちゆう具ぐの一つ、『ハリケーンフードプロセッサー』です！　ダイヤモンドをも粉に変えるこのフードプロセッサーを手にするのは一体誰だれなのか！」

　こんなしょうもない大会に、すごい賞品が出てきやがったな。さすがに『ハリケーンミキサー』とは言えなかったか。

　ちょっと普通に欲ほしいんだけど。

　是ぜ非ひセラには優勝して頂きたい。

「早さつ速そく、第一回戦を始めます！　挑戦者、平ひら松まつ妙たえ子こ選手！」

　会場の中央に並んだ二つのキッチン。そこに女性が立っていた。

　一人は、ウチの居い候そうろう、セラフィム。ポニーテールとエプロンの上からでも十二分にわかる大きな胸が特徴だ。威い風ふう堂どう々どうと腕うでを組んでいる。

　それと対ついをなすように、清純な雰ふん囲い気きを持つお下さげ髪がみの少女がキッチンに立っていた。それはとても恥はずかしそうで、申し訳無さそうな顔で。

　彼女、平松妙子は俺と同じクラスの優等生だ。まさか一回戦の相手が平松とは──

　なんだこの『ドキっ！　知り合いだらけの料理大会』は。

　今にして思えば、俺が「セラが料理大会で優勝した」という内容を面おも白しろ半分でそこら中の知り合いにメールしてしまったのが悪かった。

　吸血忍にん者じやとか魔ま装そう少女とか冥めい界かい人がどうのこうのの権力を駆く使ししているに違ちがいない。

「一回戦のテーマは肉料理。それでは、スタートっ！」

　アンダーソン君の声に合わせて、平松がぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「よ……よろしくお願いします……」

「こちらこそ」軽い会釈で返したセラは、司会のアンダーソン君がいるところへ。

「さあて、注目はなんといっても前回、人見知りの『みしり』を、頭ず蓋がい骨こつを変形させる音で表現したことで優勝したセラフィム選手。どのようなドＳっぷりを発揮してくるのか。気になりますねぇ。海原さん」

　なんでそれが優勝の決め手になったのーっ！

「うむ。あの日から、あの感動が忘れられなんだわ。興奮のあまり裸はだかでブランコに乗ってしまってな」

　厳いかつい顔で何言ってるのーっ！　完全な変態じゃねえか！

「ミーも同じデース。裸でブランコまで完全に同じデース」

　お前も変態かーっ！　どういう大会なんだよ全く──

　アンダーソン君は笑え顔がおでゆっくりと頷うなずき、感かん銘めいを受けているように「あー」と相づちを打ってから──

「なるほど、つまり相川さんも裸ブランコ……」

「しねえよ！　なんで審査員全員が変態じゃないといけないんだよ！」

「オオ、もっと言ってくだサーイ。その負の感情がワレワレの糧かてとなるのデース」

「何そのラスボスみたいな台詞せりふ！　適当なＲＰＧのラスボスをドＭと同じ感覚にするの、やめたげてよ！」

「といってる間に、平松選手が妙みような動きをしてますねー」

　アンダーソン君に言われて、目を向ける。

　平松は何な故ぜか、炊すい飯はんジャーを開けていた。

　そして、少量のご飯を、合あい挽びき肉の入ったミキサーへ。

「ご飯をつなぎに使うつもりであろう」

　海原先生の言葉に納なつ得とくした。なるほど、平松の肉料理はハンバーグか。

　対して、セラは──魔女のように鍋なべでぐつぐつと何かを煮に込こんでいた。

「うふふふふ……うふふふふ……」

　不気味な笑いだ。小さく、恨うらみや呪のろいが籠こもっていそうな、魔女笑い。

　不思議と怖こわいという感情は湧わかなかった。

　むしろ、楽しそうだ。

　それにしても、何を煮込んでいるのだろう。……肉鍋？

　何やら嫌いやな予感がしていたが、そうこうしている内に料理はできあがり、試食のとき。

「はい、平松さん。一言罵ののしりをどうぞ」

　アンダーソン君に突とつ然ぜんマイクを向けられて、平松はあたふたと慌あわて、きょろきょろと辺りを見回す。

「へ？　罵り……ですか？」

「はい。罵りです。この豚ぶた野や郎ろうとか」

「へ？　……ええええ！　……ど、どうすれば……いいのかな」

　ちらり、俺に助けを求めるような視線を送る。

　ごめんよ、平松。俺には何も掛けられる言葉がない。

「とにかくほら、豚野郎って。ほら」

　アンダーソン君。イケメンじゃなかったらただの変態になってるよ！

　普ふ段だん見ることの出来ない、鼻息の荒あらいアンダーソン君。

　彼は爽さわやかな好青年だが、健全な男子高校生としての心もちゃんと持っているのだ。

「こ……この……ブタ野郎」

　顔を真っ赤に染めて、小さく言う平松。

　両手を頬ほおに当て、死んでしまいたいほどの恥じらいを見せている。

　厳しい表情のまま固まっていた海原先生は──ほっこり。

　そうだよね！　微び笑しようを浮うかべるよね！　微笑ほほえましいものね！

　ぼけーっとセラを眺ながめていたピエールは──ほっこり。

　やっぱりそうだよね！　この微笑ましさは国境を越こえるよね！

　なんて小芝しば居いを挟はさんでいる間に、平松の料理が運ばれてくる。

　チーズとトマトの香かおり。これは、イタリアンハンバーグか。

「イタリアでは、ライスをチュナギにすることもあると聞いたことがありますデース」

　ほほう。ピエールの言葉に、初めて感心した。

　さすが平松だ。堅けん実じつで冒ぼう険けんをしないところに好意が持てる。

　どれどれ──ん。文句なしに美う味まい。

「どう？　……相川くん……」

　平松は心配そうに俺を上うわ目め遣づかいで見ていた。さっきの恥はじをかき消したいのか、肩かたを竦すくめて少しでも小さくなろうとしている。

「美味い。平松は良いお嫁よめさんになれるな」

　そんな平松の緊きん張ちようをほぐしてやりたくて、俺は笑顔を向けた。

「そんな……そんなこと……ないよ」

　ぽっと赤くなった顔をさらに赤らめる平松の様子に、ピエールも海原先生も思わず笑顔を浮かべ、服を脱ぬごうと──

「興奮するの、やめてくれません？」

　俺の言葉に、我に返ったのか、二人は脱ごうとした服を正した。

　危あやうく、裸ブランコだったわ。

　次に料理が運ばれてきたのだが、俺はそれを料理と呼びたくはなかった。

　目の前には、ぐつぐつとマグマの如ごとく煮えたぎる鍋。

「続いてチャンピオン、セラフィムさん。一言どうぞ」

「この、埃ほこりまみれのバスタオルが……一口食したら消えて下さい」

　体を拭ふく前にちょっと臭くさくてごっつブルーになるって言われたーっ！

　これには海原先生も怒おこるんじゃ──おおっと、魔女の宅急便でウルスラさんが「いいね。あたしそういうの好きよ」って言ったときみたいな表情を浮かべてるーっ！

　ピエールもまさか──おおっと、牛ぎゆう丼どんを食べているときのキン肉マンぐらい笑顔を見せているーっ！

「で、これのどこが肉料理な訳？」

　俺は冷静に、鍋を指さした。

　見たところ、この鍋には具が一いつ切さい入っていない。

　すると、皿に団子が用意された。三つ並んで団子、団子。

　そしてその団子に、鍋から掬すくい取られた紫むらさき色いろの液体がしゃばーっと。

「憎にくたらし団子です」

「何ちょっとみたらし団子みたいに言ってんの！　肉じゃなくて憎い料理作っちゃったのか。まさか、テーマが憎料理だったとはな」

　言ってても先に進まないので、俺は憎たらし団子を一口。

　…………苦にげえ。

　なんだこの苦さは。リカちゃん人形の靴くつぐらい苦いぞ。子供が飲み込まないように、あえて苦く作られているぐらい苦いってことだぞ！

　苦虫を噛かみ潰つぶしたことはないけども、きっと同じ味がするはずだと確信できる苦さ。

「甘さ控ひかえめです」

　控えめすぎるよ！　先の副将軍に印いん籠ろうを見せられた時ぐらい控えてるよ！

　ギャルが「甘さ控えめで美お味いしい～」ってのはスイーツの話で、肉料理は基本的に「甘みがあって美味しい～」だろ！

　まあ、これは肉料理じゃなくて憎料理だから仕方ないんだろうけどもっ！

「では、審しん査さをお願いします。本大会では『鬼き畜ちく度』『興奮度』『独創性』がそれぞれ三〇点『味』が一〇点の計一〇〇点満点で審査されます」

　味の点数低すぎんだろ！　何の大会だよ！

　なんて野暮なことも言えず、黙もく々もくと点数を付ける。

　俺は味の部分を重点的に考えて得点を付けようと心に決めた。

　平松の得点──海原、三六点。ピエール、六○点。俺、九五点。

　セラの得点──海原、九二点。ピエール、一〇〇点。俺、七五点。

　勝者──セラ。

　なんだけど、なんだか腑ふに落ちない。

　海原先生とピエールが、俺の顔をまじまじと見つめている。

　え？　マジでその点数？　とでも言わんばかりだ。

　俺の台詞だよ！　特に織戸！　セラの料理のどこが一〇〇点なんだよ！　鬼畜度は高いけども！　味は確実に〇点だろっ！

　あ、織戸って言ってしまった。ピエールなピエール。あんな奴やつ知り合いでもなんでもないわ。

「審査委員長の海原先生、一言どうぞ」

　審査員席へとやってきたアンダーソン君にマイクを向けられて、海原先生はぐっと腕うでを組む。

「ブタ野郎には正直興奮したが、鬼畜さが足らなんだな」

「いや、ハンバーグも美味かったろ？」

　ツッコミを入れると、海原先生はかっかっかっかっと軽快に笑い飛ばす。

「ワシに美味いと言わせられる料理人は一人もおらんよ」

　そう、端はなっから料理を審査するつもりなどなかったのだ。

「ピエールさんはいかがですか？」

「アイが籠もっていて、とてもとてーも美味しくなかったデース」

「なんでだよ。愛に勝まさる調味料はないと俺は思うね」

「俺への愛は籠もってなかったからだよっ！　むしろ隠かくし味にしてよっ！　どうせ相川への愛情が籠もってるにすぎないんだよ────っ！」

　おお、フランス人設定を忘れるほどに罵ば倒とうされた。

「なんか、すまん」

「はい、という訳でしてねー。最後に平松妙子選手から一言頂きましょう」

　アンダーソン君は冷静に締しめて、平松のところへと歩いて行く。

「えっ……と……その……た、楽しかったです……ありがとうございました」

　ぺこりと深く頭を下げて、小走りで会場から逃にげるように去って行く。

　終始、恥はずかしかったんだろうな。

　とまあ、なんやかんやありまして、第二回戦。

「第二回戦は、戦場料理人カメラマンことハルナ選手の登場です」

　二回戦でもう最終戦の趣おもむきを感じさせるだと！

　Ｃが噴ふん射しやされて、その向こうからずいっと現れたアホ毛の少女に、惜おしみない拍はく手しゆが送られる。

「にゃははは！　ハルナちゃんが出れば、葉っぱの人が如い何か様ような手を使おうがここで終わりだ！」

『助手席からギアチェン』と書かれたエプロン姿のハルナが、偉えらそうに手を腰こしに当てていた。

　事故るわっ！　突然助手席の奴がギアチェンジしてきたら事故るわっ！

「第二回戦のテーマは椀わん物です。それではスタート！」

　セラとハルナ。両者一いつ斉せいに無言のまま食材を取りに行く。

　どんな料理を作るのか──注目すべきはハルナだろう。

　何を取ったのかは、ここからじゃあ見えないが、キッチンに戻もどってきたハルナは自信たっぷりの表情で作業に入る。

　鰹かつお節ぶしと昆こん布ぶで出だ汁しを取る手て際ぎわの良さはさすがの一言。

　具材はわかめと豆とう腐ふ。なるほど、和風の──ってこれまさか……

「おや、ハルナ選手何かを入れましたよ？」

　味み噌そだね。

「海原さん。これは何を作ってるんでしょうね」

　味噌汁しるじゃね？

「分からぬ。ワシの目をもってしても」

「味噌汁だよ！　なんで知らないんだよ！　何その『え？　ほんとに？』みたいな真ん丸い目っ！　出汁＋味噌はその時点で味噌汁だよ！」

　一方、セラは──溶よう接せつ面をつけていた。

「ハルナ選手が豆腐を切り始めましたね。全く予想できない展開です！　今後が気になりますねー」

　セラの方には一切気にする様子はないーっ！　気になる行動してるって！　今料理以外の行動をしてるんだって！

「はい、終しゆう了りよう！　それではまず挑ちよう戦せん者、ハルナさんの料理から。一言どうぞ」

「お前も具にしてやろうか！」

　ドＭ二人は、その言葉に対して──微び動どうだにしない。どうやら、ハルナの言葉はＭ心に響ひびかないようだ。

　だが、運ばれてきたハルナの味噌汁は、黄金の輝かがやきを見せていた。見るからに美味そうだ。

　俺たち審査員三人は、ずずっと一斉に味噌汁をすする。

「あ、美味っ……ごほんごほん」

　海原先生、今完全に「美味っ！」って言ったよな？　さっき美味いと言わせられる料理人うんぬん言ってたはずだよな？

「ママン……」

　ピエールさんは故郷を思い出してるーっ！　お前フランス人じゃなかったのかよ！　なんで味噌汁が母の味なんだよ！

　だが、これは高得点が期待できそうだ。

「なかなか好評のようですが、果たしてチャンピオンは勝ち抜ぬけるのかーっ！　それではチャンピオン、一言どうぞ」

「──うだうだ五う月る蠅さいです。このイカの皮！」

　海原先生、この発言にも恍こう惚こつの表情だーっ！　でもＭじゃないアンダーソン君は少し凹へこんでるーっ！

　下ネタか？　下ネタなのかーっ！　イカ臭い皮が被かぶっているとでも言いたいのかーっ！

　そして運ばれてきた料理は──しじみのお吸い物。

　え？　本当にこれをセラが作ったの？

　と疑ってしまうほどに、ごく普ふ通つうのお吸い物だった。

　ニオイも、すーっと鼻び腔こうをくすぐる良い感じ。

　セラにしては珍めずらしい、『食べられる』物。

　さっそく箸はしでしじみの身をほじくろうとした俺だったが、すぐに手が止まった。

　このしじみ……ただの一つも口を開けていない。

「こ、これは！」「溶接されてマース！」

　お、鬼畜っ！　これは鬼畜の仕し業わざだ！　ただでさえ取りづらいしじみの身を、完全にシャットアウト！

　さらに、なんとかこじ開けようとすると──

　ボンっ！　という破は裂れつ音。

　いや、それはバキュンっ！　と表現すべきだったかもしれない。

　口が開いたと思ったら、しじみの身が弾だん丸がんのように襲おそいかかってきたのだ。

　ピエールも海原先生も咄とつ嗟さに避よけたが、背後の壁かべには弾だん痕こんが。

　壁に穴開いとるでー。

　三人は同時に箸を置いた。

　ハルナの得点──海原、六○点。ピエール、六○点。俺、八五点。

　セラの得点──海原、九○点。ピエール、一〇〇点。俺、二○点。

　勝者──セラ！　僅きん差さで勝利を手にしたセラは、ほっと一息。

　やはり、ただの料理対決ではなく毒舌料理対決ならば、セラに分があるというのか！

「なんであたしの点数がそんなに低いんだ！　一万倍はあるだろ！」

「すまんハルナ。味は一〇〇点だったんだが、やっぱり鬼畜度分引いてしまった」

「アユムのゴミっ！　クズっ！　ナスっ！」

　食器や調理器具を投げつけてくるハルナ。包丁はやめなさい包丁は。

「これを採点前に出していればと悔くやまれますね」

「うむ」

　審査員二人は、残念そうな顔で俺から距きよ離りを取っていた。

　対岸の火事って奴だな。隣となりの空の下で起こった事件なんて、みんな関心を持たないものさ。これが、平和ボケって奴か。

「勝者！　チャンピオンセラフィムさん！　これで今回もチャンピオンの座は──」

　アンダーソン君の宣言に、セラが両手を突つき上げたときだった。

「ちょっと待て」

　美しい女性の声。

　それは、観客席から聞こえていた。

　全すべての視線が集中するそこにいたのは──　まるで八〇年代アイドルのようなふりふり衣い装しように身を包んだ、長い黒くろ髪かみの少女だった。

「あーっと！　突とつ如じよ登場したのは──」

　がたん。と席を立つ審査員長海原先生が、驚きよう愕がくの面おも持もちをする。

「彼女は……第一回大会優勝者！　シャリの代わりにワサビを使うというシンプルかつ大だい胆たんな料理で度ど肝ぎもを抜いた……伝説のチャンピオンだ！」

「それほど鬼き畜ちくって感じはしないけどな」

　という俺の感想に、ピエールは首を横に振ふる。

「ばら寿ず司しだったんだよ」

　なん……だと……？　じゃあ鬼畜だわ。おひつの八割以上がワサビなんだからな。

　悠ゆう然ぜんとアルプススタンドの間、階段を降りてくるその表情は、自信に満ちあふれていた。

　彼女の名前はサラスバティ。セラと同じ吸血忍にん者じやで、セラの直接の上司に当たる人物だ。

　そして何より──セラに勝まさるとも劣おとらない鬼畜さを持っている人物だ。

「クズダーリンが審しん査さ員をするというのであれば、貴様にチャンピオンの座は譲ゆずれん」

　そして、何な故ぜか俺を気に入っているという変な奴だった。

　キッチンの前に立つサラスを見て、セラはやれやれと首を振る。ポニーテールがふぁさっと揺ゆれた。

「伝説のチャンピオンと現チャンピオン！　ここに頂上対決が実現致いたしました！　私、興奮して蝶ちようネクタイが曲がってしまいました！」

　などというアンダーソン君の言葉を無視したのは俺だけじゃなかった。

「サラス……あなたはどこにでも現れますね」

「それが忍者というものだ」

　笑い合う二人。その後ろに燃えたぎる炎ほのおが俺には見えていた。

「では、お題は『粉物』で、スタート！」

　食材を取りに行く二人。長い黒髪が二つ、闘とう志しによって揺れていた。

　サラスは、山やま芋いも？　妙みような食材を選んだな。

　セラは、トマトと──シーチキン。あいつ、出すつもりなんだな。トンノパスタを。

　確かに、パスタも粉物の中に含ふくまれるっちゃあ含まれる。

　キッチンへと帰ってきたセラは、フライパンにオリーブオイルを入れ、火を点つける。

　ニンニクと鷹たかの爪つめを炒いため──っておい！　それはハルナに怒おこられただろ！　ニンニクは火を点ける前に入れろって。しかも強火だし。

　そこにトマトとシーチキン。さらにパスタも入れて出汁の素もとで味を調ととのえ──『炒め』ていく。

　一方サラスは、鉄板を温めたまま、何もせずに突っ立っていた。

「海原さん。挑戦者は何をしているのでしょうか？」

「……うむ。あの鉄板の熱さ調節を見るに、肌はだに押しつけるのであろうな」

　この人はホント、Ｍの方面ではすごい人なんだろうと思わせる、納なつ得とくの解説だった。

　セラは焼きそばかよ！　とツッコミが入りそうなぐらいにパスタを炒め、調理時間は終了した。

「ではまず、挑戦者サラスさんの料理から。一言どうぞ！」

　といっても、目の前にあるのはお好み焼きのタネだけ。傍はたから見れば、ペンキか何かと勘かん違ちがいしてしまいそうだな。

「これはダーリンの分、そしてこれは──ダーリンの分だーっ！」

　サラスは自らの手でお好み焼きのタネが入っているボウルを手に取ると、ハケで海原先生とピエールの顔に塗ぬりたくっていく。

　俺の分はいらねえよ！

　と思っていたのに、まるで青空の描えがかれたキャンバスに雲を描くような爽さわやかな笑え顔がおで俺の顔に白い山芋とかキャベツとか小麦粉とか桜エビとか──じゅー。

　熱あっっっっっっっっっっっっっっっつい！

　俺の気など知らず、サラスはほどよく熱せられた鉄板を俺の頬ほおに当てていたのだ。

　即そく席せきもんじゃ焼き。

　それは正にほっぺが落ちる料理だった。

　マジで、ほっぺが落ちそうになる料理だったのだ。

「焼けるまで少々時間が掛かかるのでな。そのまま押さえていろ。マイ焼きダーリン」

　嘘うそーん。セルフ拷ごう問もんなんすか。

　焼きダーリンってなんやねん。生ダーリンでいたいわ。

「結構です」と一言返して、鉄板を引きはがし、おしぼりで顔を拭ふく。

「さあ、未み曾ぞ有うのとてつもない料理に対し、チャンピオンはどう立ち向かうのか？　一言お願いします！」

「──さっきからあなた方は気持ち悪いです」

　ちょ、直球を投げてきたーっ！　アロルディス・チャップマンばりの一七〇キロ剛ごう速そつ球きゆうでストライクゾーンを攻せめてきたーっ！

　これはどうなんだ？　工く夫ふうを凝こらしていない罵ののしりを海原先生は評価するのか？

「はい……ごめんなさい」お喜びの表情だーっ！　舞まい妓こさんと遊んでいるときでもこれほど嬉うれしそうな表情は見せないだろう。

「ヨダレが止まりませーん」

　料理を一いつ切さい見ていないにも拘かかわらず牛ぐらいヨダレが垂れてるーっ！　このエセフランス人汚きたないっ！　普通に汚いっ！

　それを横目に見ながら、トンノパスタをフォークでくるくる巻き付けて口に運ぶ。

　んー。食べ慣れた俺の味だ。うん。不ま味ずくはない。うん。

「アレぇ？　アレぇ？」

　ピエールが食べ進めるが、首を捻ひねり続けていた。

　海原先生は、むっとした表情のまま目を閉じ、パスタを口に運んでいた。

　そして、結果発表──

　サラス──海原、八七点。ピエール、一〇〇点。俺、二点。

　セラ──海原、三二点。ピエール、三五点。俺、八五点。

　勝者は──

「挑ちよう戦せん者！　サラスバティ選手の勝利です！　ここに来て、まさかの第一回チャンピオンが返り咲ざきっ！　なんという波乱の展開でしょうかっ！」

　止やまない歓かん声せいの中……伝説の厨ちゆう具ぐ、ハリケーンミキサー……じゃなかったハリケーンフードプロセッサーを天高く掲かかげるサラス。

　それを見つめるセラの表情は、楽しげなモノだった。

　その表情がとても印象的だったんで、帰り道に聞いてみた。

「なんで、負けたのに笑ってたんだ？」

　すると、セラは少し恥はずかしそうな表情を見せた。

「最後の料理、皆みんなが完食していたからですよ」

　そうか。そう言えば確かに、ピエールも海原先生もトンノパスタを食べていた。

　それまでのセラの料理は、一口だけしか口にしていなかったのに。

　セラは、それだけで嬉しかったんだ。勝負とかそんなモノの前に、料理を食べて貰もらえたことが。

「あともう一つ疑問がある。なんで俺の作り方でやったんだ？　お前、ハルナにちゃんとした作り方教わってただろ」

　ここはどうしても分からなかった。

　あのあと、ハルナのちゃんとした激うまトンノパスタを食べたはずだし、それをしっかりメモに残していたはずだ。

　それなのに、どうして──

「料理に正解はない。あなたはそう言っていましたね」

「ああ。でも──より美う味まいモノが正解だってハルナに怒られたな」

「あのときのあなたの台詞せりふは、私の考え、私の目指していたモノと一いつ致ちしていたのですよ。料理は確かにやり方が決まっている。しかしながら、新しいやり方は存在するのです。それは、剣けん術じゆつと同じように──」

「でもさ、ハルナの料理法をメモってたし、実際俺のよりハルナのトンノパスタの方が美味かっただろうしそれに──」

　セラは俺の言葉を遮さえぎるように、細くて長い人差し指を俺の唇くちびるに乗せる。



「ただ、あなたの料理を作りたかった。──それでは、いけませんか？」



　その時のセラは、きっと料理を食べて貰ったことによる嬉しさの余よ韻いんからか、とても爽やかな笑顔をしていた。

「いや。……嬉しいさ」

　そんなセラの笑顔を見て、俺は一つ、確信したことがあった。

　やっぱり、これだけは言えるね。

　俺は、Ｍじゃない──と。



    

  
    
      

    

  
    
      　あくび混じりと途と中ちゆう何度も寝ねてしまうこともあったが、なんとなくその全容を理解することが出来た。

「ふわあああ～。はい、という訳なんだけどさ。いやあ、私もこの話初めて聞いたけど、こんな料理出されたら、さすがのデューヴァイスも怒おこって帰ると思うな。個人的には面おも白しろいけど」

　眠ねむそうな顔で、ケラケラと笑い飛ばす。

　ネネさんは矢や面おもてに立たされた訳だが、別に俺たちを非難するつもりはなさそうだ。内容も今知ったようだし、それがどうしたと言わんばかり。

　その空気を察した周りから、ヤジが飛ぶ。

「料理じゃなくて兵器じゃないか」「そんなことで交こう渉しようになるのか」「料理一つで運命が変わることもあるんだぞ」「山やま岡おか士し郎ろうを呼べよ」

　そんな言葉の嵐あらしの中、俺がスピーチ台に立つ。

「確かに、セラの料理には問題があるかも知れない。だが、その資料にもあるように、俺やハルナが補うことで、ちゃんとした料理になる。それにそもそも、セラを厨ちゆう房ぼうに立たせる気はない」

　うるさかったヤジが少し収まった。

　その代わり、背後からヤジが飛んでくる。

「このクソ虫が。スクランブル交差点で、四方八方から車に轢ひかれてくれませんか」

　唇が不ふ機き嫌げんだーっ！

　与よ党とう側からヤジを飛ばすなよっ！

「多分、この件で問題なのは、舌の肥えている宮きゆう廷ていの奴やつらが、庶しよ民みんの料理とかで満足するのかーって言いたいんじゃないかな。この資料出してきたってことは」

　そこまで言ったネネさんは、資料をぽいっと投げ捨てる。

「確かに、ご指し摘てきの通りだと思います。料理を何にするか、協議したいと思います」

　くやしいが、ここはこう返すしかない。

　この時点で、やっぱり問題があったと認めることとなってしまった。

　やっぱり、ネネさんには勝てないな。

「素す直なおでよろしい。……まあ、私はもういいや。頑がん張ばってね。少年」

　とりあえず仕事はこなした。と言いたげにウインク一つを残し、ネネさんは席に戻もどる。

「これで、サラスバティくんの質疑時間は終わりましたので、次の質疑者に移ります。メイル・シュトロームくん」

　代わりにスピーチ台へ来たのは、アホの代名詞をハルナと取り合う吸血忍にん者じや、友ゆ紀きだった。

「おっす！　吉よし田だですぜ！」

　そこ、語ご尾びに『ぜ』いらないだろ。

　アホの友紀は、何な故ぜか俺たちが立つはずのスピーチ台に立ち、五〇〇人ほどいる人たちへ向かって言う。

「オレはバカだからみんなが何言ってんのかよくわかんねえけど、相あい川かわがやることに間ま違ちがいはないと思うぜ！」

　ブーイングの嵐。

　そりゃあそうだろう。サラスがそうだったように、吸血忍者は全体が今回の三世界会議に反対なはず。

　友紀一人でも賛成なんて言い出したら、党内不ふ一いつ致ち。ダブルスタンダード。まとめる力がない組織とレッテルを貼はられてしまう。

「で、オレは相川の嫁よめとして、相川の良いところをみんなに言ってやりてえんだけど……なんかあったかなって悩なやんでて、で、相談したんだ」

　オーバーアクションで手を差し伸のべる友紀。たゆんと胸が揺ゆれる。

「平ひら松まつ参考人」

　議長のアンダーソン君に言われて、一人の少女が立ち上がる。

「はい……議長……」

　少女は、少し緊きん張ちようしているようだった。

　お下さげ髪がみの少女だった。肩かた身みが狭せまいのか、目が泳いでいる。

　無理もない。

　こんな、見知らぬ大人たちに囲まれて、注目を浴びている状態から何か発言しろなんて、奥手な平松に出来ようもない。

　だけど、平松は勇気を振ふり絞しぼる。

「相川くんのために……私……お話をしたいと思います」

　その目は、とても澄すんでいた。



　　　　＊



　残暑もすっかり鳴りを潜ひそめ、涼すずしくなってきた九月の下げ旬じゆん。

　俺はある意味ペアルックで、女の子と並んで立っていた。

　涎よだれが垂れそうなほどに口を開け、力なく肩が落ち、左右に揺れながら、それでも俺は立っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　……相川くん」

　隣となりにいるのはお下げ髪の可愛かわいらしい少女だ。

　その可か憐れんな黒髪も、手を前で組む仕草も、口から発せられる大人しい声も、全すべて清せい楚そ。

　大和やまと撫子なでしこは滅ほろんでいなかったと、しみじみ思わせる奥手な少女。それが彼女、平松妙たえ子こだった。

　日の丸カラーを彷ほう彿ふつとさせる、体操着の白さもブルマの赤さもよく似合っていた。

　もはや揺らぐことのない学年トップの成績と、百人一首全国大会優勝という実績を持っている。

　その大人しいキャラが受けているのか、うちのクラスでも人気が高い。

　そんな平松に心配されている俺は、まるで蘇よみがえったばかりのゾンビのように、ふらふらと体を揺らし、今にも倒たおれそうだった。

　熱ねつ中ちゆう症しようというわけではない。とある理由から、俺は直射日光という奴に弱くなってしまったんだ。

　いつも体育の時にはぶっ倒れて保健室行きになる。

　だから、こうして陽ひの下に突つっ立っているのが心配なのだろう。

　しかし──

「ああ、今日ぐらいは、頑張るさ」

　そう、今日は特別な日。

「そう……無理は……しないでね」

　心配そうに、でもそれを悟さとられないようにうっすらと笑えみを浮うかべる優やさしい平松。いつも俺に向けてくれる笑顔で、それ一つで幸せな気持ちになれるんだ。

　今日は──体育祭。

　十月には文化祭があり、その準備も全然終わっていないってのに、こんなイベントを強制的にさせられる。

　学生の秋ってのは、波乱に満ちているんだ。

　広いグラウンドに、全校生徒がジャージ姿のまま整列している。まあ、中には下だけジャージだったり上だけジャージだったり、普ふ通つうに体操着だけだったりするのだが、だからこそ、冒ぼう頭とうで『ある意味ペアルック』と言わせてもらったのだが。

「それでは、選手宣せん誓せい──生徒代表、星ほし川かわ綺き羅ら々ら」

「はい」

　先生に呼ばれ、長い黒髪の学園のアイドルというか、みんなのアイドルというか、吸血忍者の部隊長というか、まあ、そんな絶世の美女がブルマに包まれたお尻しりをみんなに見せつけながら、朝礼台に上がる。

　体操着とブルマでジャージを着ていないのは平松と同じだな。

　マイクの高さを調節するのは慣れたモノ。

　まあ、あいつはプライベートでもアイドルをやってるからな。星川綺羅々と名乗ってはいるが、本名はサラスバティというどこぞの女め神がみみたいな名前だ。世を忍しのぶ仮の姿が必要な、奇き妙みような人間なんだよ。あいつは。

　まあ、そんなサラスは右手を挙げ、まるでマフィアのドンみたいな威い圧あつ的な声で宣誓する。

「宣誓っ！　我々は、スポーツマンヒップにうっとり！」

　何そのボキャブラ天国みたいなの！

　やめてーっ！　俺の顔をマジマジと見つめながら言わないでーっ！

　その言葉が本気なのではないかと錯さつ覚かくしてしまうほどに、うっとりしてやがった。

　あいつは、どうやら俺の尻に惚ほれているらしい。

　もう一度言っておこう。俺の『尻』に惚れているらしい。

　さっと尻を手でガードしてしまったのを見たサラスは、ふっと小さく笑う。

「正々堂々、戦うことを誓ちかいますっ！　選手代表──星川綺羅々」

　嘘うそ吐つけ！　お前忍者だろ！　任務遂すい行こうのためなら、どんな汚きたない手段でも使って戦う種族だろ！

　あ、ダメだ。興奮するとより早く倒れてしまいそう。

　早く終わらないかな。

　サラスと入れ替かわりに、教頭先生が朝礼台に上がる。

「えー、教頭です！　えー、本日は、えー、グッパで赤白を決めたいと思います！　えーはい、みんな手を挙げてーっ！」

　なんなのこの教頭。ごっつテンション高いやん。体育祭、好きなんだろうな。っていうか──

　グッパて！　小学生かっ！　なんて思っていたけど、ちょっと楽しそうだったのとみんな空気を読んでいたので、手を挙げる。

　そうして、二つに分かれたのだが、当然数の比率が半々にならず、結果として何十回とグッパをする羽目になった。

　こんな重要な事を当日まで秘密にするなんて、時間の都合を考えようよ。

　早く……終わらないかな。

「えー、いいかお前ら！　えー、今日は、えー、全種目、えー、全員参加して貰もらおうと思うっ！　熱い戦いをっ！」

　教頭ウザい。

　赤と白なんて二チームで、全種目に全員参加して貰おうとしたら、膨ぼう大だいな時間がかかると思うが──なんて、意識が朦もう朧ろうとしながら突っ込んでいたら──

「えー、なので今日は──全種目を『騎き馬ば戦せん』でやって貰うことと相成った！　えー、みんなのガッツ、見せてくれっ！」

　教頭暑苦しい。

　太陽よりも暑いモノがあるとすれば──それは人の心だ。

　全種目騎馬戦。

　太陽の下にいた俺にはまだ、その言葉がわからなくて──





　日ひ陰かげでエネルギーを蓄たくわえた俺は、最初の種目、一〇〇メートル走（騎馬）の第五レースに参加することになった。

　三人で三角形を作るようにして騎馬を作り、一人がその上に乗り、騎手となる。この騎手が地面に落ちた時点で失格。という騎馬戦のルールを取り入れた、一〇〇メートル走ということらしい。

　……バカじゃねえの。というのが俺の感想だったが、意外にみんな乗り気だったので、空気的にそんなことが言えなかった。

　そういうときって、ありますよねー。

　何も言えないまま、異様な一〇〇メートル走の第一レースが始まった。

「位置についてー。よーい」

　騎馬、騎馬、騎馬、騎馬。

　ずらりと並んだ四人一組。女子だけと男子だけにすると、力の差が生まれてしまうため、小学校以来、久しぶりに混合で騎馬を組んでいるのを見た気がする。

　体育教師がスターターピストルを鳴らし、各馬一いつ斉せいにスタート。

　………………おせえ。

　二に人にん三さん脚きやくほどではないが、全力で走ることなんか出来ないので、のろのろと走っていた。

　これは──なるほど、スポーツ万ばん能のうの人間とか、あいつが速いとかといった前評判が一気にひっくり返るな。

　日常生活に於おいて、騎馬を組むなんてことはほとんどないし、自主練のしようもない。

　クラスで一番速い奴やつが最下位になることだって、全然有り得る事態だろう。

　普通に一対一では絶対に勝てないはずの番ばん狂くるわせがあったりして、──とうとう俺たちの番がやってきた。

「頑がん張ばろうね……相川くん」

　ガッツポーズを見せる平松。俺と平松は赤組で、サラスなどと言った学校で交流のある人間はみんな白組になってしまった。

　そのせいで名前もいまいち覚えていないクラスメイト男子二人と手を繋つないで騎馬を作り、軽い平松を騎手に据すえる。

　未いまだに日光のせいでふらふらだったので、俺は正面ではなく右後ろ。

　正面の男子は──出席番号が三番だということしか知らないな。左後ろを担当する男子が出席番号六番で──名前は……はて？　まあ、そこは別になんでもいいか。

　裸足はだしになった平松の足の裏を手に感じながら、鞍くらに見立てて正面の肩に置いた手の上に──小さくも柔やわらかいお尻が乗り、ブルマに包まれた股またの間に腕うでを通す形に……

　こ、これは！　なんてエロさだ！　左後ろの出席番号六番もちょっとはにかんでいる。

　教頭ぐっじょぶ！

「位置についてー。よーい」

　ピストルが鳴り、平松を乗せた俺たちは走り出す。

　あ、ダメだ。太陽光のせいで、足がふらふらしてやがる。

「相川くん……大丈夫？」

　赤白帽ぼうを被かぶった騎手の平松が小さく呟つぶやいた。

　あんまり動かないで！　興奮するから！　興奮せざーるを得なーいからーっ！

「大丈夫かー？」

　騎馬の正面、出席番号三番も心配そうに俺を見てしまうほど、俺はふらふらだったのだ。酔すい拳けんの使い手と思われてもおかしくはない。

　もうほとんど歩きの状態になっていたが、そのままゴール。

　順位は五人中四位だった。というのも、一位だった騎馬が倒れて、騎手が落ちてしまったために、失格となったのだ。

　うさぎとかめではないが、急ぎすぎてバランスを崩くずすこともあるってことだな。

「すまん。平松」

　陽気を避さけるため、グラウンドの隅すみの方に、にょっきりと生えている木こ陰かげへ平松と二人で向かい、座り込んでの開口一番、謝罪した。

「……ん？」何についての謝罪なのか分からない様子。

「俺が足を引っ張って、四位になっちまってさ」

「……そんなの、別に……気にしないで？　……私一人だったら……きっと最下位だったと思う」

　バタバタと手を振ふって、フォローをする平松。

　華きや奢しやで女子高生らしい体格の平松は、運動があまり得意ではない。

　それでも、最下位ってことはないだろう。

　二人きりで木陰に座り、一〇〇メートル走（騎馬）を観戦する。

「でも、平松も出るからには勝ちたいだろ？」

「……そんな……勝ちたいなんて……私が……勝てる訳ないし」

　平松は運動が苦手だということに、コンプレックスのようなものを持っているんだろうな。

　その時──グラウンド中が沸わいていた。

　何事かと思って立ち上がり、様子を窺うかがってみる。

　今いる木陰は、グラウンドより少し高い位置にある。ちょっと遠いが、俺はゾンビ。目をこらせば──オスマン・サンコンばりの視力になる。

　そこには、超ちよう高こう速そくで動き続ける騎馬の姿があった。

　正面には短たん髪ぱつの少女。騎手はツンツン頭の男。どちらも知り合いだ。

「友紀か」

「すごいね……さすがユキちゃん……陸上部だもんね」

『ただいまの記録──一位、一一秒七六』

　速っ！　普ふ通つうに高校生が一〇〇メートルを一二秒切るだけでも速いのに、騎馬組んでんだぞ！

　あまりの速さに、みんながタイムを知りたくて、特別にアナウンスが流れたようだ。

　まあ、俺は他ほかのみんなほど驚おどろきはなかったんだがな。

　あの騎馬の正面は、吉田友紀という少女がやっている。

　背が低くて、アホで、隠かくれ巨きよ乳にゆうで、アホな短髪少女。

　彼女は、ただの人間ではなく、吸血忍にん者じや。遅おそい忍者なんか、いるはずもないんだ。

　たとえ、騎馬というハンデを背負っていても。

　なんか忍術でも使っているのだろうか？

　あいつ、楽しんでるなー。平松も、あいつぐらい楽しんでくれればいいのに。

　次は、障害物競走（騎馬）。

　これはやばそうな種目がやってきたな。

　ハードル、パン食い、平均台、網あみ抜ぬけ。中でも、網抜けは鬼き畜ちくの仕し業わざと言えるだろう。

　ぞろぞろと列を成して、スタート地点へと向かう。

　あとは金きん太た郎ろう飴あめの要領で、前から順番にスタートを切っていくのだ。

　俺たちの出番がすぐそこまでやってきた。

　太陽がさんさんと照りつけているので、全く動けない人形のような俺と平松が交代し、俺が騎手になる。

「すまんな」

「……頑張ろうね……相川くん」

　笑え顔がおの平松に癒いやされながら、俺はほとんど意識を失う寸前で、両手ぶらり戦法をとっていた。

　隣となりには──一〇〇メートル走一位の友紀が率いる騎馬がいる。

「よう、相川。調子はどうだ？」

　騎手の男は、気持ち悪いにやにや顔を見せていた。ツンツン頭にメガネの男、織おり戸とだ。女の子が大好きで、趣しゆ味みが盗とう撮さつという噂うわさを持つ最低な男だ。

「良さそうに見えるか？　お前は調子良さそうだがな」

「まあな。見ろ、この女子に囲まれた布ふ陣じんを」

　その男、クラスメイトの織戸は、なぜか女子三人で組まれた騎馬に乗っていた。

　友紀はあまり気にしていないようだが、後ろの二人は明らかに眉み間けんにシワがよっている。

　その瞳ひとみには『不本意』という言葉だけが見て取れた。

　それもそのはず。織戸は女子の人気が一しかない。

　ゼロという訳じゃないのが不思議なところだが、まあ一しかないのだ。

　そんな女の敵であるはずの彼が、どうして──

　舌打ちしてるやん。後ろの二人、ボイスパーカッションレベルで舌打ちしてるやん。

「なあ、どうして織戸なんかと組んでるんだ？」

　と、友紀に聞いてみる。織戸とあんまり話をしたくなかったためだ。

「かなみと代わって貰もらったんだって」

　友紀の親友で織戸の天敵、三み原はらかなみ。

　あいつも白組だったんだな。存在を忘れていた。

　でも、あいつがそう易やす々やすとセクハラの代名詞である織戸に、女子という生いけ贄にえを捧ささげるかね？

「ジュース六三本おごるという約束でやっと手に入れた特権だ」

　ごねたなー。ごっつごねたんだろうなー。

「あ、缶かんじゃなくてペットボトルな」

　六〇〇〇円レベルの話じゃなかったーっ！　八〇〇〇円ぐらい？

　詳くわしく聞こうとしたが──

「位置についてー、よーい」

　スタートラインに立ってしまっていたので、前を向く。

　パンと破は裂れつ音が聞こえたと同時に、各馬は一斉に一歩を踏ふみ出した。

「負けねえぜ相川ーっ！」

　ぎゅーん。と加速していく友紀。こいつが居る限り、白組の勝利は間ま違ちがいなさそうだ。

　最初に待ち受けているのは、ハードル三連続。

　跨またぐしかないと思っていたが──

「と、跳とんだーっ！」左後ろにいる出席番号六番が驚きの声を上げた。

　友紀はハードルを普通に跳び越こえたのだ。

　当然、後ろを支える一いつ般ぱん人の女子はそれに付いていけず──

　手を離はなしてしまう。

　がす。織戸の太ももの裏を強打するハードル。そのまま倒たおれ込んだが、咄とつ嗟さに友紀が支えきる。

　判定は──セーフ。コースの外にいた教師が両手を水平に広げていた。

　どうやら、騎き馬ばが分解しても騎手さえ地面に付かなければいいらしい。

　そうこうしている内に、俺たちも追いついてハードルを──

「突つっ切れっ！」

　俺は叫さけんでいた。

　騎馬の正面、出席番号三番は、俺の言いたいことを理解し、頷うなずいた。

　なんて話の分かる奴やつなんだ出席番号三番。君の名前はきっと後で覚えておくよ。

　ハードルには、三つの選せん択たく肢しが与あたえられる。上を越えるか、下をくぐるか、倒して進むか。──跳べないのであれば、跳ばなければ良い。

　ハードルを倒すが、ハードルの足が邪じや魔まになって後ろの二人が上う手まく進めない。騎馬でのハードルがここまで難易度高いとは。

　なんとか乗り越え、次のパン食いに。ここはむしろ楽勝だ。目の前にパンがあるのだから。

　あれ？　なんで織戸の騎馬が止まってるんだ？　あんなに先行していたのに追いついてしまったじゃないか。恐おそる恐る隣につける。

　どうしたんだと聞くより先に──

「相川……気をつけろ」メガネが妖あやしく光っていた。

「何が──あっ！」パンの横に、靴くつ下したが干してある！

「これはただの障害物競走じゃない。精神的障害物競走なんだ！」

　な、なんだってーっ！　直接触ふれてる訳ではないけど、靴下の隣にあるアンパン。

　確かにこれは精神的にくるものがある。

　一体、誰だれがこんなことを──ちらりと横を見ると、不敵な笑みを浮うかべるサラスの姿。

　お前の仕し業わざか────っ！

　これが、忍者の言う正々堂々か。

　吸血忍者って奴はどんだけ汚きたないんだ！　忍者が嫌きらいになりそうだよ！

　屈くつすることなくアンパンをかじって先へ進む。

　続いて平均台。二つある内の一つには、ここらで一番有名なヤンキーが座っていた。髪かみ型がたがサザエさんみたいな、ごっつい兄ちゃん。

　恐る恐る進まなきゃいけない平均台。それを騎馬で、さらに見世物にされてごっつイライラしているヤンキーを避よけて通らなければならないこの感じ──

　なんという精神的障害物なんだ！　平均台は狭せまいので、正面の人間だけが乗る。

　騎馬の鐙あぶみに見立てた手が斜ななめに傾かたむき、思った以上に過か酷こくな状じよう況きように。

「ひ、平松、すまん」

「………………………………………………うん」

　俺のゴールデンな玉が入ってるおいなりさんが、平松の腕うでに密着している。

　平松はうつむいて、顔を真っ赤にさせていたので、つい謝ってしまった。

　前をゆっくり進む騎馬も、ついには崩くずれ落ちてしまう。

　さらに、騎馬の右後ろがヤンキーにぶつかるのではないかと不安になる幅はばの狭さ。

　そして、ついに俺たちもヤンキーの横を通り抜けるところまで来た──

「ああ？」とサザエさんみたいな頭を上下に振りながらメンチを切ってくるので、正面の出席番号三番が怯おびえて少し離れようと左寄りに。

　なるほど。これで前の騎馬は体勢を崩してしまったのか。

　しかし、平松が「ご、ごめんなさい」と怯えた様子で言うもんだから、ヤンキーはちょっと申し訳無さそうな顔になっていた。

　この人恐らくいい人だ──────っ！

　野の良ら猫ねことか寄ってくるタイプのヤンキーだ────っ！

　ナイス！　平松のおかげでなんとか越えると、最後に待っていたのは網抜けだった。

　この鬼畜さは今までの比ではない。普通、地べたを這はいずってくぐり抜けるのだ。騎馬である今、それが出来るわけもない。

　出来る限り姿勢を低くした出席番号三番。騎手である俺が網あみを掴つかみ上げて──

　こ、これは！

　にちゃにちゃしている！　絶対コーラか何かをこぼしたまま拭ふいていない！

　こんな網を平松の綺き麗れいな髪かみに触れさせてたまるか！

　誰もが眉間にシワを寄せながら、ゆっくりじわじわと網をかいくぐっていく。

「うおおおおおおおお！」

　わしゃわしゃと高速で網を掴んでは引き上げていく。

「ナイスだ相川！」出席番号三番はタイミングを見計らって前へと進んでいった。

　よし！　最後の直線だ。このまま走りきれば、一位──だったが、最後の最後に──友紀に抜かれた。

　なん……だと……

　恐ろしいのは、吸血忍者の底力。執しゆう念ねん。

　あと少しだったのに。ゴールした俺は、かくんと頭こうべを垂れた。

「惜おしかったね……」

「ああ。もう少しで一位だったのにな」

「仕方……ないよ」

　笑顔を見せる平松だが、俺はその笑顔が作ったものであると分かった。

「でも、相川が元気になったから、次は勝てるんじゃないか？」

　出席番号三番にそう言われ、俺は空を見上げた。太陽は、雲に覆おおわれて、顔を見せていない。

　今なら、ゾンビパワーの一いつ端たんをお見せできるだろう。全力とは言わないが──





　えー、ここからは尺の都合上、ダイジェストでお送りしたいと思います。

・大玉転がし（騎馬）

「たかが石ころ一つ！　押し出してやる！　おニューの靴くつは伊だ達てじゃない！」

「痛たたたたたたたたっ！　挟はさまってるって！　めっちゃ挟まってる！」

「出席番号三番ーっ！」

・組み体操（騎馬）

「そういえば池いけ谷たに幸ゆき雄おって最近見ないよね？」

「無理無理無理無理！　痛たたたたたたたたっ！　組めない組めない！」

「出席番号三番ーっ！」

・昼休み（騎馬）

「休まらないよ！　微み塵じんも休まる気配がないよ！」

「食べさせて！　食べさせてって！」

「出席番号三番ーっ！」





　とまあ、色々ありまして、とうとう最後の種目──

　それは──

『ただいまより、『騎馬戦』を開始します。全校生徒は集合して下さい』

　ずっとやってたじゃん！

　ずううううう────っとやってたじゃんっ！

　この期ごに及およんでただの騎馬戦をするわけがないと思っていたが、案の定だった。

　一メートルを超こえるぶっとい筆が用意されており、騎手がそれを手にしている。

　そう、それはまるで、槍やりの如ごとく。──もはや、騎手ではない。

　その姿は……将だった。

　そうか。騎馬戦って、合戦の方なんだ。

　出席番号三番が正面を凄すごくいやがったので、今回は俺が正面で、平松が将だ。念願の後ろになれた出席番号三番は平松のお尻しりの感かん触しよくに、ほっこり笑え顔がおを浮かべていた。

　それに引き替かえ、平松は怯えた表情で、ぶっとい筆を強く抱だきかかえていた。

　不安なのだろう。

　ルールは簡単。筆で服を汚よごされるか、あるいは落馬すればアウト。四角く作られた戦場から外に出てもアウト。時間までに生き残った数が多い方が勝ち。

　ちなみに、肌はだに触れてもセーフなので、腕によるガードは可能。

　じゃーんじゃーんじゃーん。

　銅ど鑼らが鳴らされるのを合図に、うなり声を上げて駆かけ出す騎馬隊。

　ただ俺たちの騎馬だけが、取り残されていた。

　我々赤組の騎馬隊は、一丸となって怒ど濤とうの勢いで白組陣じん営えいへと突っ込んでいった。

　対して白組は、薄うすく広がり、待ち構えている。

　我が赤組の勢いに押されてか、さっそく後退を始めていた。

　その中心でほくそ笑んでいるのは、黒髪の美女。

　吸血忍にん者じやの部隊長をしている、サラスだった。

　そう、あの選手宣せん誓せいでヒップにうっとりとかぬかした奴だ。

　あの笑みが意味するのはなんだ？

　と、そこで俺ははっと気付いた。

　後退していたのは、真ん中の部隊のみ。まるで、Ｖの字を──いや、Ｕの字を作ろうとしているかのようだ。

「下がれっ！　罠わなだっ！　全員、下がれーっ！」

　俺は叫んだ。

　これは──『鶴かく翼よくの陣じん』だ。

　バカみたいに正面から向かっていけば、瞬またたく間まに包囲され、殲せん滅めつされてしまうだろう。

「ほう」少し感心したように笑ったサラス。

「なかなか反応が早いな。さすがはマイ・ダーリン。だが──だ。もう遅おそいっっ！」

　サラスが右手に携たずさえていたぶっとい筆を天に掲かかげ、そして振ふり下ろす。

　すると、左右に広がっていた部隊が一いつ斉せいに動き出した。

　包囲が、始まったのだ。

「円陣を組め！　いや、もっと強力な──そうだ。八はち門もん金きん鎖さの陣を敷しくんだ！」

　なんて叫んだが、今日日の高校生に曹そう操そう軍最強と言われた陣形の話が通じるわけもなく、白組に包囲殲滅される様を見ることしか出来なかった。

　しかし、状況を理解した者や、俺の言葉をなんとか理解した者は側面攻こう撃げきが始まる前に戦線を離り脱だつ。置いて行かれた俺のところまで兵を下げていた。

「どうすればいいんだ？」

　見知らぬ将が、話しかけてきた。恐らく、上級生だろう。

「正面からぶつかっては勝てない。ここは、ラインぎりぎりから敵を追い出すことを第一に考えて戦うべきだろう」

「おおー。みんなー。今相川が良いこと言ったー」

「え？　あの変態の相川が？」

「何を考えてるかイマイチ分からない相川がか？」

　なんで俺はこんなに有名なんだ？　ひっそりと学校生活を送ってきたのに。

　我々赤組の面々は敵右う翼よくへと突とつ撃げきする。兵力は三分の一に減らされたが、右翼に集中して戦えば互ご角かく。地の利を活いかせば、勝機は我らにある。

　この作戦には不可欠な要素が一つ。

　それは、敵左さ翼よく部隊を押さえ込むということだ。

　敵右翼へ全兵力を投入した今、左翼部隊に側面を叩たたかれては、同じ轍てつを踏ふんでしまう。

　だから、俺は少数の騎き馬ば隊を率いて、左翼へと向かっていた。

　敵を倒たおす必要は無い。ただ、時間を稼かせぐだけだ。

「平松。しっかり掴まってろよ。出席番号三番と六番は、何があっても俺に合わせて動いてくれ」

「う、うん……分かったよ。相川くん」

　ぶっとい筆を不安そうに抱かかえた平松。俺は前にいるので表情まではわからないが、声だけでも十分不安そうだと分かる。

　左翼の先頭を走る騎馬は──

「へっへっへ。相川は強運が強いなぁ」

　小学生でも間ま違ちがえないレベルの台詞せりふ。最高の機動力を誇ほこるアホ、友紀だ。将は変わらず織戸。後ろにしておけばお尻を触さわれたのに──はっ！　あいつまさか、女の子の腕うでに股こ間かんをこすりつけたいから将を選んだのか？　なんて気持ち悪いことを考える奴やつだ。

　友紀の機動力は驚きよう異い的だ。奴が居る限り、俺は逃にげ回るなんて戦法をとることは出来ない。ここは密着して動きを止め、早めに処理する。

　そのために、俺はラグビーのスクラムでも組むように頭を下げ、腰こしを落としてぐっと膝ひざを曲げる。

　衝しよう突とつ──友紀は短たん距きよ離り走のゴールを切るように、胸を前に突つき出して、俺の頭にむにっと──

　な、なんて──なん、って柔やわらかいんだ！

　いつもなら胸の所に友紀の顔が来るのだが、ちょっと姿勢を低くしすぎたようだ。

「もう諦あきらめろよ相川！　この戦いは八三でオレたちが有利だぜ！」

　ぐいぐいと体を押しつけてくる友紀。満面の笑みが、もうすぐそこに。

　何な故ぜかごくりと俺の喉のどがなり、鼓こ動どうが速くなる。

　いかん！　これはいかん！　頭がおかしくなりそうだ！

　しかし、離はなれてはいけない。俺は勝利のため、足に力を込こめ、友紀の動きを抑おさえる。

「おお！　やるじゃねえか相川ーっ！」

　身を捩よじる友紀。それによって、俺は──友紀の豊満な胸に顔を埋うずめることに。

　あかん！　これはあかん！

「さあ、かかってこい平松！」

　織戸の粋いきがっている声が聞こえてくる。

「え、えーい！」

　平松はぶっとい筆を一いつ生しよう懸けん命めい動かし、織戸を攻撃していた。

　しかし、平松はぶっとい筆を動かすことに慣れていないのか、上う手まく織戸の体操着を狙ねらえていなかった。

　織戸の顔面に、べったりと墨すみが塗ぬりたくられる。

「顔面はセーフだから」

　誇らしげな表情。黒く染まっても、それは変わらなかった。

　メガネの中まで入念ににゅるにゅると。

　そこに、赤組の援えん軍ぐんがやってきて、三方向から織戸の顔面を塗りたくる。

「顔面はセーフだから！　顔面はセーフだからーっ！」

　塗り塗り。塗り塗り。織戸の声は、誰だれにも届いていないようだった。

「ごらぁ！　ふざけんな！　なんで相川はトモノリにパイズリされて俺はこんな目に遭あうんだよ！」

　そんな悲痛の叫さけびも届かず、墨で耳まで真っ黒に──

「パイ……ずり？　って──あっ！」

　いや、叫びは届いていた。彼の乗る愛馬、友紀に。

　あれだけぐいぐい押しつけられていた、もにゅもにゅな胸が急に離れ、俺は前のめりになる。出席番号三番と六番が手を繋つないでくれてなければ、倒れていただろう。

「ご、ごめん相川……オレ、知らないうちに、なんかエッチぃことをしてたみてえだ。オレ……恥はずかし……」

　真っ赤に染まった頬ほおを両手で隠かくすようにして、もじもじしだした友紀。

　そう、両手を使ってしまっているために、騎馬が崩くずれ、織戸は地に落ちていた。

「いや、お前は悪くないというか、役得だったというか」

「え？　オレ、ヤクトドーガっぽかった？」

「どういう取り方をしたんだよ」

「良かった。オレ、ヤクトミラージュみたいだったんだな。てっきり相川に変なことしちまったと思ったぜ」

　などと、意味不明なことを言いながら、意い気き消しよう沈ちんした織戸と戦場の外へ。

　なんだかやけに満足げな表情を浮うかべていたので、俺は友紀に何もツッコミを入れなかった。

　右翼部隊の攻こう防ぼうは、我々赤組の完全勝利だった。

　やはり最強の一角である友紀を早めに倒せたのが大きい。

　今はもう両軍入り乱れての団子状態。

　そんな中、ずっと奥に陣じん取どり、じっとしたまま笑みを浮かべて戦せん況きようを窺うかがうサラスが気になっていた。

　そして、ついにサラスが動く。

　バスケ部のホープである長身のアンダーソン君を正面に据すえた騎馬。それに跨またがっていたサラスは、墨が入ったバケツを手にすると、宙を舞まった。

　騎馬を組む三人が胴どう上あげでもするようにジャンプを手伝ったのだろうが、まるで忍者かはたまた吸きゆう血けつ鬼きのように、軽く六メートルほどジャンプしたのだ。

　人の手を借りたとは言え、チアガールでもこんなに高くは上げられないだろう。

「我が剣けんの極ごく意いは秘ひめたる剣にあらず」

　サラスの繰くり出そうとしている技わざがなんなのかを知っている俺は、即そく座ざに逃げ出した。

「相川くん！　……どうしたの？」

「いきなり動くなよ。びっくりしたなーもー」

「あいつは……無差別攻撃を仕し掛かけるつもりなんだ！」

「雨の如ごとく舞い飛ぶ剣即すなわち──飛剣、百ひやつ鬼き漸ぜん殺さつ」

　ぶちまけたバケツの水しぶきが、まるでショットガンの弾たまのように襲おそいかかる。

「ぐが」「ぬあ」「おう」

　ばったばったと倒れていく人々。その攻撃は、水すい滴てきと侮あなどるなかれ、キック力を増強したシューズで蹴けり飛ばされたサッカーボール並みの威い力りよくがあるのだ。

　まあ、あいつが本気を出せば簡単に体を貫かん通つうさせてくるだろうが。

　服に墨が触れた時点でアウト。騎馬でも当たれば崩れてしまう。

「痛たたたた！」「ぐへぇ」

　咄とつ嗟さに背を向けて逃げ出した俺だったが、後ろの二人は墨ぼく撃げきによって倒れてしまった。

「出席番号六番と三ば────んっ！」

　手が離れ、運動場に伏ふせる二人。支えを失った平松を──落とす訳にはいかないっ！

　俺はがっしりと平松の小さなお尻しりを抱える。

「え？　あ、相川……くん」

「地面に落ちなければいいんだろ？」

　平松は俺の首に手を回し、ぐっと背中に体重を乗せる。

　すべすべで柔らかい太ももに手を添そえて、平松をおんぶする。

　……おんぶって……エロいね。

「相川くん……どうして……ここまでして……」

「このまま、負けたくないんだ。平松だって、そうだろ？」

「私は……別に……でも……相川くんがそう言うなら……」

「俺がどうじゃない。お前の気持ちを聞かせてくれ。俺はただの馬なんだ。将は平松、お前なんだから」

　平松の言葉を遮さえぎるように言う。

「そう……だね……相川くん……私……」



「勝ちたい！」



「その言葉が、聞きたかった」

　俺は笑えみを浮かべ、反転する。

　選手宣せん誓せいであいつが言ってたな。我々は、正々堂々戦うことを誓ちかうと。正にその通りだ。正面から、ぶつかってやるさ！

「良い顔だ。クソダーリン。ゾクゾクするぞ」

　ふわりと綺き麗れいな黒くろ髪かみを閃ひらめかせ、サラスはもう一度飛び上がる。

　俺は攻こう撃げきが来るよりも早く、アンダーソン君の前まで駆かけていた。

「アンダーソン君！　靴くつ紐ひも解けてるし靴に墨が付きそうだし、なんか色々危ないぞ！」

　アンダーソン君は一いつ般ぱん的なスポーツ少年。家にはたくさんの靴がある。だから靴のことを言われれば、気になるに違いない。

「え？」下を向くアンダーソン君。

「飛剣、百鬼漸殺！」墨を弾だん丸がんにして飛ばしてくるサラス。

「三〇〇％っ！」

　べちん。俺はバレーボールぐらいの大きさをした黒い水の塊かたまりを顔面に受けながら、大地を蹴り、アンダーソン君の背中に乗る。

「俺を踏み台にしたー？」

　冥めい界かい人だから、容よう赦しやなく踏みつけ、飛び上がる。

　そう、サラスと同じようにな。

「いけっ！　平松っ！」

「え────いっ！」

　馬ば上じよう槍やり試合でランスチャージするように、空中で平松のぶっとい筆がサラスにヒットする──顔面に。

　顔面セーフ。墨を塗られたサラスはそれでもほくそ笑んでいた。

　勢いよく突っ込んだ俺はそのまま、サラスと衝突する。

　そう、それほど大きくはないが確かな柔らかさを持つ、おっぱいに顔面を埋めるが如く──それは、本日二回目のぱふぱふだった。

「あん？」

　妙みような声をあげながら、俺の顔の形に汚よごされた体操着のサラスは、地面へと落ちていく。

　俺は平松をおぶったまま、しっかりと自分の足で着地をした。

「はあ……やったね！　相川くん！」

　平松の可愛かわいい笑顔は、いつになく達成感に溢あふれているようだった。

　こうして、波乱の『騎き馬ば戦せん大運動会』は幕を下ろした。

　点数は、赤組──一六〇点。白組──六五五三五点。と、我々赤組の惨ざん敗ぱいに終わった。そりゃあ、吸血忍にん者じややら冥界人やらがいるのにゾンビ一人じゃあどうしようもねえわ。

　一番楽しんだのは友紀だろうな。なんてことを閉会式に考えていたら、平松がこんなことを聞いてきた。

「どうして……相川くんは……私が勝ちたいって分かったの？」

「学年トップの成績だし、百人一首大会で優勝するような奴やつは、負けず嫌ぎらいって言うんだよ」

「ふふ……でも……それだけで？　もっと確信があったように……見えたけどな」

「分かるさ。ずっとお前を見てたらな」

　俺の言葉に、平松は一いつ瞬しゆん、目をぱちくりさせて驚おどろきの表情を見せる。

「……そっか。……ふふ……相川くん、私のこと見ててくれたんだ」

　そのときの平松の笑顔は、少しだけ照れくさそうで、とても嬉うれしそうで。

　いつもと違う笑顔だったが、やっぱり俺はそれ一つで幸せな気持ちになれるんだ。



    

  
    
      

    

  
    
      　平ひら松まつの懐なつかしい話を聞きながら、友ゆ紀きはうんうんと腕うでを組んで頷うなずいていた。

「ってことで、あのときは超ちよう楽しかったでしたっ！」

　まるで日記を紹しよう介かいした小学生のような爽さわやかさだった。

　ただの思い出話でしかない上に、なんの質問もない訳で、俺は困り果てていたが──

「相あい川かわくん」

　議長に呼ばれて仕方なくスピーチ台へと向かう。

「えー、まあなんだ。繰くり返しにはなるが──とにかく、諦あきらめの悪さには定評があるし、一番の問題であるヴィリエの女王リリアが強大だとしても、まあその……大だい丈じよう夫ぶだって言いたい」

「相川が何を言ってるのかよくわかんねえんだけど」

　ええー。

「とにかく、良い奴かそうじゃないかはこれまでの話どれを通してもわかるじゃねえか」

「何しに出てきたんだ」というヤジが飛ぶ。

「うっせえ！　そうだ、あの話をしてやるよ！　お前らを感動のウニに巻き込んでやるからな！」

　感動の渦うずね、渦。

　ウニに巻き込まれたくはないわ。

　──って、お前質疑する気あんのかよっ！



　　　　＊



　とある日の一九時も半ばにさしかかろうとしたところで、俺は泣き崩くずれた。

　そりゃあもう号ごう泣きゆうだ。顔をくしゃくしゃにして、何度も目をこすり、しゃくりあげるように声をあげるほどに。

「ぐずっ……ぐずっ……この負け犬がぁ」

　隣となりにいるアホ毛がトレードマークの背の低い女の子、魔ま装そう少女のハルナも泣いていた。

　身長は一四五センチメートル。

　タンクトップに短パンという寝ね間ま着きのような格好だ。いくら暖だん房ぼうが効いているとは言え、冬にこの格好はないだろうと思う。

　自分の胸が小学生並みに小さいことを嘆なげいて、泣いている訳ではない。

『切ない　物語』

　鎧よろい姿すがたの可愛かわいい銀ぎん髪ぱつの少女、ユーも表情には出していなかったが、心では泣いている様子だった。言葉を喋しやべることが出来ないので、メモ帳に文字を書いている。

　俺はなんとか涙なみだを抑おさえ込み、すーっと深呼吸して、気を静める。

「でも、最後にルーベンスの絵を見られたんだから、本ほん望もうだったんだよ」

　そう。俺たちは今、フランダースの犬（再放送）最終回を見ていたのだ。

　様々な悲劇に見み舞まわれ、希望も潰ついえて、教会で死んでしまう。有名な話だ。

　日本人ならば、ほぼ全員が見たことあるであろう名シーン。いやあ、何度見ても泣けるねー。ハルナは異世界の人間なんで、恐おそらく初めてこれを見たのだろう。ボロボロ涙を流していた。

「うぐ……こういうの、普ふ通つうハッピーエンドにするんじゃないの？　ひっく……あーもう、あの村焼き払はらいたい……ぐずーっ」

　アホ毛をピコピコさせながら、怒いかりのあまり机を叩たたくハルナ。

　こいつがここまで感動するとは思わなかったな。

「ハルナ。仕方ない。仕方がないんだ」

　うんうん。俺は腕を組んで余よ韻いんに浸ひたりながら、ハルナの怒りを頷いて流す。

『人には　優やさしく』

　ユーはとある理由から感情を動かしてはいけない。だから悲しいのを隠かくして、何も感じさせない表情のまま、メモにそう書いた。

　みんなの気持ちが一つになり、しんみりとした空間が居間を支配していた。

　そんな中──

「いやあ、フランダースの犬は本当に名作だわ。いつ見ても感動するなー。お前もそう思うだろ？　セラ」



「いいえ。微み塵じんも」



　………………えー。

　憮ぶ然ぜんとした態度で、背筋をピンと伸のばした正座で座っていたポニーテールの美女セラは、俺たちを理解出来ないとでも言いたげな目で睨にらみ付けていた。

「葉っぱの人は感動とかして泣いたことないの？　これだから胸の貧ひん相そうな人間は困るな」

　涙を拭ぬぐって、泣き止やんだハルナはちゃぶ台に頬ほお杖づえをつく。

　ちなみに、セラの胸は素す晴ばらしくでかい。とにかくでかい。

　そのおっぱいには何が入ってるんだ！　ハートじゃないのかいっ！　人を慈いつくしむ心じゃないのかい！

　胸が大きい方が心も大きいという噂うわさは嘘うそだったのかよ！

「そうですね。確かに、感動したとかで泣いた記き憶おくはありません」

「氷かお前は！」

　こんなに美人でボンきゅっボンなのに、キツい性格さえなければ──といつも思う。

「うるさいです。大きな声を出さないで下さい。気持ち悪い」

　おっと。危ない危ない。俺はすぐさま視線をハルナに向ける。

　おっぱいを凝ぎよう視ししていたことがバレれば、目玉を焼かれたり切り裂さかれたりするところだ。

「ふーん。泣いたことないんだ」

　何やら考えている様子のハルナ。アホ毛はメトロノームのようにちっこちっこと左右に揺ゆれていた。

　何かを考えてやがるな？　一いつ休きゆうさんがぽくぽくやるのと同じだ。

「まあ、この手のモノではありませんね」

「じゃあさ。もしあたしが葉っぱの人を泣かせたら──どうする？」

　挑ちよう戦せん的な瞳ひとみと、口元。涙はもう流れてはいなかった。

「……それはつまり、ゲームをしようということですか？」

　目を細めるセラ。その目は、「またいつものが始まった」とでも言いたげだった。

「そうだ！　もし、あんたを泣かせたら、あたしに王様のような素敵なマッサージして貰もらうからな！」

　いつも通り、厄やつ介かいごとを始めようとしている輝かがやいた目だった。

「ハルナ……」

　俺は小さく声をかける。セラはそんな俺の言葉を遮さえぎるように、軽く言い返す。

「歩あゆむ。──私は別に、構いませんが」

　セラは騒さわぎを起こそうと画策するハルナを、俺が止めると思ったのだろう。

　だが違ちがう。

「俺も手を貸そう」

　求めた手に、がっしりと握あく手しゆをするハルナ。

　驚きよう愕がくに目を見開くセラ。それもそうだろう。いつもだったら、俺が率そつ先せんしてハルナの暴走を止める。

　だが、こうもふてぶてしい態度を取られたとあっちゃあ、セラを落とすのに協力せざるを得ない。

　絶対に負けられない戦いがここにはあるんだ。

「じゃあアユム。携けい帯たい貸して」

「ほいよ」

　ハルナは俺の携帯電話を手にすると、居間から出て廊ろう下かへ向かう。

　電話の相手は──

「あーもしもしユキノリ？　あたしだけど」

　アホで有名な少女、友紀だ。呼び方はユキだったりトモノリだったりユキノリだったりするが、ユキノリなんて呼んでいるのはハルナだけである。

　ちなみに、俺は友紀と呼んでいる。

　え？　ルビがないから分からない？　そんなもん知るか。友紀は友紀さ。

「いいかセラ。もしお前が泣いたら、俺のマッサージもして貰うからな」

　セラはふう、と溜息を一つ。面めん倒どうくさいという気持ちがふんだんに込こめられていた。

「どうせ、無む駄だだとは思いますが、挑戦は受けて立ちましょう。吸血忍にん者じやの誇ほこりにかけて」

　吠ほえ面づらかかせてやる。

　ふっふっふ。

　あ、吠え面じゃだめだわ。泣きっ面かかせてやる。

　ふっふっふ。

　あたかも剣けん豪ごうが如ごとく、じっと睨み合ったまま動かない俺とセラ。

『とりあえず　ご飯』

　トントン。二回、机が叩かれる。

　そうだな、飯にしよう。ハルナはどうせごねるから、何を食べたいか事前に聞いておきたいところだが、電話中だし……

「うん。そう、あんたには魔ま王おうとして君臨して貰うからな。マント持ってただろ？　うん、うん」

　ハルナは一体何を友紀にさせようとしているのか気になるところだが、今日は好きにさせておこう。

「いいのかセラ？　ビキニ姿でローションを全身に塗ぬって、体を寄せ合うようにマッサージして貰うぞ？　通つう称しようマットプレイだ」

「気持ち悪いですが、問題ありません」

　やけに自信があるな。もしかして、一度も泣いたことがなかったりして。

「うん。そう、じゃあ車いすを……はーい、はいはーい」

　さっきからキーワードがおかしい。だが、セラを感動させるには、畳たたみかけるような波状攻こう撃げきで臨のぞむべきだ。ハルナに任せるのが最良。

　電話が終わったハルナは、そのまま居間へと帰ってきて──

　がん。

　戸に足の小指をぶつけた。

　その衝しよう撃げきにより、倒たおれ込むハルナを、俺はしっかと抱だき止める。

「ハルナ！　しっかりしろ！　ハルナ！」

　焦しよう点てんの合わない瞳。零こぼれる涙。

「あたし……牛タンが……食べた、かった……」

　かくん。首が力なく落ちる。

「ハルナ──っ！」

　俺の悲痛な叫さけびは、どこへ届くのだろう。

「助けて下さい！　助けて下さい！」

　俺は滝たきのような涙を流しながら、天てん井じようへ叫ぶ。

　迫はく真しんの演技。完かん璧ぺきだ。

　ちらりと、セラの表情を窺うかがう。

「……なんですかそのしたり顔は。──キモ鬱うつ陶とうしい」

　ダメ……だと……？

　セラは目を細めて俺を睨み付けていた。

　今のは感動するだろー。牛タンを食べたかったのに、その本ほん懐かいを遂とげられず命を落とす少女と、救いを求める少年。完璧だろー。

　仕方がないので、ハルナは体を起こす。

　すました顔をしていたが、足の小指を押さえていた。

　じーんとしているのだろう。少し体がぷるぷるしているが、上う手まく隠していた。

　とりあえずキッチンへ向かい、冷蔵庫を漁あさってみたが、そうそう牛タンなんて常備している食材ではない。

　というか、特になんにもないなー。ハムエッグとか夕飯に出したらぶん殴なぐられるだろうし。

　うーむ。

「うぐっ」ハルナのくぐもった声に、俺は急いで居間へと戻もどった。

　そこには、倒れているハルナの姿が。

　俺はハルナの上体を起こす。

「大だい丈じよう夫ぶかハルナ！　さっきのダメージがまだ残っていたのに、それを感じさせないなんて──なんて健けな気げっ！」

　ここまで説明的に言ってやれば、どんだけ鈍どん感かんでも分かるだろう。

　ちらり。二人でセラの顔色を窺うが──能面ぐらい何にも感じていないっ！

　そこで、ハルナはたたみ掛かける。

「あ、アユム……もう、夜なのかな」

「ま、まさかもう目がっ！」

　なんという悲劇！　なんという切なさ！

　これはもう泣くしかないわ。永遠の闇やみが迫せまってるんだぞ。

　どや？

「あの……ですから何な故ぜしたり顔でこちらを見るんですか？　二人して」

　バカな！　これで感動しないだと！

「最後に、お兄ちゃんって……呼んでも良いかな？」

　ハルナの素晴らしい演技力に、俺はもう涙なみだがどばどばと流れていた。

　この、連れ子か何かで兄きよう妹だいになった二人なんだけれど、恥はずかしくて今まで名前でしか呼び合ってなくて、でもお兄ちゃんと呼びたくて……みたいなストーリーが一いつ瞬しゆんで脳のう裏りを駆かけ巡めぐる天才的な演技。

「ああ……ああ！」

　震ふるえるハルナの手を取り、俺の頬ほおへ。

「おに……」言葉はそこで切れて、ハルナの手が落ちる。

　そう、それはまるで、花が枯かれ落ちるように──

　どや？

「早く夕食にしませんか？」

　こっちを見てすらいねえ！

「血も涙もないとはこのことだよ！　今残り少ない力を振ふり絞しぼってお兄ちゃんと言いたかったのに、それすらも出来ないほど消しよう耗もうしていた様を描えがいていたんだぞ？」

「ですが、小指をぶつけただけですよね？」

　……………………えーっと。……まあ、それは……まあ、そうだけども。

　よっこらせ。ハルナは座り、ずずっとお茶を飲む。

「あたしだって、こんなんで葉っぱの人を感動させられるとは思ってないんだからな！」

　負け惜おしみだーっ！

　でも、そのファイティングスピリッツはいいよ！

「ええ。分かってますよ」

「ただ、これだけは分かって欲しい──小指めっちゃ痛い」

「言っちゃうのかよ！」

　そこはずっと隠かくし通すのだと思っていた。

　だが、ハルナの小指へのダメージは、俺たちが思っていたよりも──





　とまあ、怒ど濤とうの感動攻撃を仕し掛かけつつ、牛タンを求めて近所のスーパーへやってきた。

　ハルナはあのタンクトップに短パンという冬らしくない姿の上からコートを羽織り、ニーソックスを装着。

　セラはニット生き地じのタートルネックにもこもこしたコート。

　ユーはお留守番だ。

　俺は──ハルナに言われて白いコートを着せられていた。

　薄うす手でのコートなので、冬向きではなかったが、持っているのがこれしかなかったのでこの格好になった。

　まあ、白いコートなら汚よごれで感動を増すことが可能。ハルナはきっと何かを狙ねらっているのだろう。

　これでただの嫌いやがらせだったら、それはそれで涙を誘さそう結果となる。

　俺が一番泣いちゃうだろうけど。

　今日はセラをぎゃふんと言わせて、焼き肉パーティだな。

　精肉コーナーで、半額のお肉を中心に買い漁あさる。

　ハルナはおやつでも漁っているのか、スーパーに入るや否いなやどこかへ走り去った。

「肉だけでは栄養が偏かたよりますね。野菜も買っていきましょう」

「そうだな」

　セラと話しながら歩き始める。

　スーパーの入り口にわっさわっさと積まれている野菜を、セラが一つ一つ手にとって吟ぎん味みする。

　こうしてると、まるで主婦のようだ。何事もきっちりするのがセラらしい。

　美お味いしいお野菜。数字で表すなら01410831な材料を選んでいると──

「メンマ、みーつけた！」

　ハルナの大きな声がどこからか聞こえてくる。

　俺はどや顔でセラを見ていたが、どうやら野菜選びに夢中で感動する暇ひまはなさそうだ。

　まあ、目の前でやってない時点でどうかと思うけどさ。

　それなりに並んで、普ふ通つうにレジを終える。

　セラが几き帳ちよう面めんに形かた崩くずれしないようレジ袋ぶくろに詰つめて、スーパーを後にした。

「ハルナはどこへ行ったんだ？」

「さあ。もう帰ってしまったのでしょうか。メンマがどうとか言ってましたが」

　聞こえてたのかよ！

　なんて、二人で話を始めたそのとき、ハルナが必死の形相で駆け寄ってきた。

「くっそー。一足遅おそかったか。まんまと盗ぬすみよって」

「盗む？　ちゃんと買いましたが？」

　冷たい目で答えるセラだったが、俺は瞬時に声のトーンを上げて言う。

「いいえ、あの方は何も盗とらなかったわ」

「いや、ヤツはとんでもないものを盗んでいきました──あなたの、心です」

　男前なきりっとしたハルナの表情に、俺は笑えみを浮うかべて──

「はい！」どや？

　この感動の名シーンはさすがに──

「……ですから、ちゃんと買いましたが？」

　わかってないわー。誰だれも野菜のことなんて言ってないっつーのに、わかってないわー。

　これだけ再現しても無理だというのか。

　とりあえず家路についていると、どこからか元気の良い声が。

「ぬははははは！　ぬはははは！　よくここまで来たな！　褒ほめてやるぜ！」

　アホみたいだが、どこか可愛かわいらしさの残る声。

「あ、あれは！　魔ま王おうっ！　こりゃ参った！　全ぜん滅めつするな！　確実に！」

　そこにいたのは、短たん髪ぱつの少女だった。

　黒いマントを羽織り、両手を上げて少しでも大きく見せようと躍やつ起きになっているのがなんとも滑こつ稽けいで、少し笑いそうになったが、どうやら魔王らしい。しかも束になっても勝てないようだ。

　彼女が友紀。俺の同級生でハルナより少し背が高く、セラより少し胸が小さい。学校では隠れ巨きよ乳にゆうとして知られている。

　今日の服装は、ハルナとさほど変わらなかった。

「アユム、時間を稼かせいで」

　ハルナの緊きん迫ぱくした演技に、俺も応こたえる。

　これは、あれをするべきだろう。

「ところでハルナ。一つ確かく認にんしておく。時間を稼ぐのはいいが……別に、アレを倒してしまっても構わんのだろう？」

　どや？

　この背中で語る感じの男らしさ。自分では敵かなわないことを知っていながら、みんなも勝てないことを分かってる状じよう況きようでのニヒルな台詞せりふ。

　カッコイイの一言に集約されてるはず。

　感動していらっしゃることだろう。

「構いませんので、早く帰りませんかね？」

　イライラしていらっしゃる！

「え！　今ので感動しねえの！」

　友紀も驚おどろきを隠せない様子。仕方がないと、友紀は水みず鉄でつ砲ぽうを取り出す。

　どこに水鉄砲で戦う魔王がいるのだろうか。銃じゆうより魔法みたいなのとか、お前使えるじゃねえか。

　拳けん銃じゆう……白いコート……はっ！　そうか。だからハルナは──そうであるならば、あれをやるしかない。

「おい、何やってんだおい」

　俺は手を出して、拳銃を渡わたせとアピールする。

　怯おびえた様子を見せた魔王の友紀は、尻しり餅もちをつきながらも後ずさる。

　……だからどんな魔王だよ！　なんて言えない。今の俺は名刑けい事じなのだから。

「渡せおい」

　びゅー。水鉄砲から赤い絵の具が発射され、俺の腹部を濡ぬらした。

　目を見開いて、濡れた腹に手をやる。

　俺は一体何をされたんだ？　的な演技をしてから、目の前に手を持ってきて……

「なんじゃあ、こりゃあああああああ！」

「絵の具ですが」早いよ！　ツッコミの速度が迅じん速そくすぎるよ！　もうちょっとエンジョイさせてよ！

　セラを気にせず、俺はその場にくずおれる。

「俺まだ死にたくないよ……俺まだ死にたくないよ……」

　そんで、内ポケットからタバコを……タバコ……ないわ。

　健全な高校生だからタバコ持ってないわ。

「すでに死んでいたのではなかったのですか？」

「まあ、うん。そうなんだけどさ」

　全然心に響ひびかないし、続きをやるアイテムもないのでさっさと立ち上がると、さっきまで怯えて後ずさっていた友紀の姿はなく、マンホールが空いている。

　近くの電信柱からはらりとロープが下りてきて、レンジャー部隊のようにすいーっと友紀が降りてきた。

　そしてそのままマンホールへ。

　姿が消え、親指を立てた手だけがマンホールからにょっと伸のびる。

「アイルビーバック」

　これは素す晴ばらしいのを放ほうり込んできたな。友紀にしてはやるじゃないか！

「ででんでんででん！　ででんでんででん！　てれてーてーてーてー」

　すかさずＢＧＭを入れる。

「帰ってこなくとも結構です」

　表情一つ変えねえしっ！

「冷たいよ！　涙なみだがあったとしても氷の涙だよ！」

「どうだった相川！　セラフィム泣いたか？」

　ひょこっとマンホールから顔を出す友紀。

　元気な満面の笑みに、俺は首を横に振る。

「えー。今のでもダメなのかよー。──あ、『最後のエメラルドスプラッシュ』やるの忘れてたぜ！」

　よっこらせ。参ったなーとでも言いたげな表情でマンホールから出る友紀。

　そして、マンホールのふたを思いっきり蹴けって雑に戻もどそうとした正にそのとき、事件は起こった。

　友紀は蹴り損そこねて、足の小指だけでマンホールのふたを蹴ってしまったのだ。

　アホの友紀は、マンホールのふたの重さというモノを甘く見たのだ。

　微び動どうだにしないふた。

　そして──

「ぐはああっ！」

　悲鳴と共に倒たおれる友紀。

「友紀！」俺は駆かけ寄った。

「相川。オレはもうダメだ」

「何を言うんだ友紀！」

「こんな小指のオレなんて……誰も結けつ婚こんしてくれないだろうし」

「俺が結婚してやんよ！　俺が結婚してやんよ！」

「語ご尾びが気持ち悪いです」

「そこは触ふれるなよ！　感動の台詞なんだよ！　シーンはちょっと違ちがうけども！」

「あ、そこの角曲がったところに車いすが用意されてるんだぜ？」

　車いす？　それはちょうどいい。

「じゃあ、乗せて行ってやろうか」

「おう！　ありがとう。相川」

　ぱあっと明るい笑顔。足の小指は痛いだろうに、なんて健けな気げな。

　マンホールのふたを戻し、奇くしくもハルナと同じく、足の小指にダメージを負った友紀を車いすに乗せ、俺は帰宅する。

　隣となりには、もうすぐ陥かん落らく出来そうなセラの姿。

　……まあ、もうすぐガチでキレそうにも見えるけどな。

　あと一息。

　そう、あと一息でいけるはずなのだ。

　もうすぐ家につく。そう言えば、ハルナはどこへ行ったのだろうか？

　次の角を曲がればもう──というところで、ついに姿を見せるハルナ。

　タンクトップに短パン姿で、肩かたからたすきを掛かけているハルナは、足を引きずりながら俺の家へと向かって走っていた。

　先に帰ってたんだな。いや、そんなことよりも──これは絶好のチャンス。

　俺は走る。苦しい表情で走るハルナの隣を併へい走そうするように。

「あんちゃん！　がんばれ！　あ～んちゃん！　小こ雪ゆきが好きだぁ～。でも、小雪はぁ、あんちゃんが好きなんだよ」

　俺は精せい一いつ杯ぱいの福ふく山やま雅まさ治はるのモノマネでハルナを激げき励れいする。

　ハルナは足の小指のダメージを、まだ引きずっていたんだ。

　なのに、家族の絆きずなを信じてマラソンに……なんて素敵なんだ！

「あんちゃん頑がん張ばれ！　頑張れあんちゃん！」

　車いすの友紀までいつの間にか併走していた。そういえば、あんちゃんの弟にそんなキャラがいたような気もする。

　俺の中では福山雅治しかイメージなかったけど。

　ハルナの奴やつ、そこまで考えて車いすを用意させたというのか。

「ほんのー、ちーぃさなぁ、出来ごっとに～」

　さらにこの名曲。

　どや？　これはさすがに──

「歩の歌はいつも気持ちが悪いですね」

　往年の名曲が徒あだとなったーっ！

「え！　これでも感動しねえの！　オレもう泣きそうなのに」

　友紀の言うとおりだ。これでも落ちないというのか。

　我々は、なんという、なんという強敵を相手にしていたのか！

　最も早はや打つ手無しと思われたとき──

「ユキノリのいくじなし！」

　立ち止まったハルナが、友紀に声をかける。

　それは、ほぼモノマネのような言い方だった。

　そのモノマネのような言い方で、はっと俺と友紀は把は握あくする。

　ただの道路が、今はアルプスの草原だった。

「し、師し匠しよう！　待ってっ！」

　車いすから降りる友紀。小指を痛めた右足をぷるぷるさせ、ペンギンのような手でバランスを保っている。

「ユキノリが立った！　わーいわーい、ユキノリが立ったーっ！」

　走り回り、バク転を見せ、はしゃぐハルナ。

　なんて……なんって感動するシーンなのだろう！

　これはさすがのセラも──

「言っている意味がわかりません。全体的に」

　全体を総そう括かつされたーっ！

　ぐき。ごす。ばた。

　小指のダメージを引きずっていたせいなのか、はたまた、はしゃぎすぎたせいなのか。ハルナは足をくじいて民家の塀へいに側頭部を強打し、アスファルトに伏ふせる。

「ハルナっ！　ハルナ──────────っ！」

　今度はどんなネタ……じゃなくて感動の名シーンを演じるのか少し楽しみだ。

「肩と腰こし、痛めた」

　妙みようにリアルーっ！　打った頭が痛いのは言わずもがな、変な体勢でこけてしまったために痛めてしまったのだろう。

　絶好の機会。だが、その機会にも、ハルナはただ曇くもった声で現状を報告することしか出来ないでいた。



　人は深刻なダメージを負ったとき、名言なんか残せる状じよう況きようではないのだ。



「普ふ通つうに大だい丈じよう夫ぶかよ師匠ー」

　心配そうに友紀が寄ってくる。慌あわてて動くと巨きよ乳にゆうは揺ゆれる。これは豆知識と言えるな。

　なんて思っていたら、ハルナはゆっくりと立ち上がる。

「ユキノリ……そこにいて」

　小さく、振ふり絞しぼるように声を出すハルナ。

「お、おう……どうしたんだ？　具合悪いのか？」

　立ち止まり、より一層心配そうな顔をする友紀。

　固かた唾ずをのんで、俺は二人を見守っていた。

「もう──いいよね。あたし……頑張ったよね？　もう、ゴールしてもいいよね？」

　それに持って行くのかっ！　あんちゃんのマラソンからゴールするという目的が掛かっているし──はっ！　車いすも掛かっている！　なんという、なんという計算だっ！

「まさか痛いのか！　ホントは痛かったのか！　悪い夢は終わったはずだろ！」

　ハルナ。小指もまだ痛いだろうに……うっ、涙がこみ上げてきた。

「でも、あたし……全部やりきったから……だから、ゴールするね」

　ああ、やりきったな。お前は色々やりきったよ。

　もうネタがないという意味でもゴールか。

　そう思うと、なんだか寂さびしく感じてきて、そして、感動がこみ上げてくる。

　足を引きずりながら、一歩一歩確実に友紀へと近づくハルナ。

「あかん！　ゴールしたらあかん！」

　友紀も思わず、泣きながら関西弁を繰くり出してしまう。

「ゴール」

　友紀の隠かくれ巨乳に顔を埋うずめるように、手を伸ばして体を預けるハルナ。

「あーのーうーみー。どこまでーもー」

　俺は涙を流しながら、拍はく手しゆしていた。

　見事だ。

　どや？

　どや？

　どや？

　三人のやりきった笑顔に対して──

「終わったのですか。それは良いことです」

　面めん倒どうくさそうに言うセラ。え！　今ので泣かんのかー。どこまで非情なヤツなんだ。

　こうして、俺たちの挑ちよう戦せんは終わった。

　セラを感動させることなんて、端はなから無理だったんだ。

　失意と絶望感。ある意味泣きそうな状態のハルナを車いすに乗せて、友紀が押しながら家まで帰ってくる。

　すると──

　家の前にある電信柱から、数え切れない枚数の黄色いハンカチがはためいていた。

「黄色いハンカチが！　ほら、ちゃんとあったじゃないのー」

　すかさずハルナが桃もも井いかおりさんのモノマネをする。

「帰りを待っててくれる人がいる。こんなに嬉うれしいことはないぜ」

　思わず涙なみだする友紀。……あ、それアムロの台詞せりふ？　どのシーンだったか全然覚えてないけどあったようななかったような。

「まあ、その意見には賛同しますが──」

　ふう。やれやれと深い溜息を吐つく。

「ホント！　感動した？　痛たたた……」

　子供のように目を輝かがやかせて喜ぶハルナだったが、腰を押さえて車いすを降りると、よちよち玄げん関かんへ向かう。

　さっきの転んだヤツが凄すごいダメージだったんだな。

「いいえ。全然全く」

　否定に否定を重ねた！

　がっくりと肩を落とすハルナと友紀。

　あれだけ頑張ったのに。苦労した分だけ、意い気き消しよう沈ちんする気持ちも分かる。

　車いすを玄関に置いて、みんなで家の中へ。

　靴くつを脱ぬぎ捨てて、居間へ向かおうとしたハルナへ、セラが声をかけた。

「……ハルナ。あとでマッサージをしましょう。腰と肩でしたよね？」

　え？

　ハルナと俺は、目を丸くする。

　やれやれ。と母性に満ちあふれたセラの表情。

　その優やさしくも少し照れた表情に、俺たちは……

　ほんの少し、フランダースの一ひと欠片かけらにもならないほんの僅わずかだけ──

　感動した。

　頑張ったハルナへのご褒ほう美び。あるいは、本当にケガを心配したのか。

　セラらしいと、そう思った。

「葉っぱの人……うん！」

　事実上の敗北宣言に、ハルナは泣くことはせず、にっと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

　一人、玄関で靴を脱がずに手をもじもじさせている少女が一人。

「なあ相川」

「ん？」

「オレも……焼き肉食べてえなーなんて。……ダメ？」

　上うわ目め遣づかいで、小さく首を傾かしげるその姿は、まるで女の子。いつもは少年のようなのにな。

　俺はちらりとセラを見る。

　セラと友紀は、同じ吸血忍にん者じやではあるが、敵対する組織に属している。

　だから、セラ次し第だいなのだが──

「ふう、しょうがありませんね」

　その日のセラは、どこかいつもより優しかった。

　あんなに冷たい視線で睨にらみ付けていたけども。

　それでも、俺は、俺たちは、知っていた。

　今日のセラが優しい気持ちになっていたことを。

「それにしても、いつの間に黄色いハンカチを用意したんだ？」

　居間へ向かうハルナに問いかける。

「ほえ？　アユムがやったんじゃないの？」

　アホ毛を『？』に変えるハルナ。

　てっきり、こいつが用意したものだと思ってたのだが──

「じゃあ友紀？」

　顔を友紀に向ける。

「オレはずっと相川と一いつ緒しよにいたじゃねえか」

　そりゃそうだ。

　どういうことなのだろうと思いながら、居間へ足を踏ふみ入れたら──

　トントン。ちゃぶ台を二回叩たたく音。

　目を向けると、そこではユーがメモを見せていた。

『オカエリナサ卜』

　カタカナのイが反転してしまい、まるでトのような文字に。

　それは、とあるアニメの感動するラストシーンと同じだった。

　そうか、ユーもやりたかったんだな。

　セラに感動の名場面を見せるという遊び。

　まあ、遊びというか本気だったんだけど。

　だから、ユーが黄色いハンカチを用意していた。

　全く、こいつらとは気が合うというかなんというか。

　ユーもハルナも俺も友紀も、みんな同じ穴のムジナということなのだろう。

「では、歩は焼き肉の用意を。ハルナ、そこに寝ねて下さい。マッサージを──」

「焼っき肉、焼っき肉～」

　がす。

　ちょうどのタイミングで、セラと友紀が居間に足を踏み入れた。

　タイミングが良すぎたのだ。

　勢いよく入ってきた友紀に押されたセラは、引き戸にぶつかり、そして足の小指を強打した。

　ふぁさっとポニーテールが揺れ、倒たおれ込むセラの体をはっしと捕つかまえる。

「大丈夫か？」

「悪わりぃ、焼き肉に目がくらんじまって」

　友紀が両手を合わせて申し訳無さそうに言う。

　セラは俺の腕うでの中で、何かを考えたような節を見せたあと──

「五月雨さみだれは　露つゆか涙か　不如帰ほととぎす　我が名をあげよ　雲の上まで」

　まるで呪じゆ文もんのような句を詠よみ上げた。

　……………………これは………………なんぞや。

「すまん、何を言ってるのかさっぱりだ」

　頭の中が『？』で一いつ杯ぱいになっていた。

「……足あし利かが義よし輝てるの辞世の句です」

「ああ……感動、させたかったんだ」

「………………言わないで下さい」

　少し顔を赤くさせ、目を背そむけるセラ。

　感動の名場面ってのは、それを知ってるからこそ感動できる訳で、その前後を知らずにシーンだけ見せられても意味がないってことだと俺は悟さとった。

　伝わらないパロディに、なんの意味もない。

　知らない人間のモノマネに、なんの意味もない。

　だから、セラの心には響ひびかない。

　だが──

　なるほどな。

　俺は一つだけ勘かん違ちがいをしていた。

　セラも、同じ穴のムジナの一人だったのだ。



    

  
    
      

    

  
    
      「吉よし田だくん、質疑の時間を過ぎています。まとめて下さい」

　話の途と中ちゆうで議長に注意され、友ゆ紀きは慌あわてて話を切り上げた。

「あー、えっと、まあそのー」

　話をまとめることなんて、アホの友紀には至し難なんの業わざだった。

「まあそのー。えー、まあそのー」

　田た中なか角かく栄えいかお前は。

「これで吉田くんの質疑を終しゆう了りようします。続いて、質疑の申し入れがありますのでこれを許します。アリエルくん」

「議長～」

　白衣を着た少女が笑え顔がおでスピーチ台へやってきた。

　友紀は出番が終わったとほっとしていたが、結局あいつの時間は何を言いたかったのか。引っ張り出された平ひら松まつもとんだ災難だな。

　さて、次にやってきたのはツインテールののんびりした少女だった。

　ヴィリエの人間で、ハルナの担任、大先生だ。

　幼児体型の体に、尋じん常じようではない魔ま力りよくが凝ぎよう縮しゆくされている。

　知ってる人は知っているだろうが……

　最も質たちの悪い人間だ。

　慎しん重ちように答えないとな。

「アユムさんにお聞きしますがぁ～、三世界のトップを集めるとなればぁ、命を狙ねらわれることもあるでしょう～。あなたにそれが守れますかぁ？」

「問題ない。その時は──リリアをけしかける」

　会場が、俺の一言でざわめいた。

「ヴィリエの女王リリア・リリス。彼女より強い奴やつはどの世界にもいない。どんな奴がやってきても、彼女がいれば制圧出来る。口くち利ききが出来る程度の信しん頼らい関係は築けている」

　ここを突つっつかれても、接待をしたことを話せば信しん憑ぴよう性せいが出るだろう。

「その彼女がぁ、他ほかの方の命を狙っている場合は、どうするんですかぁ？」

　まあ、実はその可能性が一番高いんだけどさ。

「説得して止めます」

「自信がおありなんですねぇ～。例えば私が相手でも、止められるんですかぁ？」

　くすくすと笑顔を見せる大先生。

「止めて見せます」

「んー、アユムさんがそんなこと出来た例ためしがありましたっけ～？」

「この話は、俺の胸の中に止とどめておこうとしていたんだが──あるんだ。大先生と同じ強さの奴から、世界を救うために動いたことが」



　　　　＊



　ジジジ……ジジジ……ちゅいんちゅいん。

　溶よう接せつ面を上げ、にじみ出る汗あせを軍手に包まれた手で拭ぬぐう少女がいた。

　鼻の頭をすすで黒くさせて、作業衣も所々破れている。

　居間の入り口の向こう、廊ろう下かに新聞紙を広げ、一いつ生しよう懸けん命めい、作業をしていた。

「メス！」

「はい」

「コッヘル！」

「はい」

「抹まつ茶ちや！」

「はい」

「ドリル！」

「はい」

「ふー会心の出来だな！」

　どうやら終わったらしいので、俺はちらりと目をやった。

　テレビからはクイズ番組が垂れ流しになり、答えを頭の中で予想しながらぼーっとこたつに入っていたのだが、廊下で居い候そうろうのアホな髪かみの毛を持った女の子が妙みような事を始めていたので、いつもの通り始まってそうそうに無視し続けていたが、割とアホじゃない女の子まで参加したので気になってはいたんだ。

「お疲つかれ様です。ハルナ」

　ポニーテールの少女、セラが、ハルナの散らかしたモノを片付ける。

　アホ毛の少女、ハルナは片付けようとはせずに、うんうんと頷うなずいている。

「で、何やってたんだ？」

　ぴこぴことアホ毛を動かして優ゆう越えつ感に浸ひたっているハルナを尻しり目めに、完成されたモノを見る。



　それは、ただの紙だった。



　鳥の形に折られた、画用紙のような紙。

　さっきのは何に使ったんだよ！

　全身緑なのが抹茶だってこと以外何一つ納なつ得とく出来ないよ！

　コッヘルしか使う用よう途とがわからないよ！

　餅もちつきレベルのリズミカルな阿あ吽うんの呼吸も必要なかとですばい！

「お前は今何をどうしていたんだよ」

　呆あきれてモノが言えないとはこういうことをいうのだろう。

　そこにいたのは、羽を前にずいっと突き出す形を取った、妙な鳥だった。

　折り紙だ。厚目の紙で作られた、ただの鳥。

　まあ、ただの鳥と言うには、あまりに見事な出来だが──

　これは……フェニックスだな。

「アホのアユムにはわっかんないだろうな」

　松しよ鶴かく家やかお前は。と言っても、読者にわっかるっかな～？　わっかんねえだろうな～。いえーい。

「アホのお前に言われたくねえよ」

　とんとん。こたつのテーブルを叩たたく音がする。

『紙かみ相撲ずもう』

　プレートアーマーにガントレット姿の銀ぎん髪ぱつ少女が、メモを俺に見せてきた。

　彼女は俺をゾンビに変えたネクロマンサー様で、とある理由から言葉を発せない。

　だからこうして筆談をする。

　なるほど、紙相撲の力士を作っていたのか──って！　鳥っ！　鳥じゃねえよ！　力士だよ！　お相撲さんを戦わせるんだよっ！

「ふふーん。あたしの世界では八歳児がやるような遊びだからな」

　得意げに語るハルナ。腕うでを組んで、ふんぞり返っている。

「この世界でもそうだよ！」

　色々なツッコミを考えていたが、結局これしか出なかった。

「勝てるならば、ハルナに任せてみてもよいではないですか」

　勝つ？　誰だれと戦うつもりなのかが凄すごく気になっていたところに、チラシをずいっと机の上に出された。

『町内対たい抗こう・紙相撲大会』

　町内会でやる、子供騙だましな大会のようだ。

　一気に気が抜ぬけたわ。

「ふーん。それに出場するってことか」

　俺はちゃぶ台に頬ほお杖づえつきながら、ダルそうにそう答えた。

「優勝賞品は米俵が三俵です」

　嬉うれしそうな表情のセラ。たまに見せる笑顔に、ちょっとドキドキすることがある。

　男ってのはどうしてこう美人の笑顔に弱いのか。いや、ポニーテールに弱いのか。いや、おっぱい……ごほんごほん。

「町内会らしい賞品だな。地味に豪ごう勢せいだ」

「あまり興味がなさそうですね」

「まあな。勝手に出場して勝手に勝ってこい」

「あたしの作品に対してなんかコメントないのかよ！」

　言いたいことは沢たく山さんあるさ。

　何な故ぜ鳥の形──というより、鳳ほう凰おう。

　だから力士を作れよ！

　紙『相撲』だよ！

「いや、特には何も」

　構ってやるものかと、俺は露ろ骨こつに顔を背そむけた。

　変なモノを作りやがって。

「はっはーん。さてはこの『ダークインフェルノグリーンフェニックスの海』を見てびびっちゃってんの？」

　の海っ！　なんか格好いい感じの名前並べたけど──の海てっ！

　そこはちゃんと力士っぽい名前を踏とう襲しゆうするのかよ！

　そもそもダークインフェルノグリーンフェニックスの海って長すぎるんだけど！

　もう少し絞しぼれよ！

　ていうかフェニックスなのに緑色！　抹茶で色をつけたのか？　いかんいかん。気にしてはいけないんだ。

　俺は我が慢まん出来る高校生なんだ。

　キレてないですよ。俺をキレさせたら大したモンですよ。

　そもそも、力士ってのはもっとこうどっしりしたモンだろうよ。

　尾おがふぁっさあ……ってなってはいるが、鳥の足だから爪つま楊よう枝じのように細いじゃねえか。

　あ、紙相撲だから両りよう翼よくが前に突き出してるんだ。

　一応取り組もうという意思があるんだな。

　それで戦って、優勝出来るのかは、甚はなはだ疑問である。

『軟なん弱じやく』

　そうそう。ユーの言うとおりだ。

　もっとこの千ち代よの富ふ士じみたいに足あし腰こしががっしりしてないと………………

　あれ？

　………………なにこの千代の富士。

　俺は、発見してしまった。

　ハルナの目の前に絢けん爛らん豪ごう華かな羽で前にならえをするダークインフェルノグリーンフェニックスの海がいるように、ユーの湯飲みの横にある、まるで人形のように精せい巧こうなペーパークラフト。

　その恰かつ幅ぷくの良い紙相撲力士は──かのウルフマンのモデルにもなった大だい横よこ綱づなのようだった。

　力士とはこうありたいねえ～。

　素す晴ばらしい出で来き映ばえだ。

　セラはハルナの手伝いをしていたし、これはユーが作ったモノだろう。

　ユーは長年、紙と向き合ってきた紙の達人。ザ・ペーパーの異名を持つとか持たないとかのメモ伝道師。

　紙の扱あつかいに関しては、ハルナより上手なのも頷ける。

　ただ二つ折りして作る紙相撲ではなく、折り紙のように複雑なペーパークラフトだった。

　無表情ながら、少し誇ほこらしげなユーが、俺にメモを見せる。

『小さな千代の富士　略して　チョコの富士』

　やだ……可愛かわいい……





　さて、そんなこんなで、次の日。

　近くにある小学校の体育館に、それなりの人数が集まっていた。

　たかが紙相撲大会だというのに、観客がいるもんなんだな。

　出場者はまあ軒のき並なみみんなガキばかり。

　俺やセラが父兄に見えてくるレベルだが、身長一四五センチメートルで胸もお尻しりも全然成長していないハルナやユーならば小学生と言ってもまあ疑われない。

　ぱっと見、中学生のようにも見えるがね。

　父兄参加の二人一組。

　ということで、俺はユーと一いつ緒しよに出ることとなった。

　べ、別に懐なつかしいからちょっとやってみたくなった訳じゃないんだからね！

　ハルナが何かをしそうだったから、放ほうっておけなかっただけで。

　高校生にもなってこんな子供騙しの大会に出ることになるとは、夢にも思わなかった。願わくば、知り合いに出会いませんように。

　高校生らしき見た目の奴やつは──

　よしよし。いないな？

　子供か大人しかいない。

　子供──うん。

　なんか縦ロールの髪をした白ゴスロリの少女が酒さか瓶びんなんか持ってるけど。

　隣となりにいるどこかしらのお父さんに酒を勧すすめてるけど。

　って──なんであいつがっ！

　俺は驚きよう愕がくした。驚愕せざるを得なかった。

　そこにいたのは、『知り合い』の少女だったからだ。

　身長はユーと同じくらい。彼女はハルナと同じぐらい、厄やつ介かいな存在。

　クリス。

　かつて魔ま法ほうの世界ヴィリエにおいて『最強』と謳うたわれた少女は、体育館の隅すみっこで、どっかりとあぐらをかいて酒瓶をラッパ飲みしていた。

　溜ため息いきを吐つきながら、俺はハルナたちに黙だまってそっと体育館の隅まで移動する。

　小学生に交じっても遜そん色しよくないちびっ子に、俺はしゃがんで声を掛かける。

「なんでここにいるんだよ」

「ほえ？　くりすがどこで何をしようと、お兄ちゃんには関係ないでしょ？　うっく、うっく……ぷへー」

　嫌いやな予感がしてきやがった。

　ハルナがなんたらセクシーフェニックスを作ったように、もしかしたら、クリスも妙みような力士で参戦するつもりなのではないだろうか？

　ぼよん。

　ひきつった顔に活を入れたかったのか、何かが頭に乗っかった。

「えっと君は……アイルトン・セナくんだっけ？」

　頭の上から声。

　なんと心地ここちが良いのだろう。

　この柔やわらかさは──この柔らかさはっ！

　かつておっぱい研究の第一人者、織おり戸と教授（高校一年生）が言っていた。

　仮に、おっぱいと同じ柔らかさを持つモノが存在したとしよう。

　仮に、おっぱいと同じ質感を持ったモノが存在したとしよう。

　だが、それらはおっぱいではない。

　何ものにも代えがたく、何よりも尊き唯ゆい一いつ無二のモノ。

　それが──おっぱいであるのだと。

　俺は気付いた。

　頭に乗るモノがおっぱいであることを。

　見なくてもいい。

　本能が、ほ乳類の本能が叫さけんでいるのだ。

「ね、ネネさんまで！　なんでここにいるんだ。マジで」

　慌あわてて飛び退のく。

　おっぱいが頭に乗っていては、脳が麻ま痺ひして話も出来ないからな。

　そこにいたのは、寝ね癖ぐせのついたツーサイドアップの髪かみをした、爆ばく乳にゆうお姉さんだった。

　いや、どんな動作をしても暴れるそのおっぱいは暴乳と呼ぶべきだろうか。

　グラビアアイドル顔負けというか、胸負けである。

　俺が知っている中で、もっとも強大なアレを持つ美人──ネグレリア・ネビロス。通つう称しようネネさんだ。

　普ふ段だんは東京でもこことは真逆の場所に住んでいて、日夜同人誌を作製しているんだ。

　そんなネネさんが、何故ウチの町内に……

「くりすたちがなんでここにいるのかって言われても、理由は一つしかないよねぇ？」

「お米が……くかー」

　寝たーっ！　鮮あざやかに眠ねむってしまったーっ！

「ちょっとネグレリア。説明的台詞せりふの途と中ちゆうで寝ないでよ～」

　ネネさんはいつも同人誌を作ってるせいか、睡すい眠みん不足でいつでもどこでも眠りに入る特性を持っている。

　……それ以外にも理由はありそうだが。

「まあ、だいたいわかったけど……わざわざその姿で来るかね」

　クリスは今でこそ、可愛らしい白ロリ少女だが、普段は別の姿を持っている。

　わざわざクリスの姿で現れるなんて──

「負けられない戦いが、ここにはあるんだよ。一人暮らしにとってお米がどれだけ重要か、お子ちゃまの相あい川かわにはわっかんないかなぁ～」

　お前は松鶴家か。……あれ、なんかこの台詞言ったことがある気がする。

　まあいいや。

「せいぜい、迷めい惑わくを掛けないようにお願いしますよ」

「あいあーい」

　空返事をするクリスと、立ったまま眠ってしまったネネさんを尻しり目めに立ち上がり、ハルナたちの所へ戻もどりながら、もう一度溜息を深く吐いた。

　だって、見てしまったんだもの。

　なんか紙で出来た黒いドラゴン的なモノが。

　その時俺は確信した。

　こりゃあ、決勝戦はなんたらセクシーフェニックスＶＳなんたらセクシードラゴン。魔ま装そう少女らの一いつ騎き打うちになるだろう──とね。

『どこに　行ってたの？』

　戻ってみると、ハルナとセラはすでにおらず、ユーだけが迎むかえてくれた。どうやら、ハルナは第一試合に出るようだ。

「ん」俺は親指で体育館の隅を指す。

『ネグレリア』

「ああ、クリスとネネさんが、何故か参加してるみたいだ。変なことにならなければいいんだが」

『すでに　何かをしてるみたい』

　そんな、頭が痛くなるようなことを言われると怖こわくなってくるね。

　そして、大会が始まった。

　第一回戦。

　親子で参加しているお父さんとメガネの少年ペアと、ハルナ・セラペアの戦いだ。

　一いつ般ぱん参加の少年が手に持っているのは、ただ二つに折っただけの、クレヨンか何かでぐりぐり丸く塗ぬったつぶらな瞳ひとみの可愛い横顔の力士だった。

　まあ、こっちも一般参加ではあるが、なんというか、一般人ではないというか。

　ハルナと少年は、土俵にそれぞれの力士を置く。

　メガネの少年は「す、すげえ」と声を漏もらしていたが、その目には畏い怖ふが感じられず、ただ純じゆん粋すいにハルナの鳳ほう凰おうに感動しているようだった。

　やっぱり、子供はこうじゃないとな。

　相撲すもうが大好きだと顔に書いてありそうな町内会のおじさんが、立派な行ぎよう司じの格好で軍配をお父さんとメガネの少年の方へずいっと向ける。

「ひがぁ～しぃ～、四し国こくからやってきた黒船──山やま本もとの山～」

　上から読んでも下から読んでものあれみたいな感じになってるーっ！

　そのキャッチコピー必要なのか。と首を傾かしげていたのは俺だけのようだ。

　やれやれ。童心を取り戻したいモノだ。

　続けて、ずいっとハルナの方へ軍配を向ける。

「にぃ～しぃ～、全すべてのタマネギを焼き尽つくす漆しつ黒こくの炎ほのお──ダークインフェルノグリーンフェニックスの海～」

　とんだ迷惑こうむる炎だなおいっ！

　土俵に立つその雄お々おしき鳳凰の姿は、敵である少年のメガネの奥にある無む垢くな瞳を一層輝かがやかせていた。

「か……かっこいい……」

　いやいや、ダサいよ。主に名前が。

　少年の目には、それはそれは壮そう大だいに見える気持ちも分からなくはない。自分の力士が二つ折りの普通のモノならばなおさらだ。

「そうだろそうだろ！　にゃはははは！」

　敵から掛けられた言葉に、優ゆう越えつ感を覚えるハルナ。

　もう少し格好の良い単語があっただろ？　タマネギよりもさ。

「見合って見合って～、はっけよーい……のこった！」

　メガネの子供と、その後ろから手を伸のばしたお父さんが土俵の端はしをトントンする。

　対して、ハルナは堂々と腕うでを組み、セラが一人でトントンしていた。

　その細い指から奏かなでられる音は、まるでモーツァルトの調べのようだった。

　鍵けん盤ばんの上を踊おどるように指が跳はね上がり、そのリズムに合わせて鳳凰が跳とぶ。

　そのあまりの美しさに、少年もそのお父さんも、手が止まってしまう。

「今だ！」

　ハルナはセラを押しのけるようにして交代し、トントンを始めた。

　左手で←←→→↓↑↓↑トントン。右手で二回トントン。

　裏うら技わざコマンドを入力し続けていた。

　←X→BLYRA。

　みたいな。土俵の側面も利用してトントントントン。

　その指の速度は高たか橋はし名人のようだった。

　カカロッカカロッカカカカカカカカカロットぉ……はい、わかる人だけニヤニヤして下さい。

　その他にも、様々なコマンドらしきモノを入力し続けるハルナ。

　するとどうだろう。

　ごごごごご……

　体育館全体が小刻みに揺ゆれ動いている。

　地じ震しん？　いや違ちがう。これは、ハルナの裏技コマンドによって発生したモノだろう。

　魔装少女を知らない一般の方々には、想像も出来ないだろうが。

「拳けん拳けん体たい爆ばく光こう！　ジェノサイド・コーラっ！」

　ダークインフェルノグリーンフェニックスの海は空高く舞まい上がり、そしてそのくちばしからコーラを吐はき出した。

　一体どのような原理でそうなっているのかはわからないが、土俵はコーラでびちゃびちゃに。

　さらに、どういうことなのかの説明を求めると、魔法がうんぬんと言い出すであろう言い訳があることはわかっている現象が起こる。

　対戦相手のメガネ少年。その少年の服が、ぶりーんとはじけ飛んだのだ。

　こてん。

　力士が土俵で倒たおれ、歓かん声せいと拍はく手しゆに包まれる。

　そりゃあ、紙に水をぶっかけられたら倒れもするわな。

　いえーい。セラとハイタッチをするハルナを、ユーはじっと見つめていた。

『あれは　危険な技』

「そうだな。確かに危険だ」

　服が破れるなんてな。

　少し、ユーは緊きん張ちようを露あらわにしているようだった。

　それは、もうすぐ自分の出番だからなのか、それとも別の意味があるのか。

　いつも無表情のユーからは、それぐらいしか読み取ることが出来なかった。

　さて、おおよその予想通りにぽんぽんと試合は進んだのだが、一つおかしなことが起こった。

　てっきり、ハルナのなんたらコーラが原因で服がぶりーんってなったのだと思っていたが、どうやら違うらしい。

　一般人同士の戦いでも、何な故ぜか服が破けていく。

　ある人は袖そでがなくなり、ある人はビーズの稲いな葉ばさんぐらい短パンになり、ある人はシャツの裾すそが半分になったりしていた。

　……何かがおかしい。

　これが、魔装少女の紙かみ相撲ずもうなのだろうか？　奴やつらは衣服をすぐに修復出来るからな。

　クリスなんかはこの世界に長いこと滞たい在ざいしてるんだから、そういう常識は分かるはず──いや、そうか。今のクリスは、ただの酔よっ払ぱらいだったわ。

　何より気になったのは、服破けてるのに、みんな楽しんでいる状じよう況きようだった。

　まあ、確かに笑うしかないような状況だろうけども。

　さて、俺たちの番がやってきた。

『頑張』

「おう。漢字で『ガンバっ！』って書こうとした人初めて見たよ」

　小さな千代の富士。『チョコの富士』を手に、俺たちは体育館中央へ。

　広い体育館だが、土俵は一つしか用意されてなかった。

　やっぱり町内会の大会なんて、こんな規模なんだろうね。……と思ったが、なるほどハルナが一つ水みず浸びたしにしてしまったからか。

　対戦相手は緊張しているのか、一言も喋しやべらない奥手な男の子と、優やさしそうなお母さん。

「よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げると、向こうのお母さんも笑え顔がおでお辞じ儀ぎを返してきた。

「はっけよーい、のこった！」

　行司の声と同時に、トントンを始める。

　頑がん張ばれ！　負けるなチョコの富士！　ハルナとは違い、俺がトントンしても普通の紙相撲にしかならない。

　どんどん相手の力士に追い詰つめられ、いよいよ土俵際ぎわ──

　ぶりーん！　俺の服の袖が縦に裂さけた。

　まるで、バナナの皮を剥むいたように。

　ほんと、どういうことなんだろう。

『交代』

　このままじゃ危ないと、ユーに交代した。

　ユーの指捌さばきは、まるで海外ドラマのプログラマーがキーボードを叩たたくようだった。

　すると、チョコの富士は土俵際で倒れそうになりながらも、上手投げで勝ち星をあげる。

　ぶりーん。お母さんのスカートにスリットが！　人妻の太ももにドギマギしながらも、俺は見ないようにチョコの富士を取って、そそくさとユーの背中を押して離はなれる。

　トントン一つでこうも勝敗が変わるモノなのか。異世界人は違うな。

『下手』

　厳しい言葉だ。

「悪かったな」

『でも　楽しかった』

　ツンデレだーっ！　ツンデレが出たぞーっ！

「ああ、俺も楽しかったよ」

　ああ。なんて可愛かわいい奴なんだ。ユー。その無表情の裏に、うっすらと笑みがあるのを俺はわかってるよ！

　さて、次々と対戦が続き、一番気になるペアの番がやってきた。

　戦う相手は一般の方。

「よーっし、くりすやっちゃうかんねー。ひっく」

　酒さか瓶びんを持ちながら、ぶんぶんと肩かたを回して昭しよう和わのアニメキャラのようなやる気を見せる。

　そんなクリスの操あやつる力士は──

「にーし～、荒あらぶる盛り塩、シルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山～」

　黒いっ！　何色にしようか悩なやんだ挙げ句、色がぐちゃぐちゃになってきたからもう黒で塗ぬりつぶしてなかったことにしよう。という画えが浮うかんでくる。

　ドラゴンの大きさは、通常の力士に比べて二倍以上。

　この体格差を見るだけでも、勝敗はわかるだろう。

「見合って見合ってー、はっけよーい、残った！」

　行司の声に合わせて、クリスの指が高速で動く。

　片手、人差し指一本でトントンする様は、まるでモールス信号を発信しているようだった。

「さあて、ハイメガフレアやっちゃうよ～」

　などと、意味不明なことを口にしたクリス。何が起こるのか、俺にはわからない。

　ただ指先一つでダウンになるのだろうことしか、わからない。

　──その結果はすぐに現れる。

　どういう原理なのか、ドラゴンの口が開いて、そこからビームが発せられた。

　ビーム出ちゃった！



　紙相撲でビーム出ちゃった！



　激しい光に顔を背そむける。

　衝しよう撃げきに揺れる体育館の床ゆかに足を取られ、よろめいた俺が目にしたのは、黒くろ焦こげになっている力士と、一ミリも動いていないドラゴンの姿だった。

　あれほどの衝撃を生むビームを照射しておきながら、反動もない。

　高こう射しや砲ほうでもぶっぱなしたような衝撃だったのに。

　恐おそらく──あれは魔ま法ほうなのだろう。

　あまりの出来事に驚おどろきながらも、大きな拍手に包まれる体育館。

「やりますね」

「さすが、ヴィリエ史上最強の魔ま装そう少女と言われただけはあるな」

　セラとハルナは、全国大会優勝者のような貫かん禄ろくで、軽く拍手をしていた。

　そんな中、俺とユーはただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　常識外れすぎて、呆あきれるしかなかったのだ。

　ぎゅ。

　隣となりにいたユーが、俺の服を摘つまむ。

「どうした？」

『あれは　マズい』

「ああ、そうだな。一いつ瞬しゆんで紙が黒焦げになるなんて」

　ユーは俺の顔を見上げ、首をゆっくりと横に振ふった。

『この国が　滅ほろぶ』

　何事ーっ！　いきなり何を言い出してんのーっ！

　などと、心の中ではかなり動どう揺ようしてしまったのを隠かくしながら、詳しよう細さいを聞き直してみる。

「どういうことだ？」

『ハルナのダークインフェルノグリーンフェニックスの海が放つジェノサイド・コーラと　クリスのシルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山が放つハイメガフレア　この二つが起こす魔力変動と超ちよう振しん動どうは　日本列島を縮める』

「おお……あいつらのネーミングセンスのせいで全然頭に入ってこないけど、最後の八文字ぐらいで大変なことがわかったわ」

　んなアホな。

　それが率そつ直ちよくな感想だ。誰だれもが同じ感想を抱いだくことだろう。

　だが、それが魔装少女。

　んなアホな種族。

「縮めるってどういうことだよ」

『日本の面積二割減　←結論』

　どっかのアニメの歌詞で見たことがあるような書き方だったが、頭の悪い俺にはとてもわかりやすかった。

　何がどうなるのか、そんなことは俺にはどうだっていい。

　結果と、それを阻そ止しする手段。それだけわかればいいんだ。

　はあ……深く深く呼吸をして、気を静める。

「で、どうすればいいんだ？」

『ダークインフェルノグリーンフェニックスの海とシルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山は　戦わせてはいけない』

　つまり──俺とユーがチョコの富士で決勝まで行くしかないってことか……

　俺に紙相撲の才能があれば……な。





　順調に勝ち進むことが出来た俺とユー。

　準決勝、四組に絞しぼられた。



　ハルナ・セラペア──ダークインフェルノグリーンフェニックスの海。

　クリス・ネネさんペア──シルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山。

　ユーと俺──チョコの富士。

　マサオ君とマサオ君のお父さん──マサ錦にしき。



　当然、一いつ般ぱんの方も自然と入ってくる。

　さて、何な故ぜこの一般の方の名前を明かしたのか──

　準決勝第一試合──クリス・ネネさん対マサオ君とそのお父さん。

　これが、なかなかの良い勝負だったからだ。

「ひがーし～、俺より強い奴に会いたい──マサ～にーしき～」

　マサオ君の力士は、何故か道着を着ていた。

　どういう風にちぎれたのか、肩のところがぎざぎざになってるノースリーブの道着。

　同じように、マサオ君もそのお父さんもぎざぎざノースリーブだった。

「にーし～、荒ぶる盛り塩──シルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山～」

　対する、黒き龍りゆうは、マサ錦よりも二倍のデカさを誇ほこっている。

「はっけよーい、のこった」のかけ声と共に、体格差にめげることなく、マサオ君はトントンを始めた。

　後ろに立っていたマサオ君のお父さんはマサオ君のトントンに合わせて──

「はどーけ、はどーけ、しょーりゅ、はどーけ」

　なんて言いながら盛り上げている。

　実際、土俵の上で動いているマサ錦は、別段変わった動きを見せてはいなかった。

　しかし──巨きよ大だいなシルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山と組み合って、右回りに回転を始める。

「たいぐぁー、たいぐぁー、たいぐぁーあぱかー」

　マサオ君のお父さんがバリエーションを変えてきた！

　左手を添そえて、押し倒たおそうとしているのだろう。

　だが、やはり体格差でびくともしない。

　いや──

　ずず……ずず……僅わずかだが、龍が押される。

　その様子に、クリスがにやりと笑う。

「なかなかだけど、くりすのシルバーなんとかには絶対に勝てないよ」

　自分でも言うのが面めん倒どうくさくなっちゃった！

　なんという自信だろう。後ろで寝ねているネネさんの服が少し破れ、黒いブラジャー様がお顔を見せていたのだ。

　これにはマサオ君のお父さんもにやけてしまっている。

　何せ、爆ばく乳にゆうだもの！

　今、この体育館にいる全すべてのおっさんが、マサオ君のお父さんに無言のエールを送っていた。

　どれだけ服がはだけようが、ネネさんはそれを隠そうとはしない。このままだったら──ぽろりがあるかも知れない。

　そう思うだけで、鼻息が凄すさまじい勢いで出て行く。

　そんな思いが渦うず巻まく中、ネネさんが目を覚ます。

　くそっ！　これじゃあ服を隠してしまうじゃないか。

　そんな落らく胆たんと絶望の溜ため息いきが出たが──

「んー、あれ？　なんか服が破けてるような……まあいっか。くかー」

　胸むな元もとがぱっくり開いているのに、全く気にせずもう一度眠ねむりについた。

　ぐっとガッツポーズをするお父さんズ＋俺。むにっと凝ぎよう縮しゆくされているおっぱいに目を奪うばわれ、戦局を見ていなかった。

「さあて、そろそろ決めちゃおっかなー」

　マサオサイド優勢のまま進んでいたが、ここでプロレスラーが決め技わざに入るように右手を挙げて必殺技アピールをするクリス。

　まだ、やめてくれ。あと少し──ブラが吹ふき飛ぶまで──

　無情にも発動する、ハイメガフレア。

　まばゆい光と、揺ゆれる大地。

　黒焦げになるマサ錦と──マサオ君のお父さん。

　おとうさーんっ！

　なんという、とばっちり！

　だが、マサ錦は倒れない。

　執しゆう念ねん──それは、執念だった。

「うおおおおおおおおおっ！」

　溢あふれんばかりの歓かん声せいが、体育館を埋うめ尽くした。

　まさか、我々人外集団と渡わたり合える一般人がこの町内にいたとは。

　土俵際ぎわで、じりじりとドラゴンを押すマサ錦。

　それは最も早はや、もたれ掛かかっているようにしか見えない。

　しかし、着実に追い込み、それに比例して、ネネさんの服は破れていく。

　ぷち。

　とうとう、ブラ紐ひもが一本ちぎれた。

　さらに、もう一本……

　その度たびに歓声は上がる。

　あとは本丸を残すのみ。

　しかし黒焦げになったマサオ君のお父さんは、テンションだだ下がりで、もう一言も喋しやべらなかった。

「ハイメガフレアに耐たえるなんて……でもこれで、とどめ！」

　二発目のハイメガフレア。その衝撃により、ついにマサ錦は倒れ、マサオ君のお父さんのシャツが破れて散った。

　マサオ君のおとうさーん！

　ダメだ！　もはや体を隠すほどのテンションも残されていない！

　惜おしみない拍はく手しゆに包まれていくマサオ親子。

　ぽろりは実現しなかった。

　実現しなかったが……そこには夢があった。

　爆乳とそのブラが見えれば…………いいじゃない。





　やっぱり、クリスは決勝へ上がってしまった。

　となれば、準決勝第二試合。

　ここで、ハルナを下さなければ──

　しかし、どうやって？

「にぃ～しぃ～、全てのタマネギを焼き尽つくす漆しつ黒こくの炎ほのお──ダークインフェルノグリーンフェニックスの海～」

　腕うでを組んでアホ毛をピコピコさせている少女が、今日はまるで、ロードス島の巨神像ぐらいデカく見える。

　そして、不敵に笑うセラのおっぱいもまた、いつもより大きく見えていた。

「はっけよーい、残った！」

　俺が相手だからなのだろう。少しフライング気味にセラはトントンを始める。

　こっちは初めからユーがトントン役だ。俺じゃ相手にならんからな。

「ヘルサイズ殿どのが相手でも、容よう赦しやはしませんよ？」

　トントン。トントン。

　フェニックスを押し返し、土俵際へ追い込むユー。

　優勢。セラのチューブトップな服に亀き裂れつが入り、胸に押し出されてぶりーんとピンク色のブラジャーに覆おおわれたパイオツが──

　ぐへえ。何故か跳とび蹴げりをされた。

「直接攻こう撃げきはなしだろっ！」

「すみません。不ふ愉ゆ快かいでしたので、つい」

　すぐさま吸血忍にん者じやらしく黒いマントを覆うセラ。そう、今トントンしているのは、アホ毛の少女だった。

「今だ！」

　裏技コマンドを連続で入力し、えーっとあれだ。なんていう技だったか──

「ジェノサイド・コーラっ！」

　そうそう、それそれ。

　どういう原理なのか未いまだに理解に苦しむが、フェニックスのくちばしからシュワシュワの液体が溢れだし、にっちょりと土俵を濡ぬらす。

　そして、体育館が大きく揺れる。

　体勢を整えるためのトントンをユーが始めるが、チョコの富士の右みぎ腕うでがべろんと外側に折れてしまった。

　それと同時に、ユーの右手も何かに弾はじかれたように土俵から離はなれる。

　手が痺しびれたのか、ユーはそのまま左手だけでトントンを続けていた。

　そんなユーの腰こしに左手を回しながら、俺はトントンを始めた。

　俺がユーの右手になればいい。

「はん！　アユム如ごときがトントンしても無む駄だだ！　奇き跡せきでも起こらない限り勝てないんだからな！」

「そうだな。……奇跡でも起こらないと勝てない。その通りだろう──」



「だからこそ、やってんだよっ！」



　諦あきらめた奴やつに奇跡は起こらない。俺の言葉にユーは小さく頷うなずき、セラは楽しそうに笑う。

「にゃっははは！　とどめをさしてやるかんな！」

「うおおおおおおおおおっ！」

　土俵際でぶつかり合うチョコの富士とフェニックス。

　火花が散りそうなほどに、土俵が燃え上がらんばかりに、白熱していた。

　ユーが俺の右手に、痺れてしまった右手を添える。



　今、俺たちは、一心同体だ。



　するとどうだろう。奇跡は、わずかに起こっていた。

　あれほど強大だったダークインフェルノグリーンフェニックスの海の尾おが、土俵から出そうなほど、チョコの富士は押し出していた。

「いっけええええええええええええええええええええええええ！」

　奇跡なんて、いくつも起こしてきた。

　それは、小さな小さな奇跡かも知れない。

　でも、それらは確実に、奇跡なのだ。

「ふふ、私も起こしてみたいものですね、奇跡とやらを」

　そう言いながら、セラがハルナの後ろから手を伸のばし、トントンに加わった。

　俺だけではない。彼女たちもまた、小さな奇跡を起こしてきた。

　ヒーローはいつも奇跡を起こして勝利を得る。

　だが、敵が奇跡を起こせないとは限らない。

　奇跡と奇跡がぶつかりあい、そして、倒れる。

　同時。それは一見、同時に見えた。

「ダークインフェルノグリーンフェニックスの海～」

　勝者は──ハルナ。

　先ほど、べろんとなってしまった右腕が先に土俵についてしまい、チョコの富士は負けてしまった。

　右──つまり、俺が敗因だ。

　俺が、もう少し強ければ──

「すまん、ユー」

『私は　構わない　けど』

　そうだな。

　俺たちの気持ちなんかより、どうにかしなければならないことがあるんだ。

　まずい。まずいまずいまずい。

　これで、決勝はダークインフェルノグリーンフェニックスの海とシルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山。この両りよう雄ゆうで争われることが確定。

　それは、日本の終わりを意味していた。

　どうすればいいんだ。

　どうすれば──

　俺は焦あせっていた。

「にゃはははは！　あたしが勝ーつ！」

「くりすに勝てる訳ないじゃん。うぃ～ひっく」

　子供のような姿をした二人が、ドラゴンとフェニックスを繰くり出す。

　まるで、ポケットモンスターの決勝戦を見ているようだった。

「どうすれば……」

『酒を　奪うばう』

　そうか。その手があった。クリスが魔ま装そう少女でなくなれば、きっと魔法的なことは出来ないはず。

　機を──今はただ、機を待つんだ。きっとチャンスが来るはずだ。思わず時代劇の台詞せりふなのに「チャンスでございます！　殿との！」とか英語を言っちゃうぐらいの好機が。

　決勝は正に接戦で、ぶつかる度たびに電でん撃げきのようなモノが走る。

　クリスの服も、ハルナの服もかまいたちに切り裂さかれたようにびりびりと破けていく。

　そんな様を、俺はただ固かた唾ずをのんで見ることしか出来ない。

「にゃああああああああああああっ！」

　ハルナが裏うら技わざコマンドの入力に入ってしまった。

「あっはははははっ！」

　楽しくて仕方が無い様子のクリスもハイメガフレアの準備に入る。

　ここだ──ここしかない。

　入力を阻そ止しすると共に、二度と発動させないようにしなければ……

　俺は飛び込んだ。

　ビーチフラッグをするように、右手を伸ばして、体育館の中央へ。

　寝ね転ころがっているネネさんの体に覆い被かぶさるようにしながら、酒さか瓶びんを手にしたところで──

　ぶりーん。

　服が弾はじけ飛んだ。

「変態が飛び込んだーっ！」

　俺はクリスから酒瓶を奪って、ハイメガフレアを打たせないようにしようとした。

　幸か不幸か、裸はだかになったことで、クリスは呆ぼう然ぜんと俺を見上げている。

　発動せずにすんだのか？

　万ばん事じ休すか？

　空中に跳んでいたため、大地が揺ゆれていたのか分からない。

　ただ、下着一枚残すことなく、俺の衣類が木こっ端ぱ微み塵じんに弾け飛んだことしか……

　むにょん。ネネさんの爆ばく乳にゆうクッションにのしかかり、その衝しよう撃げきでネネさんがむせた。

「うぅ……何事？」

　俺はそこで、力ちから尽つきた。

　酒瓶に手が触ふれたが、クリスから奪うことは出来ず、がっくりと項うな垂だれる。

「す、すんません。ネネさん」

「あら？　あらあらあらあら」

　これには訳が──そう俺が言うより早く、ネネさんは俺の背中をポンポンと叩たたいた。

　わいわいがやがやと騒さわいでいるが、地じ震しんもなにもない。

　救えたのか？　俺は？

　クリスはただただ俺を見つめていた。

　そうか。酒瓶を取ることは出来なかったが、決死のダイブと突とつ然ぜんの全ぜん裸らに気を取られ、ハイメガフレアが発動しなかったんだ。

　守ったんだ……この国を……故郷を……

「言わなくても、大体わかる。苦労したんだね……アイランド君」

　ネネさんはぎゅっと俺の体を抱だいた。

　なんて良い人なんだ。

　コークスクリューブローを繰り出しても文句がない状じよう況きようなのに。

「ネネさん……相川っす」

　裸の男が覆い被さっているのに、どけとも言わずに優やさしく接してくれるネネさん。

　みんなこうならば良いのだが──

「な、何やってんだこんの変態！　ポリエロレンがっ！」

　ハルナが思いっきり俺の顔面を蹴けりに来た。

　それはジュニーニョ・ペルナンブカーノのフリーキックのような優しくも強きよう烈れつな一撃だった。もし俺の首が取れていたら、それはもう無回転で飛んでいくだろう。

「まあまあまあまあ…………」

　マサオ君のお父さんが、ハルナを止める。

　裸のまま蹴られる俺が、悲ひ惨さんに見えたのだろう。

「そうだぞ、ハルナ。話を聞いてくれ」

　立ち上がり、ハルナに説明をしようとした正にそのとき──

　ぶりーん。

　真まっ裸ぱだかが、二人。

　お父さんと、ハルナだった。

　しなるムチのようなハルナの怒ど濤とうの蹴り。

　あれ？　ハルナがここにいるってことは──

　試合はどうなったんだ？

　ゲシゲシと足あし蹴げにされつつ覗のぞき込んでみると、そこには悔くやしそうな顔のセラと、こてんと横に倒たおれている鳳ほう凰おうの姿があった。

　ハルナに代わってトントンしていたセラだったが、セラでは魔装少女のトントンには敵かなわないようで、敗北を喫きつしたのだ。

　倒れたダークインフェルノグリーンフェニックスの海。それに合わせるように、素すっ裸になったのだろう。

「うっきゅううううううううっ！」

　顔を真っ赤にさせて、アホ毛をピンと張る。

　ネネさんのときのような歓かん声せいは…………………………なかった。

「へ、変態じゃああああっ！」

　行ぎよう司じをやっていたお爺じいさんが何な故ぜか俺たちに興味を示した。

　さらに、パトカーのサイレン。

　いつの間にか、通報されていた。

　優勝したクリスは酒の飲み過ぎなのか、すでに眠ねむってしまっていた。

　セラは行司の目を盗ぬすんで、ダークインフェルノグリーンフェニックスの海を起こして、シルバーゴールドパープルブラックドラゴンの山を倒していた。

　さすが忍にん者じやきたない。

　俺はとぼとぼと体育館を後にする。入り口に立っていたユーに小さく頭を下げる。

「役立たずで、すまんね」

『歩あゆむは　役立たずじゃない　私だけは　知っている』

　そんなユーのメモに心を癒いやされながら、俺はマサオ君のお父さんと潔いさぎよく警察署へ連行された。

　今日、町内会の主しゆ催さいする紙かみ相撲ずもう大会において、裸の変態が出た。

　世間一いつ般ぱん的には、そうなっていることだろう。

　しかし、その裏で何が起こっていたのか、それはごく一部の者しか知らない。

　残った残ったとカバディのように言っていた裏で、日本が残ったことを。

　だが、それでいい。

　良かった良かった。



    

  
    
      

    

  
    
      「俺たちは確かに問題を起こしてきたかも知れない。でも、それらの問題を解決してきた。誰だれかに頼たのむのではなく、俺たち自身がだ。今回の三世界会議でも問題が起こらないとは思っていないが、その問題は必ず解決してみせる──それじゃダメなのか？」

　何回も何回も、同じことばかりを繰くり返して答弁している。

　それはまるで──国会のようだった。

「事前に阻そ止ししようという意思がないことが分かりましたね～。どうですか？」

　しまった。そんな返しをしてくるのか。

　大先生は、味方って訳じゃなさそうだ。

　そ、そりゃあ、まあ阻止出来ればそれに越こしたことはないけど。

　どう答えるべきか──くそっ。

「ユークリウッドくん」

　悩なやんでいると、アンダーソン君がユーを呼んだ。

「議長～。私はぁ、アユムさんに聞いてるんですけど～？」

「そうだそうだ！」「総理、答えろ！」「総理っ！」

「まず、ユークリウッドくんが答えた後に、相あい川かわくんに答えて貰もらいます」

　ありがとうアンダーソン君。助かる。

『情報が　こちらへ回ってくれば　対処する』

　そうだな。ユーの言うとおりだ。

　この問題は、俺たちだけの物じゃない。

　それは向こうの連中が言い出したこと。この会議が開かれた理由。

　それを、逆手に取る！

「みんな！　ここにいる全員が、今回の件に懸け念ねんを抱いだいているのなら──手伝って欲しい。俺たちだけで心配なら、手伝って欲しい。何でも良い。情報を回してくれれば、対処出来る。してみせるさ！」

　力強く、演説すると、ヤジはしーんと止やんだ。

「それは良い提案ですねぇ～。失敗したときの言い訳にされそうですがぁ」

　くっ、大先生のちくっと刺さす言葉が痛い。

「そういう意図は全くない。俺は純じゆん粋すいに、話し合いをして欲しいだけなんだ」

「じゃあお聞きしますがぁ、何か一つでも事前に阻止出来たエピソードはあるんですかぁ？」

「そうだそうだ」「いつも後追いじゃないか！」「発生してしまったら意味がないんだ！」

　確かにそうだ。

　夜の王のときもクリスのときも女体化のときも、いつもいつも俺は後手に回っている。

　何か、一つぐらいなかっただろうか？



　　　　＊



　それは、暑い夏のある日だった。

　いつものように居間でのんびりと、銀ぎん髪ぱつの少女とお茶していたんだ。

　プレートアーマーにガントレット。無口無表情の可愛かわいらしい少女、ユーだ。

　二人でちゃぶ台を囲んで、ぼーっとテレビを見ているだけの、だらけきった休日。

　しかしながら、日曜の昼なんて、ごく普ふ通つうの男子ゾンビ高校生魔ま装そう少女であるところの俺には、楽しいテレビ番組がない。

　子供は大人しく、外で遊んでこい。ということなんだろうね。

「ユーは、この番組面おも白しろいか？」

　トントン。机をペンが二度叩たたく。メモを見て欲しいという意思表示だ。

　彼女はとある理由から、声を出すことが出来ない。だから、こうしてメモを書く。

『別に』

　そう言いながら、ガントレットに包まれた手で、テレビのリモコンを俺に差し出した。

　チャンネルを変えても良いってことだろう。

　青く綺き麗れいな瞳ひとみ。じっと見つめられるだけで、頭が幸せでぽわぽわしてくる。

　可愛い女の子に見つめられるのは、良いことだ。

　いつもはもう一人、ポニーテールの美女が居間で一いつ緒しよにテレビを見ているのだが、今日は朝から姿を見せていない。

　一体何をやってるんだか。

　ぼーっとくだらないテレビを眺ながめていたら、アイスキャンディをくわえた少女が二階から降りてきた。

「アユムー。海にでもいかない？」

　身長は一四五センチメートル。栗くり色いろの髪かみのてっぺんから伸のびるアホ毛が特とく徴ちよう的な少女だった。彼女はハルナ。異世界からやってきた、図ずう々ずうしい居い候そうろうだ。

「俺は太陽が嫌きらいデース」

　鼻が高い風の口調で返す。どうでもいい感がよく出てるでしょー？

「干ひからびてればいいじゃん。貴重品の横で」

「海に入らせないんだ！　お母さん的な位置なんだ！　まあ、行くにしても足がないからなー。駅まで炎えん天てん下かを歩くだけでも干からびてしまうぞー」

『私も　歩くのは　億おつ劫くう』

「深刻な『足不足』だな。こんの引きこもり共が……あれ？」

　むーと唸うなったハルナが、くるりと顔を動かして、玄げん関かんの方を見る。

「どうしたんだ？　ハルナ」

「外に車の音が」

　アイスキャンディを噛かみ砕くだくように食べたハルナが、何かを察知したのかアホ毛をピンと張った。

　妖よう怪かいでも出たのだろうか？

　今にも髪の毛の間から目玉の妖怪が顔を出しそうなほどにアホ毛が直立していた。

「車の音ぐらいするだろ」

　道路があるんだから。なんて続けようとしたが、ハルナは嫌いやな予感がしているのか、少し顔を歪ゆがませている。

「いや、しなくなったんだ。……この家の前で」

　しなくなった？　たしかに、言われてみれば──

　となれば、話は一つ。ウチに用があるんだろうね。

「誰か来たのかな？」

　続いて、扉とびらが開く音がする。

　おいおい、ピンポンも「ごめんください」もなしかよ。

　と思っていたら──

「ただいま戻もどりました」

　現れたのは居候三人目。黒髪のポニーテールが萌もえポイントのお姉さんだった。ボイン、キュ、ボンのモデル体型は、どの角度から見ても美しい。

　クラスメイトのメガネは、彼女を見てこう思ったらしい。「なんという、おっぱいだ」

「セラ？」

「なんですか？　面めん妖ような顔をして。とどのつもり……気持ち悪いですよ？　その顔も」

「もって言うなよ。普段から気持ち悪いみたいに聞こえるじゃねえかよ。あと、とどのつまりだよ！　とどのつもりにはなってないよ！」

　なんだ、セラか。とがっかりした表情のハルナが、アイスキャンディの棒をタバコみたいにくわえながら覚めた目つきを見せた。

　きっと、変な事件が起こって欲しかったのだろうね。

　いい迷めい惑わくだ。

「葉っぱの人、車持ってたっけ？」

「いえ……まあ、借りて来たところです」

「へえ、お前、免めん許きよ持ってたのか」

「実は、教習所に通っていたのです。やっと仮かり免許を取れたので、里の仲間に車を借りたのですよ」

　ほー。セラだったら、一発で試験もパスしたんだろうな。

「これで、足が生えたな」

　にやりと口の端はしを吊つり上げたハルナに、なんだかむかついた。

「何のことです？」

「いや、暑いからさ、海に行こうって言ってたんだけど、深刻な足不足で困ってたんだ」

「それはそれは……実は、私も運転の練習をしたかったのです」

「それはちょうどいい」

「では、早さつ速そく準備をしましょう」

　なんて、勝手に決めてセラとハルナは二階へと上がっていく。

　海……海か……

　ゾンビになるまでは、大好きだった海。

　日光とじゃれ合って、砂と遊んで、波と戯たわむれる。

　ゾンビにとっては、一つ目が大問題なんだ。

　でも、せっかく車用意したんだったら、行ってみてもいいかな。

　そんな気持ちでいたら、トントンと机を叩く音。



『私は　いかない』



　え？

　俺はそのメモを見て驚きよう愕がくした。

　ユーは無口で無表情で出で不ぶ精しようだが、海とかイベントが嫌いではない。

　行こうと言ったら、一言も喋しやべらずに後ろをついてくる。そんな奥ゆかしい大和やまと撫子なでしこ魂だましいを持っている。

　だから、そんな事を言うのは不思議だった。

　別に見たい番組があるわけでもないのに。

「どうして、行きたくないんだい？」

　俺の問いに、ユーはスケッチブックを広げて、ペンを置いた。





　ユーと一緒にお留守番……しようかと思ったのだが、二階から降りてきた二人のビキニ姿に声が出なかった。

　ハルナはストライプ柄がらの、布地が小さい水着。それはもっとグラビアバディを持った美女が着る水着じゃないのか？　と言わんばかりのビキニだった。これをセラが着ていたら、下乳とか横乳とかがパないことになっていただろうに。

　セラはまぶしいまでに純白のビキニ。白い水着は透すける──という伝説があるが、それはむかーし昔の物語で、透けないように技術は進んでいるのだ。実に残念である。

　だが、俺は諦あきらめない。きっといつか、白い水着は透けるんだ。

　って、メガネのクラスメイトが言っていた。あくまで、俺の意見ではない。

「早すぎないか？　着き替がえるの」

　着替えてから行くなんて、小学生じゃないんだから。と呆あきれた顔を見せる。

「着いたらすぐに泳ぐんだから、別にいいじゃん」

「気が早すぎるんだよ」

「ぐだぐだ言わずに早く着替えてきて下さい。このクソ虫」

「俺もかよ！」

　郷ごうに入りてはなんたらかんたら。

　言われるがままに、俺は海パン一枚に着替える。

　お盆ぼん帰りの小学生のテンションじゃないとこんなことしないだろ。全く、どれだけ海に行きたかったんだろうね、ハルナは。

「じゃあ、行ってくるわ」

『気をつけて』

　出来れば、ユーの水着を楽し……じゃないや。ユーと一緒に海を楽しみたかったな。

　着替えの入ったカバンを持って、玄関を出る。

　靴くつも、全員ビーチサンダルだ。

　吸血忍にん者じやという人間離ばなれした連中の車──というだけで、ある意味車離れしたボンドカーみたいなモノが用意されているのかと思っていた。

　しかし、家の前に止まっていた車は、ごく普通の乗用車。ただの軽自動車にしか見えなかった。別段、おかしな点は見当たらないな。仮免許練習中のプレートがあるぐらいだ。

　後部座席に乗り込んだ俺は海パン一枚の格好で足を組み、窓に頬ほお杖づえをつく。

　その前、助手席にはハルナが乗り込み、セラは運転席へ。

「シートベルトしろよな」

「お前がルールを守るとはな」

　車内には新車の匂においがした。汚よごれも埃ほこりもない、綺麗なシート。シートベルトが素す肌はだに張り付くと気持ち悪かったので、カバンから着替えのシャツを出し──

「待てよ。おいセラ」

「何か？」

「確か、仮免が運転するときって、他ほかに免許取ってる人が同乗しなきゃいけないんだよな」

　シャツを着て、シートベルトを締しめながら、前も見ずに言う。

「だから乗ってんじゃん」

「は？」

　ハルナの声に俺は静止し、目をパチクリさせながら、シートから伸びるアホ毛を見つめていた。

「ほれ、あたしの免許証」

　すいっと、見たこともないカードを俺に見せる。

　顔写真付きの、きらきらと光るカード。日本のモノじゃないけど、運転免許証に見えなくはない。

「ホントかよ」

　水着しか着ていないお前は、どこからこのカードを出したんだと言いたいが、まあ財さい布ふぐらいあるか。

　なんて、ぼーっと眺ながめていたら──ハルナが追加情報を出してきた。

「プラチナカード」

　プラチナって何！　ゴールドまでしか知らねえよ！

　生年月日とＩＤ番号らしき数字の羅ら列れつ。裏には俺の家の住所が書かれている。

　でもプラチナって何！

「その免許証をコンビニで見せたら、肉まんが一〇％引き」

　すげえなプラチナカード！

　もう一度表を見ると、気になる記述がある。

「この、ＭＦ限定ってのは？」

　ＡＴ……オートマチック車限定ってのは聞いたことがあるが。

「ＭＦと言えばミッドフィルダーに決まってるだろ。わかれよな」

「なぜサッカー用語を運転免許証に明記してんだよ」

「あ、司し令れい塔とうな」

　その追加情報はいらねえよ！　いや、ミッドフィルダーは司令塔なのかもしれないけども。だからなぜそれを明記してるんだよ。

「あと、この草食系二種ってのは？」

　車種に草食系も肉食系もないだろうが。

「クロサイにも乗れるってことだけど？　わかれよな」

　あー、クロサイは二種なんだー。

　一種免許じゃ確かに乗らせてくれないかもなー。うん。

　なんか……ちょっとだけ……そう、ほんのちょっとだけ……羨うらやましいと思ってしまった。

「ふう。では、発進しますよ？」

　そんな俺の困こん惑わくを気にせず、セラはキーを回し、アクセルを踏ふむ。

　その声は、幾いく分ぶんか緊きん張ちようしているように思えた。そりゃあ、仮免取ったばかりだし、仕方が無いだろうね。

　ミッションじゃなくてオートマチック車で良かったよ。ドリフト走行などといった危険運転は難しいだろう。

「はいよ」

　ハルナに免許証を返すのと、発進に対しての返事を同時にこなし、俺は助手席のシートに顔面を埋うずめた。

　激しく揺ゆれる車内。がおんがおん。嫌いやな音がして──エンストした。

　いきなり発車失敗。大だい丈じよう夫ぶなのか？　全く。嫌な予感しかしないな。

　その時点で、俺はセラに運転の才能がないと気付くべきだった。

　どっかりとシートに深く腰こし掛かけて、再び頬杖をつく。

　すました顔で窓から我が家を眺めていたが、内心は穏おだやかではなかった。

　俺の緊張とは裏腹に、ハルナは動どう揺ようしていない。

「はい、エンジンかけ直してー」

　もはや、すでに教官の台詞せりふだった。笑うことも怒おこることもせず、淡たん々たんと指示をする。

　セラはキーを回し、エンジンをかける。

「では、気を取り直して──」

　ぶるんぶんぶんぶんぶん……

　どん。という表現が正しいだろうか？

　アクセルベタ踏みで、急加速を見せる。

　やっと発進した。という安あん堵ど感かんはなかった。

　恐おそらく、改造車だ。

　ニトロターボなのかジェットエンジンなのか、シートに押しつけられるほどのＧがのし掛かる。

　ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ……

「直線でドリフト的な音がしてるんですけど！」

「問題ありません」

　小さくそう返しながら、右に左にハンドルを切るセラ。路面が凍こおり付いていてもそんなにハンドル捌さばきを要しないだろ！

　乗るんじゃなかった。そう思うのが、遅おそすぎた。

「ハルナ！　なんとか言ってくれ！」

「最初はみんなこんなもんだって」

　味方は存在しないようだ。

　ぐいんぐいんとマリリン・モンローぐらいお尻しりを振ふりながら進む車は、すぐにびっくりするほど安定した。

「よーしよーし。あんたの直感は正しい。その調子でいこう」

「了りよう承しようしました」

　その調子でいかれても困るんだが──

「ぐへ！」

　思わず声が出てしまった。

　急ブレーキを掛けられたのだ。

　交差点の前にある一時停止。

「恋こい人びとが乗ってたら、一夜の恋が冷める運転方法だな」

　ハルナは何な故ぜか褒ほめ称たたえるような口調でそう言った。逆に見事な運転だ。

「何でもいいけど、交通ルールだけは守ってくれ。法定速度とかな」

「言われずとも守ってます」

　どん。

　また、急発進だ。どうやら、この衝しよう撃げきは慣れそうにない。

「だから速度を守れよ！」

「ちゃんと四〇キロです」

　なるほど、〇から四〇キロに一いつ瞬しゆんで加速した場合、こんなに衝撃があるのか。

　法定速度に、加速の事も触ふれてほしいもんだ。

「もっとゆっくり加速してくれ」

「残念ながら、この車の最低速度が四〇キロです」

　このスピード狂きようがっ！　徐じよ行こう運転する気無しかよ！　どんだけパワーのあるエンジン積んでんだよ！

「おいセラ。赤信号が」

「大丈夫です。いけます」

　きりっとした表情がバックミラーに映った。

　いけますじゃねえよ！

「あんたの直感は正しい。この信号は赤になってから青までに三秒かかる」

　なんだかハルナの後ろ姿が将官に見えてきた。

「よーし、なるほど。お前らが正しくないのがわかったわ」

　俺は必死にあの、なんて言うんだろう。ドアの上の所にある取っ手みたいな奴やつにしがみついていた。これ、名めい称しようあるのかな。

「免めん許きよ無い奴は黙だまってろよな！」

「赤信号ってのはな、『止まれ』じゃない。すでに『止まっていろ』って意味なんだよ。黄色が『止まれ』だと思って運転しろ」

「ぶつぶつとうるさいです。ゴミ虫のくせに」

「アユムにしては良いこと言うじゃん。──よし！　突つっ切れ！」

「どういうこと！　絶対話聞いてなかっただろ！　事故る！　これは確実に事故るっ！」

「当たらなければ、どうということはありません」

「そういう時に言う言葉じゃねえよ！」

「次右だな」

「わかりました」

「ちょっと！　なんでちょっと左に寄ってるんだよ！」

「アウトインアウトで曲がれば、今の速度で曲がれます」

「だからって左折レーンに入るなよ！　減速しろ！」

「出来る限り最高速で曲がる。Ｆ１では常識ですよ」

「プロの世界の常識を持ち込むな！　一いつ般ぱん！　ここ、一般！」

　などということがあり、ジェットコースターとか絶ぜつ叫きよう系が苦手な俺は、完全に意い気き消しよう沈ちんしていた。走馬灯という名の軽いダイジェストが展開されるぐらい、頭が回らなかったのだ。

　大通りを東へ進んでいたら、渋じゆう滞たいに巻き込まれた。

　隣となりに並んだ車や対向車のドライバーたちは、水着姿で運転する美女にニヤニヤしていた。

　セラはそういう目で見られることになれているのか、我関せず。

　ハルナは絶賛されたり注目されることが大好きな奴だから、ドヤ顔を見せていた。

　俺は一人、恥はずかしかった。

　絶世の美女と一いつ緒しよの車に乗りやがって。しかも水着。なんて羨ましい男なんだ。という目で見てくる。

　奴らはわかっていない。この車の本当の恐ろしさを。

　美人ほど、危険なモノはないという現実を。

　綺き麗れいなバラにはトゲがあるという格言を。

　そのまま、一〇分か二〇分。ずっと動かなかった。

　俺は生まれて初めて渋滞に喜びを感じていた。

　しびれを切らすのはいつも彼女だ。

　口を開いたハルナに──

「歩道が「空いてねえよ！」」

　声を被かぶせる。

　ずっと歩道を見ていたからな。絶対歩道が広いからそこを走ればいいなんて言うと思ったよ。誰だれがウィルソン・フィリップス上院議員になるものか。

「つまんない」

　ふくれっ面つらを見せて、呟つぶやくハルナ。

「そうだな。俺はその方がいいけどな」

　ふと、サイレンが聞こえる。サイレンには何パターンかあるが、この音はパトカーだな。子供の頃ころは救急車もパトカーも同じ音なのかと思っていたが、今なら音でわかる。

「歩あゆむ。呼んでますよ？」

　サイドミラーを確かく認にんしながらセラがぼそりと呟いた。

「俺じゃねえよ！　何罪だよっ！　むしろお前だよ！　道路交通法違い反はんだよっ！」

　パトカーは横をすーっと八〇キロぐらいの速度で過ぎ去った。

　結構、慌あわててるな。

「チャンスだ葉っぱの人。あの車を追え！　スリップストリームを使うんだ！」

　びしっと指をさすな！

「わかりました」

　いや、わかるなよ！　わかっちゃう気はしてたけど！

「全く、ぎゃーぎゃーうるさいですね。このバゲージお荷物が」

「重複しちゃった！　サハラ砂さ漠ばくみたいに言っちゃった！　頭痛が痛いとかアンケート調査とかみたいに」

「あーもう、うるさい！　いけ！」

　セラはハンドルを切り、パトカーの背後に付ける。

　空気を読む日本人なら絶対にしない、緊きん急きゆう車両の後ろ付け。

　確かにこの方法なら、誰にも邪じや魔まされずに先へ進めるだろう。信号が赤でも道を空けてくれる。

　全く、これだからガキは困る。

　交通ルールって奴をしっかり守って欲しいモノだ。暗あん黙もくのルールも含ふくめてな。

「何か事件ですかね？」

「家政婦が見たんだな」

「そんなドメスティックな舞ぶ台たいじゃないよ！　グローバルな世界で起こった事件だよ！　どんだけ守備範はん囲いの広い家政婦なんだよ！　イチローかっ！」

　俺のテンションが高めなのはみなさんお気づきのことと存じますが、しばしお許し下さい。

　怖こええんだよっ！　広い心を持っていられないんだよっ！

「最近の家政婦は凄すごいんだぞ。殺人犯を追い詰つめるんだからな」

「まあ、私たちもある意味、家政婦ですしね」

　そう言われれば、凄いような気がしてくる。

「あたしらだったら、どんな殺人事件でもテロリストでも簡単に倒たおせるよな」

「ええ。何か手伝うことがあれば──」

　ねえよ！　そんな事件は起きないよ！　だから手伝わなくてもいいんだよ！

　魔ま装そう少女に吸血忍にん者じやにゾンビ。確かにテロリストと張り合うには十分な戦力だろう。

「ちょっと警察無線を傍ぼう受じゆしてみよっか」

「そうですね」

「なんで出来るんだよ」

「趣しゆ味みだし」

　嫌いやな趣味だーっ！

　いとも容易たやすく行われるえげつない行こう為いを、俺はただ黙もく認にんすることしか出来なかった。

『犯人は東に逃とう走そう中！　繰くり返す！　犯人は東に逃走中！』

　ラジオから不ふ穏おんな言葉が漏もれていた。ホントに傍受したのか？

　と思っていたら、次々とパトカーが俺たちの横を通り過ぎていく。

　まるで、一緒にゴールしような！　と約束しておいてゆっくり走っていたら、ゴール前でいきなりスパートをかけたみたいに、誰もが我先にと車を飛ばしていた。

「なんだか、騒そう々ぞうしいですね」

「面おも白しろくなってきた！　アユムっ！　カバンからあたしの携けい帯たい取って」

「俺の携帯だよ！　まったく」

　カバンから黒い携帯電話（俺の）を出し、ハルナに手て渡わたした。

　どこへ掛かけたのかと思っていたら──スピーカーホンにして、警察無線を切る。

「私だ」

（俺の）携帯電話から聞こえてきたのは、偉えらそうな声だった。

「なあなあ、なんか面おも白しろそうな事件が起きてるのか？」

「む？　その声はマイダーリンではないな。私のドキドキ感を返して欲しいものだ」

　彼女の名前はサラスバティ。

　セラの上司で、吸血忍者の部隊を率いるちょっと偉い人。

　面めん倒どう臭くさい女として、ウチの学園では有名であるが、実はこの世界の平和を守ってる偉い人で、きっと警察などの事情にも詳くわしいだろう。

「サラス。セラフィムです。出来るだけ簡潔に、質問にお答え頂きたい。今、警察車両が数台通ったのですが、どうしてです？」

「何、海外マフィアの大物を警察が捕つかまえていたのだが、それを本国へ移送するために羽はね田だ空港へ向かってる途と中ちゆう、謎なぞの襲しゆう撃げきに遭あい、逃とう亡ぼうされたと聞いている」

　おおよそテレビの中、取り分けフィクションの世界でしか聞かないような話だな。

「ほう。で、どうするのです？」

「我々はただ、傍ぼう観かんするのみだ。人を罰ばつするのは、吸血忍者の本分ではないよ」

　吸血忍者は、警察の手伝いをしないのか。まあ、こいつらは妖よう怪かい退治の専門家だからな。

「だったら、あたしらで解決してやるか」

「ええ。ついでですしね。このまま追つい跡せきしましょう」

「なあ、サラス」

　ずいっと身を乗り出して、話に加わる。

「む？　その声はマイダーリンか」

「マジで言ってるのか？　海外とかマフィアとか大物とか──」

　あり得ねー。海外ドラマかよ。

「ああ、忍者の諜ちよう報ほう能力を侮あなどって貰もらっては困る。………………おい、まさか、今追跡と言ったが、車で追っているとか言うのではなかろうな？」

「そうなんだよ。今セラの車に乗ってたら、パトカーが「ダーリンっ！　今すぐそこから降りろっ！　悪い事は言わん！　セラフィムは──」」

　そこで、電話は切られた。

　……最後に嫌なフラグを残しやがったな。

「さーて、じゃあまた警察無線を傍受して、その大物って奴やつを捕まえるか」

　この作品で、まさかマフィアと警察が出てくるとは思っていなかった。

　まだ幽ゆう霊れいとかの方が現実味がある。誰だよマフィアのボスって。どこ出身だよ。

「よし、次を右に曲がれ！」

　ハルナの言葉に、俺はまた、あのなんていう名めい称しようなのかよくわからない取っ手をぎゅっと握にぎる。

「速度を落とせよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。ここはドリフトを用いれば、速度を落とさなくても曲がれます」

「そうじゃないんだよ！　その最速理論を思い直せよ！」

　ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ……

「あああああああああああああああっ！」

『オートマチック車で華か麗れいなドリフトとかを駆く使ししてカーブを曲がってはいけない』って交通ルールに付け加えて欲しい。すでにあんのかも知れないけど！

　曲がった先では、三台のパトカーが走っていた。

『本部、何者かに尾び行こうを受けています！』

『何？　奴らの味方か？』

　傍受した無線から、新たな情報が聞こえてきた。

「ほう、別働隊ですか」

「まあ、マフィアのボスを逃にがそうってんだから、そりゃあ別働隊もいるだろうな」

　まさか。まさかとは思うけど、今はまだまさかの段階にしておこう。

　ただ言えることは、どんどん事態が悪い方へ向かっている気がする。

「曲がりますよ」

　ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ……

　この人、ドリフトをモノにしていらっしゃるっ！

　オートマ車でこれほど鮮あざやかなドリフトをするなんて、仮かり免めんとは思えないな。

　時速八〇キロほどの速度で、豪ごう快かいに右折をした。

『不ふ審しん車は右折しました！』

『よし！　奴らを追え！』

『了りよう解かい』

　傍受した無線から、新たな情報の追加情報が聞こえてきた。

　……………………うん。やっぱり俺の思ったとおりだわ。

「あのー。ちょっといいっすか？」

「なんだよこのバユムがっ！　今どう見ても忙いそがしいだろ！」

「もしかして、今のって、この車の事じゃない？」

「そんな訳ないだろ！　あたしらは正義の味方なんだから」

　だったらいいんだけど──

「さっき見かけた三台が、こちらに来ていますね。わざわざＵターンしたんでしょうか？」

「なかなか目の付け所がいいじゃない。ハルナちゃんと同じルートを選ぶなんてな！」

　そーなのかなー。なんか、一つズレがあるような気がしてならない。

『なんて運転テクニックだ。このままだと引き離はなされる！　応おう援えんを！　応援をお願いします！』

『わかった！　特とく徴ちようは！　どういった車種だ！』

『軽自動車……特徴は……仮免……練習中？』

『なんだと？』

『犯人の車は、仮免練習中というプレートを付けています！』

「やっぱりだーっ！　犯人を追うどころか、犯人側にされてるーっ！」

　今話をしてたのって、後ろの三台のどれかだって！　ほら、なんか無線機的なのを掴つかんでるし！

　後ろを追いかけてくるパトカーを眺ながめていたが、顔を見られるのは不ま味ずいと、俺は後部座席の上で体育座りをして固まっていた。

「おかしな事を言いますね。我々がマフィアに見えますか？」

「吸血忍者はほとんどマフィアだよ！」

「あたしそんなんじゃないし」

「魔装少女はもっと質たちの悪い連中だよ！」

　ダメだ。もうダメだ。

『犯人グループは南下。恐おそらく羽田空港を目指していると思われます。緊急配備を！』

　あれ？　これは俺たちの事じゃないな。きっと、マフィアの大物とやらが乗った車の事を言ってるんだろう。

「違ちがうな」

　ハルナは涼すずしい顔で、窓の外を眺めながらそう言った。まるで、刑けい事じ部長のような口ぶりだ。

「と、言いますと？」

「元々、そのボスは羽田空港へ行く途中だった。飛行場を目指すなら、空港かその近くに来てから襲おそうだろ？　目的地にするとは考えられない。それに、飛行場だと飛び立てる場所が決まっているから、すぐに包囲される。つまり、奴らの狙ねらいは──海だ」

「東とう京きよう湾わんですか。確かに、数ある港のどれから出航するかは、すぐにわからないでしょう。ならば、お台だい場ば──」

「いいや、奴らの狙いは川かわ崎さき港こうと見た！」

「ふむ……羽田空港に行くと見せかけて、さらに南下するということですか」

「そうだ。フェイクを仕し掛かけないと、すぐ特定されちゃうからな。きっと、お台場とか千ち葉ば港こうの辺りにも何かしらの騒さわぎを起こしてフェイクを仕掛けてるだろうな」

「サラスに確かく認にんしてみましょう」

　セラが携帯電話（俺の）を弄いじっている間に、ふと気がついたことをぶつけてみようと思った。

「なあ、二人とも」

「何？」

「なんでしょう？」

「いつの間にか、高速道路に出てません？」

　どうも車の気配が少ないと思ったら──アスファルトに白い文字で『湾わん岸がん線せん』という文字を見つけた。

　確か、この辺りにあるのは首都『高速』湾岸線。

　でっかいトラックばかりが走ってる訳だ。

　ビルも全然見えないし、空はまるで海のように青いし。

「今いま頃ごろ何を言ってるんです？」

　やっぱりかっ！　これ高速っ？　いや、速度は高速で間違いないけども！

「料金所のおっさんを見なかったのに」

「ええ。ＥＴＣがありますから」

「時速一〇〇キロをゆうに超こえてるよね？」

「高速道路ですから」

「俺は降りる！　車を止めろ！　ここで降りるぞーっ！」

　もう我が慢まんならん！　事件から離り脱だつさせて貰う！　物語の主人公がどうとか知ったことか！

　──って、あれ？　あ、あれあれ？

　ドアが開かない！

「チャイルドロックが掛かってますよ」

「何それ！」

「子供がドアを開けないように、ロックする機能だ」

　教官の補足説明に、俺は絶望した。

「何その誘ゆう拐かいに適した機能……」

　殺される！　俺は近代文明に殺される！





　それからどれだけの間、走り続けていただろうか。

　そろそろ羽田空港がある辺りだろう。長い長い高速道路の向こうに、検問所が見える。

　何台ものパトカー。盾たてを持った機動隊。

「止まりなさいっ！」

　メガホンからの怒ど声せい。

「あれは……我々に言ってるのでしょうか？」

　そうだよ！　と言いたかったが、もはや恐きよう怖ふで声が出なかった。

「いや、ハルナちゃんは正義の味方だからな。……あれは、敵のスパイだ」

　あんな数のスパイがいるなら、もっと楽にマフィアのボスを逃にがせられるよ！

「ならば、引き返しますか？」

　あ、それはありかもね。っていうか、潔いさぎよく捕つかまってしまえよもう！

「私の計算では、時速二五〇キロで突とつ破ぱ出来ると思いますが──どう思います？　ハルナ」

　セラさん、何言ってんの？　そして、この車は何キロまで出せるんだ？

　ハルナは満足げに腕うでを組んで、大きくこう言った。



「言ったはずだ！　あんたの直感は正しいっ！」



「了解しましたっ！」

　マジかっ！　マジで言ってんのかっ！

　ぐん、とスピードを増す。

　一体どういう魔ま改かい造ぞうを行ったのか。一五〇……一八〇……速度はついに、二〇〇キロを超えた。

　そして──激しい衝しよう突とつ。

　まるでボウリングのように、張られた包ほう囲い網もうを突破する。

　車体はへしゃげ、フロントガラスは割れ、ドアは歪ゆがみ、それでも車は走っていた。

『例の軽自動車がバリケードを強ごう引いんに突破！』

『なんて奴やつらだ！　バケモノかっ！』

『俺は見た！　確かに見たぞ！　仮免許練習中のプレートをっ！』

　これで、確定してしまった。

　もう、逃げられないだろう。俺たちは、きっと指名手配だ。

　超ちようスピードのまま高速道路を抜ぬけ、一いつ般ぱん道路も爆ばく走そうするセラ。

　ドリフトを駆く使しして右折左折を繰くり返す。

　何かの装置がいかれたのか、ワイパーがゆっくりと作動していた。

　さすがに、二五〇キロで突つっ込んだんだ。仕方が無い。

　ここまで来たら、もう俺は腹をくくっていた。ただ背筋をピンと張って、手は膝ひざの上。

　悟さとりを開いた僧そう侶りよのように、穏おだやかに、ただじっと蜘く蛛もの巣すが如ごとくひびが入り、ところどころ割れているフロントガラスの向こうを眺めていた。

　そう、青い、空を。

「いた！」

　ハルナが叫さけんだ。

　見れば、横に一台のワゴン車が、異様な超スピードのまま、南下を続けている。

　パトカーの追つい跡せきは、まんまと振ふり切ったのだろうか、一台だけだった。

　明らかに、あれがマフィアのボスさんが乗ってる車だろう。間違いない。

　あえて首都高速を避さけ、一般道から川崎港を目指していたのだ。警察は完全に裏をかかれていた。

　もしかしたら、本当にスパイがいて、偽にせ情報を流していたのかも。

　なーんて考えてたら──

「いきます！」

「いっけええええええええええっ！」

「いやあああああああああああっ！」

　その横っ面つらに、激げき突とつした。

　黒のワゴン車はガードレールをへし曲げて停止。

　俺たちの車はぐるぐるとスピンして、路上駐ちゆう車しやしていた車の間に、綺き麗れいな形で縦列駐車した。

　こうして、ハルナとセラは車から飛び出して、マフィアのボスを捕ほ縛ばく。

　後でやってきた警察に、引き渡わたしていた。

　きっと、明日あしたの新聞には一面で、『水着美女、お手て柄がら！』みたいな記事が躍おどることだろう。

　そんな様子を、ずっと車の中で眺めていたのが悪かった。

　仮かり免めん練習中の軽自動車に乗っていた俺は、車内から引きずり下ろされる。

　弁明の余地は、なかった。

　夕日が、太平洋に落ちていくのを眺めながら、ぼそりと二人が呟つぶやいた。

「この海を、ヘルサイズ殿どのにも見せたかったですね」

「ああ、そうだな。あと──家政婦にも」





　と──そこまで紙かみ芝しば居いを見せられて、俺は大きく笑った。

「いやいや、さすがにそんな事にはならないさ。ユー」

　セラの車で海に行きたくないと言いだしたユーは、その理由をスケッチブックに書いていた。

　いや、書いていたのではなく、描えがいていたが正しいな。

　紙芝居形式で、わかりやすく説明をしてくれたんだ。

　魔力でペンを動かせるのは便利でいいね。ほんの五分ぐらいで、ユーの懸け念ねんしていることがわかった。

　まあ、確かに、セラだったらそんな危険運転をするかも知れないが、さすがにマフィアのボスを追いかけたり──なんてのはリアリティがなさ過ぎる。

「準備出来たぞー」

　二階から二人の少女が降りてくる。

　ハルナはストライプ柄がらの、布地が小さい水着。それはもっとグラビアバディを持った美女が着る水着じゃないのか？　と言わんばかりのビキニだった。これをセラが着ていたら、下乳とか横乳とかがパないことになっていただろうに。

　セラはまぶしいまでに純白のビキニ。白い水着は透すける──という伝説があるが、それはむかーし昔の物語で、透けないように技術は進んでいるのだ。実に残念である。

　だが、俺は諦あきらめない。きっといつか、白い水着は透けるんだ。

　とそこまで考えて、俺は「はっ」と気がついた。

　それは、スケッチブックに描かれた紙芝居の、正に一枚目と同じだったのだから。

　まさか。いや、そんなことは。

　そのまさかを確かめるために、俺はちゃぶ台に置いてある携けい帯たい電でん話わを取る。

「私だ」

　偉えらそうな声。吸血忍にん者じやの部隊長をしている、面めん倒どう臭くさいことで有名な女。サラスだ。

「なあサラス。いきなり変なことを聞くが、今、マフィアのボスを移送しているとかいう話を聞いてるか？」

「マイダーリンからそんな言葉を聞くとはな。確かに、今は羽田空港へ移送中だが？　む？　ちょっと待て。──何っ！　なんというタイミングだ。実に興味深い」

「まさか……襲しゆう撃げきに遭あって逃とう走そう中とか？」

「なっ！　……正解だ。クソダーリン、何な故ぜこの事を？　予言とは面おも白しろい。そうそう、こちらからも予言をさせて貰もらおうか」

「ん？」

「きっと、仮免を取ったセラフィムが、ドライブをしようと言ってくるだろう。クソダーリン。セラフィムの運転する車には乗るな。──絶対に、だ。あれは最も早はや車ではない。ただの、悪あく魔まだ」

　はは、まさか……な。そんな訳、ないない。

「何やってんのアユム？　ほら、行くぞ」

「いや、俺はなんというか……」

「心配しなくても、ハルナは免許を持ってるんですよ？　仮免なのは私だけです」

　まさか……まさか……っ！

「プラチナカードだ。コンビニで出すと肉まんが一〇％オフになるんだからな」

　俺は、震ふるえる声で聞き返す。

「司し令れい塔とう……限定の？」

「ほえ？　うん、当然だろ？　ハルナちゃんなんだから」

「クロサイにも、乗れる？」

「ほえ？　まあ、この免許証だったらキリンとかにも乗れるけど？」

　俺は、ユーの顔をマジマジと見つめた。

　家政婦（ユー）は、この風景をすでに見ていたんだ。

　そう、家政婦は見ていた。全すべてお見通しだったのだ。

　事件を、そして──

　未来を──

　こうして、俺は海を諦めた。

　だって、もう見たもの。

　俺だって、家政婦の一人なのさ。



    

  
    
      

    

  
    
      「吸血忍者の方々に聞きたい。俺たちの通報で、マフィアのボスを川かわ崎さき港こうで捕ほ縛ばくすることが出来た。そういう事実があったはずだ。俺たちはこれまでも、そしてこれからも、この国、この世界のために動いてきた。情報さえ回してくれれば、事前に察知することは可能なんだ」

「アユムさん、同じ答弁しか出来ないようですねぇ～」

　そうなるように、誘ゆう導どうしてきたんだろ。ほんと食えない奴やつだよ。

「何度でも言うさ。今回は、この世界だけじゃない。三世界全てに関かかわる問題なんだ。だからこそ、やらなければいけない！　やらなければ、変わらない！」

「んー、反対意見の方は、変わらない今がいいって感じじゃないですかねぇ～」

　そうだそうだと後押しするようにヤジが飛ぶ。

「そんな考えの皆みなさんに聞きますがぁ──」

　くるり。

　大先生は体を反転させ、満面の笑えみを五〇〇人に向ける。



「ずっと変わらない。とでも思ってるんですか～？」



　ざわめきたつ会場。

　その小中学生にしか見えない小さな容姿、可愛かわいらしい無む邪じや気きな笑顔の奥から、有う無むを言わせぬプレッシャーを発していた。

　その場にいた全員が、それを感じているだろう。

　その、絶対的強者の『力』を。

「刻一刻と、その時は迫せまってますぅ。女王がこの世界に攻せめ込むのは時間の問題だと思いますよぉ？　私は、今回の三世界サミット、賛成ですぅ」

　しんと静まり返る。

　まさかの裏切り──いや、大先生は元から誰だれの味方でもなかったのだ。

「以上で、討論を終結いたします。これより、採決いたします」

　投票？　見れば、議長席にボックスが。

　なるほど、これで否決されれば、吸血忍者は頭領を、冥めい界かい人は王を、ヴィリエは女王を呼んでくれないってことだな。

　誰か一人でも欠ければ、成立しないのはわかってる。

　ぞろぞろと整列して投票へ向かう人々。

　そのほとんどが見たことのない人物だ。

　ユーがいるせいか、いつもいつも俺の周りで事件が起こっていたが、こんなに関係者がいるんだな。

　いや、これはごく一部だろう。

　発言力、権力を持った人間たちが集まっているに過ぎない。

　代表者たち。

　だからこそ、ここで賛成して貰もらえるなら、三世界会議は成立する。

　投票の結果は──

　賛成──三二票。

　反対──四四八票。

　圧あつ倒とう的てき多数で、否決された。

　クソっ……

　最初から、質疑なんて意味がなかったんだ。

　反対する奴は、最初から反対することしか考えていない。

　この会議は、阻そ止しするための会議だったんだ。

　この結果に不服を申し立てた人物がいた。

「……ふざけんなよな！　アユムは全部ちゃんと大だい丈じよう夫ぶだって言ってたじゃん！」

　ハルナだ。

　お前……………………いたのかよっ！　こっちにいろよっ！　なんで敵側の席にいんだよっ！　こっちこいよ！

「結果は結果。そうじゃないか？」

「うっさいっ！　そもそもなんだあんたら！　アユムが気持ち悪いだの、性格悪いだの、トイレ長いだの言って──」

　それらは一つも言われてなかったけどね。



「とにかく！　代案も出さない奴が文句言うなってーのっ！」



　ヤジはその一言で全すべてなくなってしまった。

　正論。

　そこにあったのは、その言葉だけだ。

　それを言っちゃあおしめえよ。そんなレベルの、正論だ。

「それとこれとは話が別だ。今回の議題は三世界サミットに賛成なのか否いなかであって、方法についての議論では──」

「うっさい！」

　有無を言わさぬ、ハルナ。

　こうなってしまったら、もう何も聞かないだろうと、誰もが気付いていた。

　それを一番知っていた一人の少女が手を挙げる。

「あのぉ～だったらぁ、相談なんですけどぉ？」

　大先生だ。

　恐おそらくここにいる人間のほとんどが束になっても勝てないであろう化け物。

　その提案に、皆みな耳を貸すしかなかった。

　彼女に意見できる人間がいるとすれば、一人だけ。

「ここは、部外者というか、むしろ当事者に決めて貰えばいいんじゃないかな？」

　冥界最強の女性、ネネさんはあくび混じりにそう言った。

「私が言いたかったのもそれですぅ～。気が合いますねぇ～」

　次に視線が集まった先は──平ひら松まつだ。

「わ、……私ですか？　……その……お話を聞いてても……よく分かっていないんですけど……相あい川かわくんがすることだったら……賛成したいかな」

「はい、決まり。この漆しつ黒こくお下げは一万票分なっ！」

　笑顔で手を叩たたくハルナ。

　しかし、その場にいる人間たちは不ふ機き嫌げんそうだった。

「仕方あるまいな。一万票が賛成に投じられたのであれば、文句の付けようもない」

　笑顔を見せるサラス。吸血忍にん者じやの総意を代表して反対を表明していたが、サラスは賛成だったようで、嬉うれしそうな声を出していた。

　しかし、その場にいる人間たちは不機嫌そうだった。

「あっははは、いつもこうやって強ごう引いんに解決させるんだね。いいじゃないか。面おも白しろそう」

　ネネさんの軽快な声。

　しかし、その場にいる人間たちは不機嫌そうだった。

「あのぉ、一つよろしいでしょうかぁ？　そもそも今のこの状態もぉ、三世界サミットみたいなもんじゃないですかねぇ～？」

　大先生のおっとりとした声。

　しかし、その場にいる人間たちは──

「「あ、ほんまやっ！」」

　友紀みたいなアホな顔をしていた。

「賛成多数。よって本決議は可決されました」

　アンダーソン君の言葉に、んなアホなと言った顔が向けられる。

「今回の会議を見る限り、やっぱり、三世界サミットをまとめられるのは、相川たちしかいないと思う。冥界にもヴィリエにも出来ないこと──みんなでそれをバックアップすればいいんじゃないかな？」

　アンダーソン君。

　サラス。

　友紀。

　ネネさん。

　大先生。

　そうさ。俺にはハルナやユーやセラだけじゃない。

　こんなにも仲間がいるんだ。

　どの世界にも負けない、最強の軍団が。

　その事実に気付いたのは、俺だけじゃない。

　あれだけモヤモヤしていた五〇〇人あまりが、この可決に対して拍はく手しゆをしていた。

　信じてくれるようだ。そして、後押ししてくれるようだ。

　俺たちを。





　こうして、国会風の完全な茶番は幕を閉じ、俺たちは家路へとついた。

　いや、茶番じゃないな。

　俺はみんながああいう場を作ってくれたから、再さい認にん識しきすることが出来た。

　簡単に決めてしまったことだけど──

　世界を揺ゆるがす大事件になりかねないんだよな。

　でも、これで三世界のトップを呼ぶことが出来る。

　それも、明日あした。

　それぞれのスケジュールの空いていたのが、たまたま明日だったそうな。

　なるほど、だから、あの国会風家族会議は今日やっておかないといけなかった訳だな。

　心の準備は出来てるさ。

　準備をさせてくれたんだ。あの場にいた、五〇〇人程度の仲間たちが。

　すっかり暗くなった夜空を見上げて、俺は星のように煌きらめく希望を胸に、ぶるっと体を震ふるわせる。

　冬の北風が寒い訳じゃない。

　武む者しや震ぶるいさ。

　もう、明日集まるんだから。

　冥界の王の一人、デューヴァイス。

　ヴィリエの女王、リリア・リリス。

　吸血忍者の頭領──

　ん？　携けい帯たい電でん話わが鳴っている。

　友紀からか。

　ついさっきのことなのに、まだ何か話すことがあるのかね？

「どうかしたか？　友紀」

「あ、相川……大変だ！」

　耳元で大声を出されて、俺は一いつ瞬しゆん携帯電話を耳から離はなした。

　もう一度携帯電話を耳に当てて、友紀の言葉に俺は目を丸くした。

「頭領が……頭領が刺さされたっ！」



    

  
    
      
　あとがき




　皆みなさんこんばんは。えー、一人暮らしをしていると、「どうせ好きなモノばっかり食べてるんでしょ？」だの、「野菜食べてないでしょ？」だのと言われます。

　いやいやいやいや……

　そら、好きなモノ食べるでしょうが！

　嫌きらいなモノを食べて過ごしてる人間の方が少ないわ！

　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、「好きなモノばっかり食べてるんでしょ？」ってのはええわ！

　なんで好きなモノ＝野菜以外と決めつけるのか！

　野菜好きですけど！

　恐きよう怖ふの野菜男ですけどっ！

　好きなモノばかり食べてるよ！　サラダばっかり食べてるよ！

　行きつけの店で頼たのむ優先度はまず白飯。次にサラダで次が魚。肉は鳥が一番好きで、次が豚ぶた、最後に牛だからね。

　特に牛肉は嫌いの部類に入りますし。

　ロースとかサーロインとかカルビとか、脂あぶらがのってる肉が大っ嫌いです。

　漫まん画が家かさんとか他ほかの作家さんのご褒ほう美びって基本的に焼き肉なのが玉に瑕きず。

　最近はもう見知った仲でしか、飲みに行かなくなってしまいました。

　ヒレとかモツとかハラミとかだったらまだマシかな。

　焼き肉よりもハンバーグが好きですかね。

　牛ぎゆう丼どんとかもあのままじゃ食べきれないですねー。

　食の『王道』とは何か？　ということを考えたとき、私はこういう結論に至りました。

『子供の頃ころに食べていたモノ』であると。

　私にとって、牛丼とは親子丼みたいな卵とじが王道。

　なんで牛丼屋は卵とじにしないのかが不思議で堪たまらない。

　そういう間ま違ちがった『王道』を食べてきたから、みんなとは別のモノが好きになるんでしょうね。

　去年に荻おぎ窪くぼへ引ひっ越こしたんですが、今一番よく行く店は『もつ吉きち』さんです。

「どんな店？」と言われれば、いつもこう答えます。

「そうだねー。オススメはなんですか？　って聞くと、確実に魚を勧めてくる、もつ鍋なべの美お味いしい店」

　なんで魚やねん！　『もつ吉』やー言うてんねん！　もつ勧めろやっ！

　ってところが大好きです。

　京都から直送してるとかなんとかで、毎日その日に上がったばかりの魚を置いてるんですよね。

　だから、刺さし身み盛り合わせとか、毎日モノが違ちがっていて、鉄板であるマグロとかサーモンが刺さし盛りに入ってる方が珍めずらしいぐらいです。

　だからこそ魚をオススメしてくるんですけど、結局一番美味しいのは『もつ焼き』だったり、『もつ吉サラダ』だったりするんです。

　そして、やってくるお客さんは『もつ鍋』を求めてくる。

　そんなお店、もつ吉。

　あと、可愛かわいい店員が──げふんげふん。

　魚がオススメだけども、その店の『王道』である『もつ焼き』が一番良い。

　はい、ここ！　このあとがき後半の伏ふく線せんだからね！

　もうこういうの、言っておかないと誰だれも分かってくれないような気がするんで、言ってみました。

　今回のテーマは『冒ぼう険けん』です。

　はぁい！　ここ！　このテーマも後々掛かかってきますからねー。

　まあ、何が言いたいかと言うと、見た目で判断するなということです。

　もつ吉だからと言って、もつをオススメするとは限らない。

　一人暮らしだからと言って、サラダを食わない訳でもない。

　さて、ついでに聞いて下さいよ。

　見た目で判断すると言えばね、マクドナルド行ったんですよマクドナルド。

　そのときは確か、ポテトが全サイズ同じ値段みたいなキャンペーンやってて、私はダブルチーズバーガーとポテトＭを頼んだんです。

　で、待ってたら──

「ビッグマックでお待ちのお客様～」

　一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいましたよ。

　だって、私しか客いなかったんですもの。

　ビッグマック頼んでないんですもの────っ！

「あ、あの、ダブル……チーズバーガー……なんすけど」

「あー、すいませ～ん。ダブルチーズバーガーと、ポテトＬお待たせ致いたしました～」

「いえ……あ、はい」

　どないやねん！　見た目か！　見た目やろ！　お前見た目でビッグマックとポテトＬやと思ったやろ！

　根っっ本的にっ！　注文間違えんなやっ！

　ダブルチーズバーガーでも豚っぽいやろがっ！

　って、誰が豚やねん！　豚より魚が好きの木村です。





　──ということでね。たまには、『皆さんこんばんは、〇〇の木村です』

　──の、〇〇を長めに取ってみようと思ってやってみました。

　今回はたまにやってくる短編集。

　やっと短編連れん載さいが終わったので、あってもあと一回ってところかな。やれやれだぜ。

　作家を志す人は分かってくれると思うんですが、書いていて一番楽しいのは、伏線を張るところ。書いていて苦痛なのは、話を終わらせるところなんですよね。

　ラノベ作家や漫画家になろうとして、話を書き始める人はたくさんいるでしょうが、その話を終わらせられる人間は、実は少ない。

　短編とは、それを毎回やらなければならない。

　話を終わらせる力を持っている人は、尊敬しますね。

　ゾンビの一巻で、ハルナが茶ちや髪ぱつで日本名なのはハーフだからーとか、病院に現れたシロナガは実は京きよう子こを狙ねらっていたーとか、そんな裏を考えていた頃が一番楽しかった。

　今はもう、張るのではなく、引き寄せる作業。

　本当なら七巻で出すつもりだった悪あく魔ま男だん爵しやくの娘むすめを次で出せそうかな。

　こんなに続くとは思ってなかったので、だらだらと伏線が伸のびきって、誰も覚えていない可能性がありますが、まあそこは高校生の時に作ったからという言い訳を使い続けるとして──

　そういう意味では、新作を書いていると楽しいです。

　私はキャラクターを作るとき、それぞれに過去を作ります。

　どうやって生きてきて、どういう価値観を持っていて、主人公たちと出会ってどう変わっていくのか。話を書く前に一度全部考えます。

　今や、三人キャラがいたら、一人は無口キャラだったりしますよね。

　それは別にいいんですけど、無口キャラって、過去に何があって無口になったのか──という説明がないことが多いと思うんですよね。

　その子が何な故ぜ無口キャラなのか。何かあったのか、周りに影えい響きようされたのか、家族に影響されたのか。

　その理由付けも無しに、私は無口キャラを作りたくはありません。

　で──

　次回作なんですけど……

　過去を作りすぎました。

　参った。やっちゃったぜ。

　漫まん画がやラノベの一巻を作る際、必要なモノがいくつかあるんですが、その中の一つが『何も知らない人間』です。

　この『何も知らない人間』は、すごく重要な役割を持っています。

　何故ならば、読者は『何も知らない人間』だからです。

　読者は、『何も知らない人間』を通して、一いつ緒しよに世界を知っていく。

　例をあげると、『主人公が転校してくる』パターン。

　その街や学校、登場するキャラを主人公は知らない状態から始まる。

　その作品の世界に、主人公が飛び込む訳です。──読者と共に。

　そうすることで、感情移入させていくわけですねー。

　しかしながら、私は過去を作ってしまった。

　主人公にもヒロインにも。

　それぞれがそれぞれ、その世界を『知ってしまっている』状態。

　能力の存在も、使い道も、都市機能も、何もかもを。

　これじゃあ、感情移入しづらいだろうと思います。

　私は、あえて直しませんでした。

　いや、本当はそうすべきなんですよね。その世界の常識は、読者が生きている常識を逸いつしているのだから。それをキャラと一緒になって、知っていかなければならない。

　それが、子供の頃からよく見てきた『王道』なんですよね。

　よくファンの方に聞かれます。

「どうすれば売れるモノが書けますか？」

　その答えとして、私はこう答えます。

「インパクトのある設定と、普ふ通つうのストーリーですかね」

　これは持論ですが、インパクトのある設定の定義は、『誰かに言いたくなる事』です。

　その作品を誰かに話すとき、紹しよう介かいしたくなる、言いたくなる部分。これが無ければまず売れない。

　で、この設定はなかなかいいねーなんて思って、実際作品を読んでみて、どうですか？　「なんだ、またこの展開か」と思ったことないですか？

　それが、正解です。売れるためには、そうすべきなんです。

　結局売れるモノというのは王道で、それは「これは俺でも書けるな」と思わせるような作品です。

　ゾンビも、「これで賞が取れるなら自分も書いてみよう」なんて思って貰もらえたらいいなと思って書いていました。

　みんな、新人賞へガンガン送ろうぜ！　ってな感じで。

　しかし、次シリーズは残念ながら違います。

　今回は、そういう意味で、冒険する方向を取りました。

　面おも白しろいかどうか、という部分で言えば、私は自分の作品を面白いと思ったことは一度もありません。

　それは、私にとって『面白いこと』とは、『私の想像を超こえたモノ』だからです。

　ただ──インパクトという点は意識しています。



　主人公もヒロインも、誰もが一つは、何か隠かくし事ごとをしている。



　これはインパクトの一つなんじゃないかなと思ってます。

　その状じよう況きようを作るために、全員に過去を作りました。

　これは主人公が転校してきて能力に目覚めるパターンでは出来ません。

　まあ、そのせいでややこしいんですけどね。

　何故そうしたのか。

　それは、ゾンビの歩あゆむに、大した過去を作らなかったからです。

　歩というキャラには、過去があります。しかし、それらは吸血忍にん者じやにもヴィリエにも一いつ切さい関係がないんです。

　是ぜ非ひ、私の作品に限らずですね、何か作品に触ふれることがあったら、そして、「ここはこうすべきじゃない？」と思ったら、『どうしてそうしなかったのか』と考えてみて下さい。そんな楽しみ方もあるのかなと思います。

　こういう作家裏話はいらないから面白近きん況きようだけ報告しろって思ってます？

　それもまた、王道ですね。

　そうすべきだと思っております。





　さて、では最後に謝辞を。

　書きたいことを書ける。そんな冒ぼう険けんを出来るのは、皆みなさんのおかげです。

　この作品を買って頂かなければ、きっと新作案はボツになっていたでしょう。

　ありがとうございます。早さつ速そく前巻で募ぼ集しゆうしたキャラ案をくれた方、いくつか使わせて頂きますね。二巻からになるだろうけど。

　こぶいちさんむりりんさん。そろそろ指定するコスプレが一いち巡じゆんした気がしますが、これからもよろしくお願いします。

　その他、関係者の皆みな様さまに感謝の意を込こめて──さあ、次の仕事するぞー。



    

  
    
      
　祝福されるドラマガ


　 衝撃のゾンビコラボを無視しつつ25な会話！



ハルナ「あたしちょっと気付いたんだけど」

セラ「ほう、──と言いますと？」

ハルナ「もしかして今日って25周年記念なんじゃないかなって」

セラ「なんと！」

ユー『それは　気付かなかった』

歩「何のだよ！　何が25周年記念なんだよ！」

ハルナ「何がって言われたら、わかんないけどとにかくそうなんだ！」

歩「妙なことを言い出したな」

セラ「まさか、私が今日は鍋がいいなーと思っているのは……」

ハルナ「25周年だからに違いない！」

ユー『さっき、冷蔵庫のリンゴジュースが薄かった』

ハルナ「果汁25％だからじゃない！」

歩「何のだよ！　まあ、鍋は賛成だが」

ハルナ「はい、じゃあ鍋にしよう鍋！」

セラ「ふふ、久しぶりの鍋ですね」

ユー『水炊きがいい』

ハルナ「はい、今あんたらがにこにこしてるのも25周年と掛かってるからな！」

セラ「なんと！　そこまでとは」

歩「じゃあ買い物行ってくるけど、鶏はどれがいいんだ？」

ハルナ「やっぱり日本25大地鶏の一つ、25屋25ーチンじゃない？」

歩「名古屋コーチンだよ！　三大地鶏だよ！　なにその武田24将みたいなの！」

セラ「上杉25将を選ぶべきではないですか？」

ハルナ「はい、それを選ぶべきって思ったのは25周年だから」

セラ「はっ！　なんと！」

歩「セラってそんなにアホだったっけ。あうっ！　手裏剣禁止！」

ユー『こんなこともあろうかと　名古屋コーチンは用意してある』

歩「都合良すぎるだろ！」

ハルナ「え？　25周すぎ？」

歩「言ってねえよ！　だからなんの25周年なんだよ！」

セラ「そろそろ鶏を入れましょう」

歩「いつの間にか鍋が沸騰してるーっ！」

ユー『にこごりが』

ハルナ「はい出ましたー。25周年出ましたー。25ぱねえ～」

歩「確かにぱないけど！　すぐ25出てくるけど！」

セラ「ぎゃーぎゃーうるさいですこの25ミ虫！」

ユー『肉汁が　ジューシー』

ハルナ「え？　にじゅう何？　なんて？」

歩「もういいよ！　もう十分だよ！　あと俺にも肉くれよ！」

ハルナ「え？　29？　それとも25？」

歩「29だよ29！」

セラ「鬱陶しいですね。誰の、いえ、何のおかげで美味しい鍋が食べられると思ってるんです？」

歩「──まあ、25周年のおかげかな」

ハルナ「みんなも25周年には鍋食えよ！」



    

  
    
      　　　初　出

　プロローグ　はい、こどもが参観日

　　　　　　　書き下ろし

　第一話　はい、沈黙の学校です

　　　　　ドラゴンマガジン２０１１年７月号

　第二話　はい、毒舌料理バトルです

　　　　　ドラゴンマガジン２０１１年11月号

　第三話　はい、私の愛馬は凶暴です

　　　　　ドラゴンマガジン２０１２年１月号

　第四話　はい、もうゴールしていいです

　　　　　ドラゴンマガジン２０１２年３月号

　第五話　はい、残ります残ります。

　　　　　ドラゴンマガジン２０１２年５月号

　第六話　はい、仮の話です。

　　　　　ドラゴンマガジン２０１２年７月号

　エピローグ　はい、ごらんのスポンサーの提供でお送りしています

　　　　　　　書き下ろし

　　　　　※第一話～第六話　掲載された原稿を加筆修正して収録

　特別収録　祝福されるドラマガ

　　　　　　ドラゴンマガジン２０１３年１月号



    

  
    
      これはゾンビですか？13

いいえ、全まつたく記き憶おくにございません

BOOK☆WALKER special edition



木き村むら心しん一いち
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